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最
近
の
お
も
な
出
来
事

８
月
15
日
（
水
）

▽
第
64
回
人
吉
花
火
大
会

８
月
17
日
（
金
）

▽
夏
休
み
子
ど
も
イ
ベ
ン
ト
「
列
車
に
乗
っ
て
鉄
道
遺
産
散
策
」

▽
多
良
木
町
ゑ
び
す
夏
祭
り
「
盆
踊
り
・
花
火
大
会
」

８
月
19
日
（
日
）

▽
夏
休
み
お
ど
ん
が
プ
ラ
モ
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
（
〜
26
日
、
あ
さ

ぎ
り
町
免
田
ポ
ッ
ポ
ー
館
）

８
月
24
日
（
金
）

▽
第
34
回
に
し
き
夏
ま
つ
り

▽
第
12
回
球
磨
川
音
楽
祭w

ith

木
野
雅
之（
あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
）

８
月
25
日
（
土
）

▽
く
ま
が
わ
カ
ッ
プ
カ
ヌ
ー
大
会
（
く
ま
川
下
り
人
吉
発
船
場
）

▽
第
72
回
犬
童
球
渓
顕
彰
音
楽
祭
個
人
コ
ン
ク
ー
ル

▽
第
12
回
球
磨
川
音
楽
祭w

ith

木
野
雅
之
（
ひ
と
よ
し
森
の
ホ
ー
ル
）

▽
第
27
回
日
本
一
の
大
鮎
釣
り
選
手
権
大
会
（
球
磨
村
一
帯
）

９
月
１
日
（
土
）

▽
平
成
30
年
度
人
吉
球
磨
の
民
謡
全
国
大
会
（
〜
２
日
、
人
吉
市
カ

ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

９
月
８
日
（
土
）

▽
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
「
救
急
フ
ェ
ア
２
０
１
８
」（
同
組
合
中
央
署
）

▽
第
54
回
球
磨
郡
青
年
団
協
議
会
文
化
祭
（
〜
９
日
、
あ
さ
ぎ
り
町

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
）

今
月
の
一
言

　『文
読
む
月
日
』（

　
　
　
　

   

）
よ
り

　
貪
食
は
、
一
番
一
般
的
な
罪
悪
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が

そ
れ
に
気
づ
か
な
い
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
ほ
と
ん
ど
全
部

が
そ
の
罪
に
陥
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

表
紙
写
真

　肥
薩
線
大
畑
駅
に
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
プ
ン

　
山
あ
い
の
無
人
駅
、
大
畑
駅
に
９
月
８
日
、
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
明
治
42
年
築
の
旧
保
線
詰
所
を

改
装
し
囲
炉
裏
風
の
イ
ン
テ
リ

ア
を
実
現
、
フ
ラ
ン
ス
で
修
業

し
た
中
務
雅
章
シ
ェ
フ
が
腕
を

ふ
る
う
。
オ
ー
プ
ン
初
日
は
小

雨
の
降
る
な
か
で
あ
っ
た
が
、
独

特
の
風
情
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

（
松
本 

学
／
編
集
部
）

レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
編
著

北

御

門

二

郎

訳
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道
の
駅
坂
本
、
坂
本
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
・

ク
レ
オ
ン
の
３
ヶ
所
で
開
催
。
９
月

８
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

は
多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

巻頭言

　
　
住
ん
で
は
い
け
な
い

　

毎
年
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
も
の
だ
っ
た
九
州
へ
の
台
風
上
陸
だ
が
、
い
つ
の
間
に
か
そ
の
経
路
が
北
上
し
た
。
こ
こ
数
年
九
州
が
台
風
銀
座
と
い
わ
れ
た

こ
と
も
忘
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
台
風
21
号
は
四
国
の
徳
島
に
上
陸
し
、
関
西
圏
の
ど
真
ん
中
を
日
本
刀
を
振
り
回
す
よ
う
に
暴
れ
回
っ
て
日
本
海
へ
逃
げ
去
っ
た
。

そ
の
痕
跡
は
大
都
会
の
弱
点
を
暴
露
す
る
か
の
様
に
、
近
年
に
迫
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
も
危
う
く
さ
せ
る
衝
撃
的
な
場
面
を
見
せ
つ
け

た
。
関
西
空
港
が
正
に
そ
れ
だ
。
高
潮
の
た
め
に
滑
走
路
に
海
水
が
流
れ
込
み
、
荷
物
運
搬
車
や
そ
の
他
の
施
設
も
被
害
を
受
け
た
。
し
か

も
こ
と
も
あ
ろ
う
に
海
上
に
浮
か
ぶ
空
港
と
陸
を
つ
な
ぐ
連
絡
橋
に
タ
ン
カ
ー
が
激
突
す
る
と
い
う
大
惨
事
。
あ
れ
ほ
ど
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
唸
る
様
に
「
台
風
に
よ
り
危
険
が
差
し
迫
っ
て
い
ま
す
」
と
日
本
中
か
ら
情
報
が
流
れ
た
は
ず
な
の
に
、海
の
タ
ン
カ
ー

が
道
路
の
橋
に
自
ら
が
ぶ
つ
か
り
に
来
る
と
は
何
と
し
た
も
の
か
。

　

鹿
児
島
県
は
十
島
村
。
そ
こ
は
別
名
ト
カ
ラ
列
島
と
い
う
島
々
で
明
治
の
初
め
、
せ
ご
ど
ん
が
い
た
頃
に
薩
摩
藩
が
地
籍
調
査
を
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
島
に
何
名
が
住
ん
で
家
屋
が
ど
れ
だ
け
と
い
う
簡
単
な
調
査
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
調
査
を
昭
和
に
も
行
っ
て
い
た
。
そ
の
内
容
が
驚
き

の
数
字
で
あ
る
。
江
戸
の
終
わ
り
か
ら
明
治
の
頃
の
戸
数
と
昭
和
の
時
代
の
戸
数
が
同
じ
な
の
だ
。
昔
々
か
ら
、
島
の
人
間
は
危
な
い
場
所
に

は
家
を
建
て
ず
、
安
全
な
場
所
だ
け
に
家
を
建
て
て
い
た
。
そ
う
戸
数
が
同
じ
な
の
だ
。
ト
カ
ラ
列
島
は
現
在
で
も
噴
煙
を
上
げ
る
島
も
あ
り
、

台
風
も
地
震
も
、
風
速
50
ｍ
も
日
常
茶
飯
事
な
の
だ
。
だ
が
、
こ
の
島
々
で
は
人
は
死
な
な
い
。
今
回
の
18
、
19
号
で
は
３
軒
の
屋
根
が
飛
ん

だ
と
ニ
ュ
ー
ス
に
出
た
が
死
者
は
な
い
。「
３
匹
の
子
ぶ
た
」の
よ
う
に
長
男
の
ワ
ラ
屋
根
が
飛
ん
で
も
次
に
逃
げ
込
め
る
避
難
場
所
が
あ
る
の
だ
。

　

日
本
中
、
悲
し
い
事
ば
か
り
が
お
こ
る
。「
新
し
い
砂
防
ダ
ム
が
出
来
た
か
ら
安
心
し
て
新
築
の
家
を
購
入
し
た
」
と
報
道
で
見
た
。「
そ
こ

は
危
な
い
か
ら
砂
防
ダ
ム
が
出
来
た
の
だ
か
ら
、
そ
こ
に
住
ん
で
は
い
け
な
い
」
と
親
も
親
戚
も
役
所
も
教
え
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
町
に
住
み

た
い
も
の
だ
と
願
っ
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
宮
原
信
晃
）

テーマは「わたしからのプレゼント」

第
２
回
さ
か
も
と
国
際
児
童
画
展

９
月
８
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催

夕葉保育園児の和太鼓

櫻劇場の紙芝居
コマツじいちゃんの手品

ピカケスタジオのフラダンス

太極拳

イベントを楽しむ子どもたち（上）

綿菓子を頬ばる子（左）
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ガ
メ
さ
ん
が
道
の
駅
坂
本
で
特
別
展
示

し
、
９
日
か
ら
は
坂
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
移
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

球
磨
川
の
翡
翠
色
の
流
れ
、
風
に
追

わ
れ
る
対
岸
の
木
々
の
白
い
葉
裏
、
川
縁

に
茂
る
夏
草
の
匂
い
、
遠
く
聞
こ
え
る
Ｓ

Ｌ
の
汽
笛
、
坂
本
町
に
美
し
い
初
秋
が

や
っ
て
き
ま
す
。
ど
う
か
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
お
越
し
下
さ
い
。

　

被
災
地
に
笑
顔
が
戻
り
ま
す
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
幸
せ
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
今
を
生
き
る
人
た
ち
の
願
い
が

叶
い
ま
す
よ
う
に
、「
さ
か
も
と
国
際
児

童
画
展
」
が
ず
っ
と
続
き
ま
す
よ
う
に
、

そ
し
て
こ
の
地
で
い
つ
か
暮
ら
せ
ま
す
よ

う
に
と
願
い
な
が
ら
、
今
日
も
私
は
坂

本
町
へ
車
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。

【
う
え
む
ら
・
み
す
ず
／
八
代
市
】

ニ
ー
は
朝
９
時
半
か
ら
メ
イ
ン
会
場
の

「
道
の
駅
坂
本
」
の
大
広
間
で
開
催
。

　

夕
葉
保
育
園
児
の
和
太
鼓
、
く
ま
モ

ン
と
一
緒
に
踊
る
ピ
カ
ケ
ス
タ
ジ
オ
の
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
武
術
の
名
演
太
極
拳
、
熊

本
市
か
ら
は
櫻
劇
場
の
紙
芝
居
、
コ
マ

ツ
じ
い
ち
ゃ
ん
の
手
品
と
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン

で
、
来
場

者
の
み
な
さ

ま
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ユ

ネ
ス
コ
世
界

文
化
遺
産

と
な
っ
た
八

代
妙
見
祭

の
亀
蛇
の
子

に
は
、
応
募
数
５
８
３
点
が
集
ま
り
ま

し
た
。共
催「
横
浜
青
葉
国
際
児
童
画
展
」

の
３
１
３
点
と
あ
わ
せ
て
、
世
界
17
カ

国
８
９
６
点
を
３
会
場
に
分
け
て
一
斉
に

展
示
し
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
発
想
は
無
限

で
す
。
い
か
に
も
可
愛
ら
し

い
家
族
へ
の
美
し
い
花
束
、

困
っ
て
い
る
人
に
家
を
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
杖
や
膝
掛
け
、

ペ
ッ
ト
に
素
敵
な
ベ
ッ
ド
、
お

友
達
に
は
一
緒
に
遊
ぶ
、
虫

を
あ
げ
る
、
気
持
ち
は
と
っ

　

正
式
名
称
は
「
熊
本
地
震
復
興
チ
ャ

リ
テ
ィ 

八
代
市
さ
か
も
と
国
際
児
童
画

展
」。
多
く
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
今
年
は
第
２
回
目
で
す
。

　

テ
ー
マ
「
わ
た
し
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

て
も
わ
か
る
け
ど
絵
柄
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ

な
絵
、
綺
麗
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
（
タ

イ
）
な
ど
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
自
分

に
大
好
き
な
西
瓜
を
（
中
国
）、
世
界
の

人
た
ち
に
タ
ト
ゥ
（
オ
ラ
ン
ダ
）、
不
思

議
な
変
顔
を
（
オ
ラ
ン
ダ
）
な
ど
、
お

国
柄
か
、
と
ん
で
も
な
く
ユ
ニ
ー
ク
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

用
紙
の
大
き
さ
の
指
定
か
ら
は
み
だ
し

た
大
き
な
絵
、
テ
ー
マ
を
ま
っ
た
く
無
視

し
た
愉
快
な
絵
な
ど
も
あ
り
、
実
行
委

員
会
で
は
考
え
あ
ぐ
ね
た
結
果
、
応
募

し
て
く
れ
た
心
意
気
に
お
応
え
し
て
、
お

約
束
通
り
全
点
展
示
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
も
う
子
ど
も
達
に
は
脱
帽
で
す
。

世
界
の
子
ど
も
達
の
１
２
０
０
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
、
来
場
者
の
あ
な
た
の
心
に
届
き

ま
す
よ
う
に
。

　

９
月
８
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

子
ど
も
た
ち
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
、

あ
な
た
の
心
に
届
き
ま
す
よ
う
に

上
村
美
鈴

第２回「 八代市さかもと国際児童画展」
２０１8 年 9 月 8 日（土）〜 9 月 17 日（日）

◎会場【入場無料】
　①道の駅坂本　②坂本コミュニティセンター　③温泉センター・クレオン（木曜休）
◎主催：八代市坂本住民自治協議会　◎共催 NPO 法人横浜青葉国際交流の会
◎後援：八代市教育委員会／公益財団法人宮嶋利治学術財団／八代青年会議所
　　　　八代市立坂本中学校 PTA ／八代市立八竜小学校 PTA ／東京球磨川会
◎問合せ：坂本住民自治協議会 0965-45-2228（9:00 〜 17:00）
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こ
の
小
論
は
山
頭
火
論
で
は
な
い
。
昭
和
５
年
９
月
９
日
に
彼

は
「
行
乞
」
の
旅
を
は
じ
め
た
が
、
問
題
は
そ
の
「
９
月
９
日
」

に
あ
る
。
そ
の
日
に
伊
㔟
戸
明
は
こ
だ
わ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
９

月
９
日
に
は
じ
ま
る
山
頭
火
の
、
八
代
か
ら
人
吉
に
い
た
る
ま
で

の
旅
に
小
論
は
注
目
す
る
。
山
頭
火
は
伊
㔟
戸
も
注
目

し
た
俳
人
で
、
そ
の
こ
と
も
小
論
は
意
識
し
て
い
る
。

１
．
八
代

　

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
年
）
９
月
９
日
、山
頭
火
は
、

宇
土
を
経
由
し
て
、
汽
車
で
八
代
駅
に
到
着
。
同
駅
近

く
の
八
代
町
萩
原
塘
・
吾
妻
屋
に
投
宿
し
た
。
そ
の
と

き
山
頭
火
48
歳
で
あ
っ
た
。
吾
妻
屋
の
宿
賃
は
35
銭
で
、

山
頭
火
は
吾
妻
屋
を
「
中
」
と
評
価
し
た
。

　

到
着
直
後
、
八
代
町
を
行
乞
。
夜
は
、
酒
を
飲
み
、

餞
別
の
ゲ
ル
ト
（
お
金
）
を
の
み
ほ
し
、
同
宿
の
４
人

と
無
駄
話
を
し
て
い
る
。
宇
部
の
乞
食
爺
さ
ん
の
話
と
、
球
磨
の

百
万
長
者
の
欲
深
い
話
が
面
白
か
っ
た
と
い
う
。

　

吾
妻
屋
は
、
そ
の
後
、「
岩
越
屋
」
に
屋
号
を
変
え
、
戦
争
直

後
ま
で
宿
屋
を
営
ん
で
い
た
。
屋
号
変
更
の
時
期
は
確
認
で
き
な

い
。
岩
越
屋
が
吾
妻
屋
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
現

在
で
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
八
代
駅
前
の
喫
茶
店
の
出
水
晃
さ

ん
に
よ
る
と
、
出
水
さ
ん
も
岩
越
屋
が
吾
妻
屋
で
あ
っ
た
と
は
長

く
ご
存
じ
な
か
っ
た
が
、
同
地
の
古
老
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た

山
頭
火
と
歩
く

おりや句会（９月９日）

吾妻屋跡地付近から八代駅方面を望む

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

２
．
日
奈
久

　

翌
10
日
、
山
頭
火
は
午
前
中
に
八
代
町
を
行
乞
。
そ
の
後
、

３
里
（
約
12
キ
ロ
）
を
歩
い
て
日
奈
久
町
に
向
か
っ
た
。
そ
の
と

き
肥
薩
線
は
完
成
し
て
い
た
が
、山
頭
火
は
肥
薩
線
沿
い
で
な
く
、

江
戸
時
代
の
相
良
藩
主
と
同
じ
く
薩
摩
街
道
沿
の
日
奈
久
に
向

か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
知
る
由
も
な
い
が
、
山
頭
火
に
と
っ
て
は
、

日
奈
久
は
当
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
土
地
で
あ
っ
た
。
彼
は
場
所

も
行
先
も
き
め
ず
に
放
浪
す
る
人
で
は
な
か
っ
た
。

　

山
頭
火
は
９
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
、
日
奈
久
の

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
出
水
さ
ん
は
岩
越
屋
に
つ
い
て
の
記
憶
は
あ

り
、
２
階
建
て
狭
い
階
段
の
宿
屋
だ
っ
た
と
い
う
。

　

吾
妻
屋
の
近
辺
は
材
木
問
屋
・
業
者
が
並
ぶ
地
区
で
あ
る
。

川
舟
の
舟
頭
、
水か

こ夫
、
筏
師
が
利
用
す
る
飲
食
店
が
集
中
す
る

場
所
で
も
あ
っ
た
。
吾
妻
屋
は
そ
う
し
た
場
所
の
一
画
に
位
置
す

る
。
写
真
は
、
吾
妻
屋
跡
地
付
近
か
ら
八
代
駅
方
面
を
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
吾
妻
屋
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
出
水
さ
ん
の
ほ
か
、

作
家
・
前
山
光
則
さ
ん
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
お
二
人
に

昭和 25 年ごろの日奈久温泉の様子
（撮影／麦島勝）

昭和 10 年の八代駅
　山頭火から５年後の昭和 10 年にエンブリー
が八代駅を利用している。「八代は、熊本の
南二時間の小都市である。ここで列車を乗り換
え、人吉行の列車に一時間待ちあわせる。こ
の時間は多くの旅行者は大きな手荷物をまとめ
てすわっており、母親は赤ん坊に乳を飲ませな
がら辛抱強く座っている。若干の冒険的な旅行
者は、町に出かけて小さな食堂で酒かビールを
飲みながら時間を過ごす。そこは通り過ぎの客
に食事を出すがサービスは悪く、ウェートレスは
決して美人ではない。八代における不便な待ち
合わせは、人吉への二時間の豪しゃな景色で
補われない」と書いている（『須恵村』25 頁）。
このようにエンブリーの評価は厳しい。エンブリー
のいう「小さな店」は、
おそらくは、山頭火が
投宿した吾妻屋近くの
飲み屋街の店のひと
つを指すであろう。
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場
の
一
画
に
あ
っ
た
。
そ
こ
か

ら
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
佐
敷

川
を
上
れ
ば
左
岸
に
山
頭
火
の

句
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
薩

摩
街
道
沿
の
勝
延
寺
の
裏
手
と

い
っ
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
か
も

し
れ
な
い
。
入
院
患
者
さ
ん
の

い
る
病
院
で
あ
る
。
そ
え
ゆ
え
、

そ
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以

上
の
説
明
を
差
し
控
え
る
。

ず
か
１
里
し
か
歩
か
ず
、
直
ぐ
に
汽
車
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
厳
し
い
山
の
連
な
る
赤
松
太
郎
を
避
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
と
も「
疲
れ
て
い
た
」の
か
。
当
時
、彼
は
脚
気
を
患
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
が
原
因
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
歩
く
」
こ
と
を
強
調

し
つ
つ
も
、
山
頭
火
は
意
外
に
歩
い
て
い
な
い
。

　

山
頭
火
は
佐
敷
駅
で
降
り
、「
川
端
屋
」
に
泊
ま
っ
た
。
川
端

屋
に
つ
い
て
「
40
銭
、
上
」
と
し
た
。「
川
端
屋
」
は
佐
敷
川
の

そ
ば
に
あ
っ
た
（
佐
敷
川
左
岸
）。
佐
敷
駅
か
ら
１
キ
ロ
余
り
歩

か
な
け
れ
ば
川
端
屋
に
は
た
ど
り
着
け
な
い
。

　

薩
摩
街
道
と
佐
敷
川
が
並
行
し
て
い
る
地
区
に
あ
る
。
そ
こ

を
歩
い
て
い
る
と
病
院
が
あ
る
。
川
端
屋
は
そ
の
病
院
の
駐
車

肥後二見駅

川端屋跡

日奈久温泉と
十条製紙坂本工場

　日奈久温泉は有名な歓楽地
で周辺地域からの多くの客で賑
わった。たとえば、旧坂本村の
製紙工場（十条製紙坂本工
場）の労働者もよく利用した。
タクシーでなくハイヤーを利用し
て、坂本から日奈久に遊びに
いった。工場指定の旅館もあっ
た。随分お金を使ったのであろ
う。製紙工場の給料日には日
奈久温泉の女将たちが代金を
給料から取り上げるために工場
の門前に並んだ。昭和 30 年
代までその光景がみられた。つ
いでながら坂本工場は人吉温
泉にも指定旅館を有していた。

山頭火の句碑

　

山
頭
火
は
織
屋
を
気
に
い
っ
た
よ
う
で
、「
此
宿
は
夫
婦
揃
っ
て

好
人
物
で
、
一
泊
四
十
銭
で
は
勿
体
な
い
ほ
ど
で
あ
る
」
と
評
し

て
い
る
。
彼
の
い
う
「
夫
婦
」
は
田
中
市
次
・
ジ
エ
の
二
人
で
あ

る
。
市
次
さ
ん
は
人
力
車
引
を
生
業
に
し
た
。
宿
屋
は
ジ
エ
さ
ん

が
担
っ
て
い
た
。
お
二
人
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
親
戚
の
人
が
織

屋
を
平
成
２
年
ま
で
営
業
し
た
。最
後
の
客
は
老
齢
の
研
ぎ
師
で
、

そ
の
と
き
宿
泊
料
は
６
５
０
円
で
あ
っ
た
。

　

日
奈
久
で
は
、
毎
年
、「
９
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」
の
タ
イ

ト
ル
で
さ
ま
ざ
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
９
月
１
日
に
は
、

同
倉
庫
跡
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

３
．
佐
敷

　

９
月
13
日
、
山
頭
火
は
織
屋
を

朝
８
時
に
出
発
し
１
里
ば
か
り（
約

４
キ
ロ
）
歩
き
、
二
見
で
汽
車
に

乗
っ
た
。
現
在
の
「
肥
後
二
見
駅
」

で
あ
る
。
同
駅
周
辺
を
散
策
し
た

が
山
頭
火
の
気
配
は
感
じ
な
か
っ

た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
、
わ

織
屋
に
投
宿
し
た
。
日
奈
久
は
有
名
な
温
泉
地
で
、
山
頭
火
も

そ
れ
を
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
八
代
町
は
１
泊
し
た
だ
け
で
あ
っ

た
。
山
頭
火
は
「
重
い
足
を
ひ
き
づ
っ
て
日
奈
久
へ
」
と
書
い
た
。

　

９
月
11
日
の
午
前
に
行
乞
を
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
頭
火

は
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
、
身
体
を
休
め
た
り
同
宿
の
若
者
と
活
動

（
映
画
）
を
見
た
り
し
て
過
ご
し
て
い
る
。「
あ
ん
ま
り
い
ろ
〳
〵

な
事
が
考
え
さ
せ
る
か
ら
」
と
彼
は
言
っ
て
い
る
が
、
精
神
的
・

肉
体
的
に
疲
労
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
執
筆
（
表
現
）
活
動

前
に
は
誰
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
休
憩
の
形
を
と
り
な
が
ら

思
考
を
整
理
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。

現在の織屋内部

日奈久夢倉庫前
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と
誤
解
し
そ
う
な
記
述
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
、
そ
の
よ
う
に
誤
解

し
て
い
る
人
も
い
る
。
そ
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
佐
敷
か
ら
球
磨
川

ま
で
20
キ
ロ
近
く
歩
き
、
球
磨
川
に
で
て
か
ら
更
に
20
キ
ロ
歩
い

た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
彼
は
そ
の
日
に
人
吉
で
郵
便
局
に
行

き
、
行
乞
も
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
佐
敷
︱
球
磨
川
間
は
一
種
の

峠
越
え
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
彼

は
脚
気
で
あ
っ
た
。
じ
っ
さ
い
に
歩
い
て
み
れ
ば
、
彼
が
球
磨
川

沿
い
を
五
里
歩
い
て
い
な
い
と
直
ぐ
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
彼
は

佐
敷
か
ら
球
磨
川
沿
い
の
駅
（
た
ぶ
ん
、
そ
れ
は
一
勝
地
駅
）
ま

で
歩
き
、
そ
の
す
べ
て
を
「
五
里
」
と
記
し
た
と
考
え
る
。

５
．
人
吉

　

山
頭
火
は
人
吉
へ
と
急
い
だ
。
そ
の
理
由
は
「
さ
び
し
か
っ
た
」

か
ら
で
あ
る
。
人
吉
到
着
早
々
、
郵
便
局
に
向
か
い
、
留
置
の
来

信
７
通
を
受
け
取
り
、「
友
の
温
情
は
な
に
よ
り
も
嬉
し
い
」
と

書
い
て
い
る
。「
留
置
の
手
紙
」
で
あ
る
。
こ
の
一
文
だ
け
か
ら
も

彼
が
、
事
前
に
、
人
吉
行
を
友
人
た
ち
に
知
ら
せ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
友
人
・
知
人
と
の
縁
を
彼
は
断
ち
切
っ
て
は
い
な
い
。

酒
も
や
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

４
．
人
吉
街
道

　

佐
敷
か
ら
人
吉
街
道
を
歩
き
、
山
頭
火
は
球
磨
川
に
向
か
っ

た
。
そ
の
こ
と
に
異
論
の
余
地
は
な
い
。
問
題
は
そ
の
先
に
あ
る
。

な
ぜ
、
鹿
児
島
の
方
向
に
向
か
わ
ず
人
吉
に
向
か
っ
た
の
か
と
い

う
問
題
と
、
佐
敷
か
ら
球
磨
川
に
ど
の
経
路
を
利
用
し
て
出
た
の

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
前
者
は
答
え
よ
う
が
な
い
が
、
後
者
も

単
純
で
は
な
い
。
球
磨
川
に
出
る
道
は
複
数
あ
っ
て
、
ど
の
道
を

選
択
し
た
か
は
、
そ
れ
な
り
に
意
味
を
も
つ
。
た
と
え
ば
、
佐
敷

か
ら
球
磨
川
ま
で
の
距
離
の
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
計
算
し
て
み

た
。
最
短
で
も
20
キ
ロ
近
く
あ
る
。
佐
敷
︱
球
磨
川
に
は
汽
車
は

な
く
歩
く
ほ
か
な
い
。
そ
の
な
か
で
行
程
と
し
て
一
番
可
能
性
が

あ
る
の
は
、
人
吉
街
道
を
通
り
、
大
坂
間
を
経
由
し
て
、
一
勝
地

駅
で
汽
車
に
乗
り
、
そ
の
ま
ま
人
吉
駅
ま
で
い
く
場
合
で
あ
る
と

の
結
論
に
達
し
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
球
磨
川
づ
た
い
に
五
里
歩
い
た
。
水
も
山
も
う
つ
く
し
か
っ

た
。
筧
の
水
を
何
杯
飲
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
一
勝
地
で
泊
ま
る
つ

も
り
だ
っ
た
が
、
汽
車
で
こ
こ
ま
で
（
人
吉
）
来
た
。
や
っ
ぱ
り

さ
み
し
い
。
さ
み
し
い
」。

　

深
く
考
え
な
い
と
「
球
磨
川
沿
い
を
五
里
（
20
キ
ロ
）
歩
い
た
」

　
　
　

雲
か
げ
ふ
か
い
水
底
の
顔
を
の
ぞ
く

　

な
ど
で
あ
る
。

　

人
吉
で
は
宮
川
屋
に
投
宿
。
宮
川
屋
を「
35
銭
、上
」と
し
た
。

　
「
一
刻
も
早
く
ア
ル
コ
ー
ル
と
カ
ル
モ
チ
ン
（
鎮
静
催
眠
薬
）

を
揚
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

し
た
私
は
し
み
じ
み
嫌
に
な
っ
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
仮
面
を
は
な

れ
て
は
存
在
し
え
な
い
や
う
な
私
な
ら
ば
さ
っ
そ
く
カ
ル
モ
チ
ン

を
二
百
瓶
飲
め
。」

　

こ
の
よ
う
に
書
き
つ
つ
、山
頭
火
は
多
く
の
句
を
残
し
た
。八
代
・

日
奈
久
・
佐
敷
、
人
吉
街
道
を
歩
く
な
か
で
頭
が
整
理
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
い
く
つ
か
を
彼
は
九
州
日
日
新
聞
で
発
表
し

た
。
そ
れ
ら
の
句
に
つ
い
て
、
彼
は
、「
呪
う
べ
き
句
を
三
つ
四
つ
」

と
説
明
し
て
い
る
。

　
　
　

蝉
し
ぐ
れ
死
に
場
所
を
探
し
て
ゐ
る
の
か

　
　
　

青
草
に
寝
こ
ろ
ぶ
や
死
を
感
じ
つ
つ

　
　
　

し
ず
け
さ
は
死
ぬ
る
ば
か
り
の
水
が
流
れ
て

　
　
　

け
ふ
の
み
ち
に
た
ん
ぽ
ぽ
咲
い
た

　
　
　

朝
は
涼
し
い
草
鞋
ふ
み
し
め
て

　
　
　

あ
の
雨
が
お
と
し
た
雨
に
ぬ
れ
て
い
る

　
　
　

岩
か
げ
ま
さ
し
く
水
が
湧
い
て
い
る

　
　
　

こ
こ
で
泊
ら
う
つ
く
つ
く
ぼ
う
し

　
　
　

炎
天
の
下
を
何
処
へ
ゆ
く

「焼き捨てて日記のこれだけか」
　9月16日に人吉で日記を焼いたのではない。八代に向かう前に
焼いている。10日以上前の行為を句にしたのである。焼いたときの
心情と発句のときの心情とは同一だろうか。おそらくはちがうであろう。
それにしても、なぜ山頭火は日記を焼いたのであろうか。焼いただけ
でなく、その直後に、再び、なぜ、日記をかきはじめたのか。焼く前
の日記と焼いたあとで書いた日記は
同一のものであるのか。この問題
は山頭火を考えるとき大きな論点だ
が、ここでは立ち入らない。ただし、
新しい日記については山頭火は公開
されることを予定していたことに留意
する必要があるだろう。公開を予定
した日記と公開を予定しない日記で
は性格がちがう。公開を予定した日
記には、どこかに、「嘘」がある。

人吉駅前の山頭火の句碑
（人吉・球磨　山頭火の会の建立）
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種
田
山
頭
火

　

明
治
15
年
（
１
８
９
２
年
）
12
月
３
日
、
山
口
県
佐
波
郡
佐

波
今
村
（
現
在
、
防
府
市
）
で
生
ま
れ
る
。
名
は
正
一
。
昭
和

15
年
（
１
９
４
０
年
）
10
月
11
日
、
愛
媛
県
松
山
御
幸
寺
内
一

草
庵
で
死
亡
。
享
年
59
歳
。

（
春
秋
）

な
」。
こ
の
窮
状
は
日
雇

労
働
者
の
場
合
は
も
っ

と
ひ
ど
く
、「
こ
れ
で
は

死
な
な
い
だ
け
だ
。
い

き
て
ゐ
る
楽
し
み
が
な

い
」

　

同
じ
日
に
「
二
三
句

出
来
た
。
多
分
今
ま
で

の
そ
れ
ら
と
は
異
色
が

あ
る
や
う
に
思
ふ
」
と

し
て
、
次
の
句
を
日
記

に
記
し
て
い
る
。

　
　
　

か
な
か
な
な
い
て
い
る
ひ
と
り
で
あ
る

　
　
　

一
す
ぢ
の
水
を
ひ
き
一
つ
の
家
の
秋

　
　
　

焼
き
捨
て
て
日
記
の
灰
の
こ
れ
だ
け
か

６
．
宮
崎
県
へ

　

９
月
17
日
、
８
時
の
汽
車
で
山
頭
火
は
吉
松
に
向
か
っ
た
。

「宮川屋」は山田川河口近くにあった（右岸）。写真の橋の
手前付近である

現在の人吉駅

こ
と
日
本
人
同
様
。
つ
け
あ
が
る
こ
と
日
本
人
以
上
。
支
那
人
は

金
貯
め
の
人
種
だ
。
行
商
人
の
中
で
酒
で
も
の
ん
で
い
る
支
那
人

を
み
た
こ
と
が
な
い
。」

　

◎
９
月
16
日

　
「
人
吉
で
多
い
の
は
、
宿
屋
、
料
理
屋
、
飲
食
店
、
至
る
と
こ

ろ
売
春
婦
ら
し
い
女
を
見
出
す
。
ど
れ
も
オ
ペ
シ
ャ
ン
だ
、
で
も

そ
う
い
ふ
彼
女
ら
が
普
通
の
人
々
よ
り
報
謝
し
て
く
れ
る
。
私
は

白
粉
焼
け
の
し
た
寝
乱
れ
た
彼
女
ら
か
ら
あ
り
が
た
く
一
銭
銀
貨

を
い
た
だ
き
つ
つ
、
彼
女
ら
の
幸
福
を
祈
ら
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
っ

た
︱
︱
不
幸
な
君
た
ち
、
早
く
好
き
な
男
と
一
緒
に
な
っ
て
生
の

楽
し
み
を
味
わ
い
た
ま
へ
！
」

◎
同
16
日

　
「
田
舎
ま
わ
り
の
仲
買
人
か
ら
百
姓
衆
の

窮
状
を
聞
か
さ
れ
た
。
こ
の
旧
盆
を
迎
へ
か

ね
た
家
が
多
い
そ
う
な
。
こ
の
辺
の
山
家
で

は
椎
茸
は
安
い
し
、
ま
ゆ
は
安
い
し
、
ど
う

に
も
や
り
切
れ
な
い
さ
う
な
。
桑
畑
を
つ
ぶ

し
て
し
ま
ひ
た
い
け
ど
、
役
場
か
ら
の
慰
撫

に
よ
っ
て
、
や
っ
と
見
合
わ
せ
て
い
る
そ
う

　

宮
川
屋
に
は
９
月
14
日
か
ら
９
月
16
日
ま
で
の
３
日
の
間
泊

ま
っ
た
。
気
力
を
取
り
戻
し
た
の
か
、
宮
川
屋
で
の
日
記
は
詳
細

で
多
く
の
句
も
残
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
渦
巻
い
た
感
情
が
一
挙
に

文
章
と
し
て
凝
縮
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
歩
く
な
か
で
文

章
を
整
理
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

人
吉
に
つ
い
て
の
注
目
す
べ
き
記
述
を
少
し
ば
か
り
紹
介
す
る
。

　

◎
９
月
15
日

　
「
同
宿
の
支
那
人
の
や
か
ま
し
さ
は
ど
う
だ
。
も
っ
と
小
さ
い
声

で
チ
ィ
〳
〵
パ
ア
〳
〵
や
れ
ば
よ
い
の
に
。
鮮
人
は
だ
ら
し
な
い

現在の人吉郵便局。かつての郵便局も現
在地の近くにあり、山頭火はその郵便局で
留置の手紙を受け取った
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こ
の
取
材
の
間
に
も
、
様
変
わ
り
し
つ

つ
あ
る
駅
は
八
代
駅
と
お
か
ど
め
幸
福

駅
の
２
駅
で
、
駅
舎
と
関
連
施
設
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
後

者
に
は
今
週
、〝
幸
せ
の
黄
色
い
ポ
ス
ト
〟

が
据
え
ら
れ
ま
し
た
。

○
球
磨
川
の
駅
の
見
ど
こ
ろ

　

改
め
て
取
材
し
て
み
ま
す
と

現
存
す
る
30
駅
の
夫
々
に
個
性

や
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
「
瀬
戸
石
駅
」
で
は
、

度
重
な
る
水
害
に
よ
る
駅
舎
の

風
化
と
寂
し
さ
。
す
で
に
球
磨

川
最
後
の
渡
し
舟
船
頭
、
球
磨

川
八
郎
さ
ん
も
居
ら
れ
ず
、
一

層
の
人ひ

と

気け

の
な
さ
を
覚
え
ま
し

た
。
そ
れ
は
海
路
駅
も
同
様
で

す
。
駅
の
後
方
に
そ
び
え
立
ち
、

昔
は
子
ど
も
た
ち
で
賑
や
か
だ
っ

た
海
路
小
学
校
跡
の
寂
寥
感
の

大
き
さ
と
、
対
岸
の
国
道
を
走

る
自
動
車
数
と
は
対
照
的
に
、

学
校
と
駅
周
辺
の
も
の
静
か
な
佇
ま
い

は
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
も
の
で
し
た
。

そ
ん
な
駅
を
訪
れ
る
時
、
ホ
ー
ム
と
そ
の

駅
周
辺
な
ど
、
そ
こ
に
〝
人
の
居
る
温
も

り
〟
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

球
磨
川
の
岸
に
群
れ
ゐ
て
遊
べ
る
は

　

こ
こ
の
狭
間
に
生
ま
れ
し
子
等
ぞ

（
斉
藤
茂
吉
）

　

静
か
な
佇
ま
い
で
も
、
ま
だ
ま
だ
生

き
て
元
気
だ
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
駅
、
球

磨
川
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
駅
は

「
白
石
駅
」
で
す
。
川
下
り
の
旧
着
船
場

だ
っ
た
こ
の
駅
か
ら
東
西
に
見
え
る
川
の

様
子
、
す
ぐ
下
流
の
神
瀬
、
川
内
川
と
の

合
流
・
住
吉
神
社
付
近
、
駅
正
面
の
岩

戸
鍾
乳
洞
に
は
、
川
と
舟
の
守
り
神
と
し

て
の
役
割
、
昔
の
船
頭
宿
と
し
て
の
存
在

意
義
を
大
き
く
感
じ
ま
す
。
こ
の
駅
自
身

川村駅での大歓迎振り（2017.７月）

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
「
週
刊
ひ
と
よ
し
」

が
「
月
刊
く
ま
が
わ
春
秋
」
に
移
行
す

る
２
年
半
前
の
２
０
１
６
年
（
平
成
28
）

１
月
、
雑
誌
名
に
ち
な
み
人
吉
中
央
出

版
社
の
編
集
部
か
ら
「
各
駅
を
球
磨
川

に
沿
っ
て
河
口
か
ら
上
流
ま
で
を
書
い
て

欲
し
い
」
と
の
依
頼
で
書
き
始
め
た
も
の

で
す
。
そ
の
時
、
肥
薩
線
川
線
と
く
ま
川

鉄
道
の
各
駅
を
記
す
こ
と
は
、
駅
も
沢
山

あ
る
こ
と
だ
し
、
そ
れ
は
〝
球
磨
川
を
書

く
〟
こ
と
に
も
な
り
、
恐
ら
く
２
年
位
は

書
け
る
な
と
思
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
地
元

の
鉄
道
愛
好
家
の
福
井
弘
氏
や
小
沢
年

満
氏
（
故
人
）
の
資
料
な
ど
、
控
え
に
は

強
い
味
方
も
居
る
の
で
、
何
と
か
書
け
る

な
と
感
じ
て
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
執
筆
を

す
ぐ
に
そ
の
場
で
即
答
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
２
年
半
、
先
ず
は
遠
い
八

代
方
面
か
ら
の
取
材
に
始
ま
り
、
各
駅
に

毎
回
３
〜
４
回
の
取
材
を
し
た
訳
で
す

が
、
取
材
地
で
一
番
遠
か
っ
た
八
代
駅
か

ら
、
よ
う
や
く
白
石
駅
付
近
よ
り
、
段
々

取
材
に
も
馴
れ
て
来
て
、
列
車
の
停
車
時

間
と
撮
影
の
待
ち
時
間
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

合
い
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
や
は
り
、
ベ

テ
ラ
ン
の
先
達
・
福
井
弘
氏
の
同
道
の
お

蔭
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
一
人
で
取
材
に

行
く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
列
車
ダ
イ
ヤ
と

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
、上
手
に
写
真
取
材（
中

味
は
別
と
し
て
）
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
つ
い
に
、
２
０
１
６
年
４
月
創

刊
号
の
扉
に
、連
載
企
画
「
球
磨
川
の
駅
・

も
の
が
た
り
」
と
し
て
宣
伝
が
打
た
れ
、

も
う
間
違
い
な
く
逃
げ
出
す
わ
け
に
は
い

か
な
く
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

一
応
、
連
載
の
回
数
で
は
29
回
で
す
が
、

掲
載
し
た
駅
数
は
肥
薩
線
川
線
が
新
旧
の

八
代
駅
を
入
れ
て
16
駅
、
く
ま
川
鉄
道
の

14
駅
、
バ
ス
路
線
が
１
駅
で
、
合
計
31
の

駅
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
駅
務
員
の

居
る
駅
は
川
線
で
は
八
代
、
坂
本
、
一
勝

地
、
人
吉
の
４
駅
。
湯
前
線
で
は
人
吉
温

泉
、
相
良
藩
願
成
寺
、
あ
さ
ぎ
り
、
湯

前
の
４
駅
、
バ
ス
の
村
所
駅
の
計
９
駅
で
、

他
は
前
か
ら
無
人
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
球
磨
川
の
駅
・
も
の
が
た
り
」
を
終
え
て

熊
本
産
業
遺
産
研
究
会　

松
本
晉
一
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本
誌
創
刊
号
２
０
１
６
年
（
平
成
28
）
４
月
号
か
ら
掲
載

さ
れ
た
「
球
磨
川
の
駅
・
も
の
が
た
り
」
は
、
そ
の
名
の
通
り
、

肥
薩
線
八
代
駅
か
ら
球
磨
川
沿
い
に
Ｊ
Ｒ
九
州
及
び
く
ま
川
鉄

道
の
各
駅
と
、
更
に
県
境
を
越
え
た
宮
崎
県
の
村
所
駅
ま
で
で

終
稿
（
２
０
１
８
年
８
月
号
第
29
号
）。
こ
の
間
、
実
に
２
年

有
余
の
長
丁
場
の
連
載
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
方
面
の
記
事
は
鉄
道
愛
好
者
の
分
野
で
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
鉄
道
そ
の
も

の
に
ウ
エ
イ
ト
が
掛
か

る
。
筆
者
は
鉄
道
愛
好

者
で
は
な
く
、
最
初
は

少
し
冒
険
か
と
も
思
わ

れ
た
が
、
産
業
考
古
学
会
や
熊
本
の
産
業
遺
産
研
究
会
に
所
属

さ
れ
る
、
そ
の
方
面
の
研
究
者
と
し
て
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
で
、

事
実
文
中
に
見
え
る
豊
富
な
資
料
や
文
献
を
駆
使
さ
れ
、
鉄
道

愛
好
者
に
対
し
て
も
何
ら
遜
色
の
な
い
記
述
内
容
で
あ
る
。

　

鉄
道
愛
好
者
で
な
い
の
が
幸
い
し
て
か
、
と
言
え
ば
言
い
過
ぎ

か
も
し
れ
な
い
が
、
鉄
道
よ
り
も
〝
人
文
〟
に
関
す
る
記
述
が

多
い
の
は
当
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
〝
駅
を
中
心
と
し
た

風
土
記
〟
と
し
て
の
貴
重
な
記
事
で
あ
る
。

　

今
回
の
取
材
で
、
道
端
の
歩
行
者
は
勿
論
、
地
元
の
人
た
ち

に
も
ア
ポ
な
し
で
、
仕
事
中
の
人
、
商
店
街
の
人
々
に
も
声
を

掛
け
ら
れ
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
話
や
、
産
業
遺
産
の
み
な
ら

ず
神
社
仏
閣
を
始
め
、
歴
史
遺
産
的
な
建
造
物
を
も
探
訪
さ
れ
、

こ
れ
ら
を
積
極
的
に
写
真
撮
影
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
貴
重
な
映
像

と
し
て
誌
上
を
飾
っ
た
。

　

本
来
な
ら
各
号
毎
の
感
想
を
述
べ
る
べ

き
で
あ
る
が
、
浅
学
な
私
に
と
っ
て
は
大

変
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
。
内

容
は
大
局
的
に
見
る
と
鉄
道
愛
好

者
も
さ
る
事
な
が
ら
、
一
般
読
者

向
き
で
、
特
に
中
学
生
以
上
の
副

教
材
の
郷
土
資
料
と
し
て
採
用
さ

れ
る
な
ら
幸
甚
で
あ
る
。

（
人
吉
市
、
鉄
道
愛
好
家
）

記事校正中の福井氏（左）と

連
載
「
球
磨
川
の
駅
・

も
の
が
た
り
」
を
読
ん
で福 井　

弘ひ
ろ
む

た
」
等
々
、
一
方
で
は
毎
月
の
掲
載
が
終

わ
る
度
に
各
回
へ
の
悔
や
み

4

4

4

も
残
る
連
続

で
し
た
。
そ
れ
で
も
編
集
担
当
の
松
本
学

氏
に
は
〆
切
や
レ
イ
ア
ウ
ト
他
、
相
当
な

ご
無
理
を
お
願
い
し
て
読
み
や
す
い
紙
面

に
仕
上
げ
て
頂
い
た
の
で
し
た
。

　

河
口
か
ら
上
流
ま
で
の
総
延
長
は

１
１
５
㎞
。
そ
の
球
磨
川
沿
線
に
点
在

す
る
各
駅
の
価
値
、
駅
の
大
切
さ
、
有
難

さ
は
、
そ
こ
へ
行
き
さ
え
す
れ
ば
百
年
前

の
風
情
、季
節
ご
と
の
素
晴
ら
し
い
舞
台
、

そ
し
て
気
持
ち
の
癒
し
で
す
。
そ
れ
ら
が

四
季
の
変
化
に
富
ん
だ
こ
の
〝
球
磨
川
の

駅
・
も
の
が
た
り
〟
な
の
で
す
。
最
初
の

取
材
か
ら
２
年
半
が
過
ぎ
、「
あ
の
駅
は

今
頃
ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
あ
」
と
、
今

日
も
気
に
な
る
駅
た
ち
で
す
。
ご
愛
読
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
人
吉
市
九
日
町　

平
成
30
年
8
月
30
日
）

時
の
賑
わ
い
は
半
端
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
球
磨
川
沿
線
・
各
駅
に
共
通

し
て
言
え
る
こ
と
は
、
付
近
の
一
般
住
民

の
皆
様
方
の
手
に
よ
る
鉄
道
へ
の
業
務
支

援
、
観
光
支
援
が
行
き
届
い
て

い
る
こ
と
で
す
。

　

有
り
難
か
っ
た
の
は
、
何
と

言
っ
て
も
こ
の
連
載
を
受
け
持
っ

た
こ
と
で
、
何
か
し
ら
仕
事
と

生
活
へ
の
〝
張
り
〟
が
出
来
た

こ
と
で
す
。
連
載
数
を
増
す
ご

と
に
、
関
係
の
読
者
の
方
々
か

ら
「
あ
れ
ば
、読
ん
ど
っ
で
す
よ
」

「
よ
う
、
調
べ
な
っ
た
で
す
な

あ
」「
○
○
駅
の
話
は
面
白
か
っ

た
で
す
」
等
の
感
想
を
戴
く
と
、

「
あ
ー
、
読
ん
で
頂
い
て
い
る
の

だ
」「
も
う
少
し
取
材
が
足
り

な
か
っ
た
」「
写
真
が
小
さ
か
っ

に
も
鉄
道
路
線
と
川
の
守
り
神
の
雰
囲
気

が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
淋
し
い
く

ま
川
鉄
道
の
「
川
村
駅
」
も
そ
う
な
の
で

す
が
、
週
末
土
日
の
は
ぴ
ね
す
ト
レ
イ
ン

夏の市房山と球磨川（東多良木駅近く）
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た
。
橋
は
周
囲
の
堤
防
や
道
路
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
肱
川
の
場
合
は
堤
防
が
決
壊
し
た
の
で
は
な

く
、
急
激
な
水
位
の
上
昇
で
、
堤
防
の
至
る
と
こ
ろ
を
越
流
し
氾

濫
を
招
い
た
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

　

野
村
地
区
の
川
沿
い
に
あ
る
三
島
神
社
の
宮
司
さ
ん
か
ら
お

話
を
聞
い
た
。
昔
は
、
周
り
は
田
ん
ぼ
ば
か
り
で
、
洪
水
の
折
に

は
神
社
が
真
っ
先
に
浸
か
っ
た
と
の
こ
と
。
普
通
は
津
波
が
来
て

も
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
高
台
に
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
神
社
だ

が
、
三
島
神
社
と
名
が
つ
く
神
社
に
は
、
水
難
鎮
護
の
祈
願
を
込

め
て
洪
水
の
多
い
と
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
る
も
の
が
多
く
が
、
こ
こ

も
そ
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

　

７
３
３
年
建
立
さ
れ
た
こ
の
神
社
も
１
５
９
６
年
大
氾
濫
で

崩
壊
・
流
出
、
１
７
２
９
年
に
も
本
殿
が
流
出
す
る
な
ど
被
害

に
遭
っ
て
き
た
。
老
朽
化
で
昭
和
50
年
に
建
て
替
え
ら
れ
る
ま
で

は
、
本
殿
含
め
床
板
は
洪
水
対
策
と
し
て
外
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
が
、
ダ
ム
の
治
水
効
果
を
信
じ
て
同
様
の
対
策
は
講
じ
な

か
っ
た
と
い
う
。
鳥
居
の
貫
石
の
下
ま
で
来
た
と
い
う
今
回
の
水

で
、
す
べ
て
の
石
灯
篭
は
倒
さ
れ
、
手
水
舎
の
屋
根
は
２
０
０
ｍ

下
流
ま
で
流
さ
れ
た
。
野
村
ダ
ム
の
建
設
後
、
遊
水
地
だ
っ
た
と

こ
ろ
に
増
え
た
建
物
が
今
回
、
す
べ
て
被
害
に
あ
っ
た
感
じ
だ
。

下
流
の
大
洲
市
も
同
様
、
鹿
野
川
ダ
ム
建
設
後
田
ん
ぼ
だ
っ
た
と

こ
ろ
に
住
宅
街
や
大
規
模
商
業
施
設
が
建
て
ら
れ
、
今
回
大
き

肱川の鹿野川ダム。異常時洪水時防災
操作により、通常の 6 倍の水を放流して、
下流に大きな被害を出した

野村町の中心部。ダム放流後５〜 15 分
の間に、一つの橋を除いてすべての橋や
堤防を越えて、野村町を襲った

肱川と支流河辺川合流点で河辺川沿いが
肱川集落である。堤防が低いため、逆流
によって多くの家屋が 2 階まで水が来た

大きく捲れた肱川沿いの道路。この道路は
発泡スチロールを利用したEPS 工法によっ
て盛土されていた

　

前
回
は
、
西
日
本
豪
雨
に
お
け
る
肱
川
の
二
つ
の
ダ
ム
の
緊
急

放
流
の
問
題
点
と
、
昭
和
40
年
水
害
当
時
の
旧
八
代
市
や
坂
本

町
の
様
子
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
水
害
か
ら

一
ヶ
月
経
っ
た
肱
川
の
訪
問
か
ら
見
え
て
き
た
肱
川
流
域
の
治
水

の
問
題
点
と
、
昭
和
40
年
水
害
時
の
芦
北
町
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

肱ひ
じ
か
わ川
の
水
害
被
災
地
訪
問
か
ら
考
え
る

　

今
回
の
西
日
本
豪
雨
で
、
大
き
な
被
害
を
出
し
た
愛
媛
県
肱

川
の
現
場
を
視
察
し
て
き
た
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
今
回
の
水

害
を
も
た
ら
し
た
原
因
は
、
①
治
水
効
果
が
望
め
な
い
二
つ
の
ダ

ム
（
野
村
ダ
ム
と
鹿
野
川
ダ
ム
）
を
造
っ
た
こ
と
、
②
ダ
ム
の
操

作
が
ま
ず
か
っ
た
こ
と
、
③
緊
急
放
流
の
住
民
へ
の
通
知
が
遅
れ

た
こ
と
、
④
ダ
ム
が
あ
る
か
ら
安
心
と
住
民
に
思
わ
せ
、
遊
水
地

だ
っ
た
と
こ
ろ
を
住
宅
地
や
商
業
地
に
し
た
こ
と
、
⑤
ダ
ム
第
一

主
義
で
、
他
の
治
水
対
策
が
大
き
く
遅
れ
た
こ
と
等
々
、
ダ
ム
に

起
因
す
る
人
災
で
あ
る
と
は
っ
き
り
言
え
る
ほ
ど
の
現
場
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
数
十
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
洪
水
吐
か
ら
落
と
さ
れ
る

放
流
水
は
流
入
水
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
程
の
ス
ピ
ー
ド
と
高
さ

を
も
っ
て
、
津
波
の
よ
う
に
駆
け
下
っ
た
。「
水
位
が
上
が
る
の
も

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
が
、
引
く
の
も
早
か
っ
た
」
と
、
球
磨
川

に
お
い
て
過
去
市
房
ダ
ム
放
流
に
よ
り
水
害
に
遭
っ
た
方
た
ち
か

ら
聞
く
話
と
全
く
同
じ
話
を
住
民
か
ら
聞
く
。
そ
の
あ
っ
と
い
う

間
を
具
体
的
に
聞
く
と
、「
10
～
20
分
の
間
に
３
メ
ー
ト
ル
上
昇

し
た
」
と
の
こ
と
。

　

野
村
ダ
ム
の
下
流
２
㎞
程
の
と
こ
ろ
に
あ
る
天
神
橋
か
ら
下
流

の
橋
８
つ
は
み
ん
な
越
流
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
一
つ
は
流
さ
れ

肱
川
の
水
害
か
ら
、
球
磨
川
の
昔
の
暮
ら
し
と
ダ
ム
問
題
を
考
え
る 

②

自
然
観
察
指
導
員
熊
本
県
連
絡
会
会
長　

つ
る
詳
子
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本
流
と
支
流
と
の
合
流
点
で
の
水
害
の
起
こ
り
方
に
は
、
ど
こ

も
共
通
点
が
多
い
。
ダ
ム
が
で
き
る
と
、
本
流
の
堤
防
や
道
路
が

高
く
な
る
が
、
支
流
そ
の
も
の
の
嵩
上
げ
は
無
理
な
の
で
、
支
流

沿
い
の
堤
防
や
宅
地
の
嵩
上
げ
は
後
回
し
に
さ
れ
る
。
と
い
う
よ

り
嵩
上
げ
に
も
限
界
が
あ
る
。
結
果
、
本
流
の
水
位
が
高
く
な
る

と
、
支
流
の
方
に
逆
流
す
る
と
い
う
結
果
に
な
り
、
本
流
の
方
が

越
堤
し
な
い
場
合
で
も
、
支
流
の
方
か
ら
溢
れ
て
く
る
。
ダ
ム
を

造
る
時
か
ら
予
想
出
来
て
い
る
ハ
ズ
で

あ
る
。
こ
ん
な
事
例
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
後
の
ダ
ム
建
設
や
堤
防
建

設
で
は
配
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る

が
、
同
じ
こ
と
を
今
も
繰
り
返
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
水
害
の
起
こ
り
方
を
、

球
磨
川
で
一
番
繰
り
返
し
て
き
た
の

が
、
芦
北
町
漆
口
集
落
（
写
真
⑥
）

で
あ
る
。
友
人
の
Ｏ
さ
ん
の
実
家
も
こ

こ
に
あ
る
。
球
磨
川
と
の
合
流
点
ま
で

山
が
迫
っ
て
い
る
漆
口
集
落
の
支
流
漆

路
の
縁
）
に
ま
で
し
か
来
ま
せ
ん
」
と
説
明
。
彼
の
家
は
そ
の
道

路
か
ら
僅
か
５
㎝
高
い
敷
地
の
上
で
あ
る
。
納
得
し
な
い
ま
ま
引

き
下
が
っ
た
が
、
昭
和
57
年
に
あ
っ
と
い
う
間
に
水
が
来
て
家
を

失
い
、
八
代
に
移
転
し
た
。
今
は
そ
の
時
よ
り
、
ど
れ
ほ
ど
水
面

が
上
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
家
が
あ
っ
た
場
所
は
、
現
在
更

に
２
ｍ
程
嵩
上
げ
さ
れ
、
道
路
冠
水
し
た
時
の
車
の
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
る
。

写真⑤：瀬戸石ダムから1㎞程上流の海路迫にあった家。球磨
川の川幅は今よりかなり狭いが、流されることなくこの家で暮らせて
きたことが分かる

写真⑥：芦北町漆口集落。ダムが出来る前は、矢印の堤防の高
さに家があったが、水害に遭うことなく、代 こ々の場所で生活して
きた

昔
の
球
磨
川
と
昭
和
40
年
水
害
（
芦
北
町
）

　

写
真
⑤
は
瀬
戸
石
ダ
ム
の
上
流
１
㎞
程
の
海
路
に
あ
っ
た
家
で

あ
る
。
川
幅
は
今
の
３
分
の
１
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。
瀬
戸
石
ダ
ム

が
出
来
る
と
い
う
の
で
移
転
を
強
い
ら
れ
た
の
だ
が
、
こ
ん
な
に

古
く
な
る
ま
で
、
毎
年
の
洪
水
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
建
っ
て
い

る
。
球
磨
川
は
決
し
て
暴
れ
川
で
な
か
っ
た
と
い
う
言
葉
に
頷
け

る
。
こ
こ
の
住
人
は
、
毎
日
窓
か
ら
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
と
想
像
し
な
が
ら
、
球
磨
川
の
恩
恵
を
余
す
と
こ
ろ

な
く
受
け
て
い
た
と
い
う
流
域
の
過
去
の
暮
ら
し
を
思
っ
た
。

　

そ
の
海
路
に
知
人
の
家
が
あ
っ
た
。
県
道
の
道
路
沿
い
に
数
軒

が
並
ん
で
建
っ
て
い
た
。
瀬
戸
石
ダ
ム
建
設
当
時
は
、
ダ
ム
が
水

害
の
原
因
に
な
る
と
は
誰
も
思
わ
ず
、
道
路
沿
い
は
移
転
の
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
年
々
水
面
が
上
昇
し
て
く
る
と
い

う
実
感
が
あ
っ
た
。
建
設
当
時
よ
り
水
面
が
３
ｍ
は
上
昇
し
た
と

い
う
実
感
が
あ
っ
た
の
で
、
電
源
開
発
に
問
う
た
ら
、「
そ
れ
は

絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。
増
水
し
て
も
水
は
ダ
ム
湖
堤
防
の
上
端
（
道

な
被
害
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
ダ
ム
神
話
が
生
き
て
い
る
こ
の
流
域
の
河
川
整
備
は
と

て
も
遅
れ
て
い
る
。
特
に
支
流
と
の
合
流
点
は
、
支
流
の
堤
防
も

宅
地
も
本
流
よ
り
ず
っ
と
低
く
、
溢
れ
る
の
が
当
然
の
と
こ
ろ
が

目
立
っ
た
。球
磨
川
の
水
害
で
支
流
と
の
合
流
点
に
水
害
が
多
か
っ

た
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

昭
和
57
年
に
球
磨
川
の
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
坂
本
地
区
を
見

た
時
に
、
水
害
の
怖
さ
を
知
っ
た
が
、
そ
れ
が
ダ
ム
の
放
流
に
起

因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
後
で
知
っ
た
。
国
交
省
や
土
木
課
の

担
当
者
は
、
こ
ん
な
現
場
を
ど
れ
程
見
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

ダ
ム
の
放
流
が
下
流
に
も
た
ら
す
水
害
の
甚
大
さ
は
想
定
内
の
こ

と
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
肱
川
で
は
過
去
の
教
訓
が
何
も
生
か

さ
れ
て
な
い
こ
と
、
ま
た
、
ダ
ム
が
あ
る
か
ら
安
心
と
思
っ
て
い

た
と
い
う
住
民
の
声
の
多
さ
に
驚
い
た
。
ダ
ム
の
緊
急
放
流
は
ダ

ム
が
な
い
時
と
は
比
較
も
で
き
な
い
程
に
甚
大
な
水
害
を
起
こ
す

可
能
性
は
全
く
知
ら
せ
ず
に
、
ど
ん
な
雨
が
降
っ
て
も
ダ
ム
が
生

命
財
産
を
守
る
か
ご
と
く
に
、
下
流
住
民
に
信
じ
さ
せ
て
き
た
こ

と
、
そ
の
こ
と
に
言
い
よ
う
の
な
い
憤
り
を
感
じ
た
。
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本
誌
第
６
号
14
頁
の
亀
田
英
雄
「
木
々

子
の
七
夕
綱
」
は
、
熊
本
地
震
直
後
の
八

代
市
坂
本
町
木
々
子
地
区
の
七
夕
綱
を
紹

介
し
た
も
の
で
、
綱
の
飾
り
に
地
震
の
影

響
を
感
じ
取
れ
る
論
考
で
あ
る
。
次
に
、

本
誌
18
号
４
頁
以
下
の
坂
本
桃
子
「
そ
れ

ぞ
れ
の
想
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
七
夕
綱
」
は
、

①
八
代
市
坂
本
町
木
々
子
地
区
と
並
ん

で
、
芦
北
町
祝
坂
地
区
、
下
白
木
地
区
の

七
夕
綱
を
比
較
分
析
す
る
と
と
も
に
、
②

七
夕
綱
の
由
来
に
つ
い
て
概
括
的
説
明
を

七た

な

ば

た

づ

な

夕
綱芦

北
町
・
大
字
大
岩
字
岩い

わ

屋や

川か
わ

内ち

地
区

岩本さん（左）と福山さん。突然、お邪魔したにもかかわらず、
貴重な時間を割いて、いろいろとご教示していただいた

岩屋川内地区の伝統的な飾り。木々子などでみられる飾りと同一である

七夕綱を見上げる福山さん。七夕綱作成の苦労や意図など
を身振りで教えていただいた。岩本さんによれば、福山さん
は６月末頃から七夕綱の作成作業を開始されるようである

て
い
る
。
平
成

10
年
後
は
流
木

に
よ
る
水
害
が

被
害
を
一
層
酷

い
も
の
に
し
て
い

る
（
写
真
⑧
）。

平
成
18
年
の
水

害
を
機
に
、
や
っ

と
３
度
目
の
嵩

上
げ
工
事
が
始

ま
り
、
現
在
更

に
高
い
と
こ
ろ

に
建
て
直
さ
れ

た
。

　

肱
川
の
例
も
含
め
、
本
流
と
支
流
の
合
流
点
の
水
害
を
見
聞

き
す
る
度
に
、
合
流
点
の
水
害
は
人
災
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す

る
。

（
続
く
）

【
靏
・
し
ょ
う
こ
／
八
代
市
】

口
川
沿
い
に
、
山
肌
に
張
り
付
く
よ
う
に
家
々
が
建
っ
て
い
る
。

Ｏ
さ
ん
の
家
も
、
今
の
道
路
よ
り
５
ｍ
程
は
低
か
っ
た
昔
の
漆
口

川
沿
い
の
道
路
沿
い
に
あ
っ
た
。
絶
対
水
害
も
山
崩
れ
も
な
い
場

所
で
あ
っ
た
の
で
、
家
が
建
て
ら
れ
て
き
た
。
水
が
来
て
も
床
下

浸
水
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
下
流
に
瀬
戸
石
ダ
ム
、
上
流
に

市
房
ダ
ム
が
出
来
て
状
況
が
変
わ
っ
た
。
瀬
戸
石
ダ
ム
の
建
設
と

と
も
に
道
路
も
家
屋
も
嵩
上
げ
さ
れ
て
い
る
が
、
大
雨
時
に
瀬
戸

石
ダ
ム
の
水
位
が
上
が
り
、
そ
こ
に
市
房
ダ
ム
が
放
流
す
る
と
、

狭
い
球
磨
村
付
近
で
流
れ
が
滞
り
水
位
が
あ
っ
と
い
う
間
に
上
昇

し
、
水
害
が
起
こ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
Ｏ
さ

ん
の
家
の
２
階
へ
の
階

段
の
途
中
の
柱
に
水
害

時
の
水
位
の
記
録
が
あ

る
（
写
真
⑦
）。
記
録

の
半
分
ほ
ど
を
右
に
書

き
出
し
て
み
た
が
、
２

～
３
年
に
一
度
は
２
階

ま
で
く
る
水
害
に
遭
っ

写真⑦：球磨川から3 軒目の階段途中にある、水害
の記録。ダム建設後は毎年のように水害に遭う水害
常襲地になった

写真⑧：平成 10 年以降は流木が増え、被害を大きくした
（平成 18 年時水害時）
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区
に
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
青

年
の
作
業
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
に

は
留
意
し
た
い
。
八
代
市
坂
本
町
瀬
戸
石

地
区
の
七
夕
綱
も
青
年
の
仕
事
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
同
地
区
の
七
夕
綱
は
球
磨
川

本
流
に
か
け
る
も
の
で
力
仕
事
で
あ
っ
た
。

　

以
前
は
８
月
６
日
に
綱
を
張
っ
て
い
た

が
、
現
在
で
は
、
８
月
の
第
一
日
曜
日
に

綱
を
張
っ
て
い
る
。
区
長
の
岩
本
さ
ん
は
、

仕
事
で
八
代
市
坂
本
町
木
々
子
地
区
に
出

向
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
と
き
木
々

子
に
も
七
夕
綱
が
あ
る
の
だ
と
驚
か
れ
た

と
い
う
。

　

大
岩
と
い
う
地
名
は
球
磨
川
を
挟
ん
で

対
岸
（
球
磨
村
）
に
も
あ
る
。
そ
う
い
う

例
は
球
磨
川
流
域
に
は
多
い
の
で
、
球
磨

村
の
大
岩
地
区
と
の
関
係
を
お
伺
い
し
た

と
こ
ろ
、
球
磨
村
の
大
岩
地
区
と
つ
な
が

り
は
な
い
と
の
お
返
事
で
あ
っ
た
。（

春
秋
）

の
一
人
は
福
山
さ
ん
の
お
母
さ
ん
で
あ
っ

た
）
の
作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
七
夕
綱
づ

く
り
の
技
術
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
伝
統
的
な
七
夕
綱
の
飾
り
に
加
え

て
、
独
創
的
な
飾
り
が
多
数
あ
っ
て
、
そ

こ
に
岩
屋
川
内
地
区
の
七
夕
綱
の
特
徴
が

あ
る
。縄
は
強
く
、飾
り
も
丈
夫
で
あ
っ
た
。

　

七
夕
綱
の
由
来
に
つ
い
て
の
伝
承
は
同
地

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
は
容
易
で
は
な
い

が
、
地
区
の
み
な
さ
ん
、
特
に
区
長
の
岩

本
さ
ん
は
文
字
通
り
の
身
振
り
手
振
り
で

英
樹
さ
ん
と
十
分
に
意
志
疎
通
で
き
る
よ

う
に
感
じ
た
。
地
区
の
み
な
さ
ん
が
福
山

さ
ん
の
技
量
と
努
力
を
称
賛
な
さ
っ
て
い
た

こ
と
が
記
憶
に
残
っ
た
。

　

福
山
さ
ん
は
、婦
人
会
の
み
な
さ
ん
（
そ

馬にまたがる彦星と織姫。これも地区住民の要望による
ものである。馬は農耕馬を指すとともに、なにごとも上手く
（ウマく）いくようにの意味を重ねたものだが、それを彦
星と織姫の逢瀬の姿に作り上げている点に特徴がある

同地区の公民館。七夕綱は公民館の近くに飾られている。
公民館は青年小屋の跡地に建てられた

な
い
つ
つ
、
一
人
の
男
性
に
七
夕
縄
作
成
の

作
業
を
一
任
し
て
い
る
。
そ
の
男
性
は
福
山

英
樹
さ
ん
（
67
歳
）。
福
山
さ
ん
が
当
日
ま

で
の
準
備
を
一
手
に
引
受
け
る
が
、
縄
を
張

る
作
業
は
地
区
総
出
で
お
こ
な
う
。
縄
を

張
る
前
に
は
、
川
ざ
ら
い
も
お
こ
な
う
。

岩
本
さ
ん
の
説
明
に
よ
る
と
、
七
夕
綱
作

り
の
技
術
が
卓
越
し
て
い
る
こ
と
、
高
齢

化
の
な
か
で
地
区
全
体
の
共
同
作
業
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
綱
や
飾
り
の

作
成
を
福
山
さ
ん
に
お
願
い
す
る
形
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

福
山
さ
ん
は
聴
覚
障

害
者
で
、
耳
が
聞
こ
え

ず
、
話
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
手
話
の
訓
練
を

う
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら

な
い
。
そ
の
た
め
福
山

さ
ん
と
直
接
に
コ
ミ
ュ

午
後
、
若
者
た
ち
が
「
青
年
小
屋
」
に
集

ま
り
藁
で
縄
を
つ
く
り
簡
単
な
飾
り
を
つ
け

て
、
小
屋
の
横
の
川
（
岩
屋
川
内
川
）
に

七
夕
綱
を
か
け
、
作
業
終
了
後
に
、
青
年

た
ち
は
同
小
屋
で
宴
会
を
し
て
い
た
。
そ

の
後
、
青
年
た
ち
の
七
夕
綱
作
り
は
衰
退

し
、
婦
人
会
の
女
性
た
ち
が
飾
り
を
つ
く

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
高
齢
化
の

波
の
な
か
で
、
婦
人
会
の
活
動
も
弱
ま
り
、

現
在
で
は
、
同
地
区
の
区
長
・
岩
本
康
正

さ
ん
が
地
区
全
体
の
取
り
ま
と
め
を
お
こ

加
え
、
③
国
の
制
度
と
し
て
の
「
無
形
文

化
財
指
定
」
を
住
民
の
視
点
で
捉
え
直
し

た
力
作
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
芦
北
町
大
字
大
岩
字
岩
屋
川

内
地
区
の
七
夕
綱
を
紹
介
す
る
。
同
地
区

の
人
に
よ
れ
ば
、
以
前
は
、
８
月
６
日
の

牛で田を耕している風景の飾りなど

彦星と織姫の逢瀬。いくぶんエロチックであ
る。福山さんの独創によるものではなく、地区
住民からの要望に応えて、写真のような飾りに
したとのことであった。男女の逢瀬について率
直な表現であると感じた
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金
比
羅
宮
を
拝
む
こ
と
は
、そ
れ
こ
そ
、

ま
っ
ぽ
し
、
青
井
さ
ん
を
拝
ん
で
い
る
の

だ
。

　

天
保
３
年
（
１
８
３
２
年
）

の
球
磨
鳥
居
も
触
っ
て
頂

き
た
い
。
人
吉
球
磨
特
有

の
何
と
も
い
え
ぬ
小
さ
く

て
も
ど
っ
し
り
と
し
て
、

し
か
も
気
品
が
あ
る
の

だ
。

　

こ
の
金
比
羅
宮
は
江
戸

時
代
か
ら
あ
っ
た
よ
う
な

貫
禄
が
あ
る
が
、
実
は
昭

和
38
年
に
元
の
国
民
宿
舎

か
ら
こ
の
地
に
移
さ
れ
て

い
る
。
お
殿
様
の
別
荘
に

元
は
あ
っ
た
訳
だ
。

　

お
殿
様
の
参
勤
交
代

や
、
球
磨
川
の
船
の
登
り

く
。
３
段
の
石
段
を
登
っ
て
拝
殿
で
手
を

合
わ
せ
れ
ば
「
あ
！
」
と
気
づ
く
の
で
あ

る
。

　
「
青
井
さ
ん
を
拝
ん
で
い
る
」
と
。

下
り
の
安
全
。
そ
れ
に
、
金
比
羅
様
は
四

国
の
神
様
だ
か
ら
お
殿
様
が
瀬
戸
内
海
を

航
海
す
る
時
の
安
全
祈
願
に
う
っ
て
つ
け
。

金比羅さんより青井さんを望む

　

今
は
、
下
青
井
町
と
上
青
井
町
と
の

境
界
線
の
道
で
は
あ
る
が
何
の
何
の
。

　

こ
の
道
こ
そ
相
良
の
お
殿
様
が
参
勤
交

代
の
た
め
に
通
っ
た
道
で
あ
り
、「
祓

は
ら
い
ご
う川

の
道
」
と
記
録
に
も
あ
る
。

　

寛
文
８
年
（
１
６
６
８
年
）
球
磨
川

祓
川
の
瀬
か
ら
、
初
め
て
参
勤
交
代
の

船
が
お
祓
い
を
受
け
出
航
す
る
、
と
青

井
さ
ん
の
本
に
も
紹
介
し
て
あ
る
の
だ
。

　

そ
の
お
祓
い
を
受
け
た
場
所
が
今
回

御
紹
介
す
る
金
比
羅
宮
で
あ
り
、
眼
下

に
は
祓
川
の
瀬
が
あ
る
。
私
達
が
小
さ
い

頃
は
人
吉
橋
の
下
の
瀬
を
「
大
波
」
と

呼
ん
で
い
た
。
そ
こ
が
、
祓
川
の
瀬
な
の

で
あ
っ
た
。

　

先
ず
青
井
さ
ん
に
参
拝
し
、
禊

み
そ
ぎ

橋ば
し

を

渡
っ
て
真
ん
前
の
南
へ
向
か
う
道
に
入

る
。
30
ｍ
で
右
に
私
の
宮
原
は
り
灸
院

の
前
か
ら
も
う
30
ｍ
で
金
比
羅
宮
へ
着

場
所
に
あ
る
。
そ
の
道
を
進
む
と
「
金
比

羅
宮
」
が
あ
り
球
磨
川
に
着
く
。

　

我
が
家
は
国
宝
青
井
阿
蘇
神
社
（
通

称
青
井
さ
ん
）
の
真
ん
前
の
道
を
入
っ
た

く
ま
が
わ
の
神
さ
ん
仏
さ
ん 

㉕

青
井
さ
ん
前
の
金
比
羅
さ
ん
宮原信晃

青井神社側より金比羅さんを望む
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柳人があじわう漱石俳句

︱
夏
目
金
之
助
先
生
　
五
高
を
詠
む
︱

赤
い
も
の
見
た
あ
と
す
す
る
狸
蕎
麦

数
学
が
終
わ
る
と
佃
煮
の
に
お
い

【
い
わ
さ
き
楊よ
う

子こ

／
川
柳
と
俳
句
の
愛
好
家
、
熊
本
市
在
住
】

いわさき楊子

─ ㉚ ─

い
か
め
し
き
門
を
這
入
れ
ば
蕎
麦
の
花

（
漱
石
32
歳
）

秋
は
ふ
み
吾
に
天
下
の
志

（
漱
石
32
歳
）

暗
室
や
心
得
た
り
と
き
り
ぎ
り
す

（
漱
石
32
歳
）

化
学
と
は
花
火
を
造
る
術
な
ら
ん

（
漱
石
32
歳
）

　

こ
の
門
と
は
今
も
あ
る
第
五
高
等
学
校
の
赤
い
煉
瓦
の
門

の
こ
と
。
そ
の
門
と
赤
煉
瓦
校
舎
（
い
ま
は
五
高
記
念
館
と

な
っ
て
い
る
）
の
間
に
は
、
現
在
は
学
食
や
図
書
館
な
ど
の
施

設
が
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
は
蕎
麦
畑
だ
っ
た
と
は
…
。
立
田
山

の
緑
を
背
景
に
し
て
、
煉
瓦
の
赤
と
蕎
麦
の
花
の
白
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
目
に
浮
か
ぶ
。

　

漱
石
は
熊
本
高
等
学
校
秋
季
雑
咏
と
し
て
、
五
高
を
記
録

す
る
か
の
よ
う
な
句
を
残
し
て
い
る
。
学
校
、
運
動
場
、
図

書
館
、
習
学
寮
、
瑞
邦
館
、
倫
理
講
話
、
教
室
、
植
物
園
、

物
理
室
、
化
学
…
と
前
書
き
を
つ
け
て
一
、二
句
ず
つ
詠
ん
で

い
る
。
そ
の
中
か
ら
四
句
を
紹
介
す
る
。

記
念
館
の
東
に
あ
る
銅
像
。こ
の
わ
き
に
こ
の
句
の
碑
が
あ
る
。

　

若
い
夏
目
金
之
助
先
生
の
勉
学
へ
の
素
直
な
志
を
読
み
と

る
こ
と
が
で
き
る
。
下
の
写
真
は
熊
大
黒
髪
敷
地
内
の
五
高

　

漱
石
が
五
高
で
教

師
を
し
て
い
た
と
き
の

学
生
に
、
後
に
物
理

学
者
と
な
っ
た
寺
田
寅

彦
が
い
た
。
親
し
く
交

友
し
、
漱
石
を
主
宰

と
し
て
仲
間
と
紫し

溟め
い

吟ぎ
ん
し
ゃ社
と
い
う
俳
句
結
社
を
作
り
、
人
文
の
分
野
で
も
活
動
し

た
。
の
ち
の
小
説
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』の
水
島
や『
三
四
郎
』

の
野
々
宮
の
モ
デ
ル
は
寺
田
寅
彦
で
あ
る
。
漱
石
を
生
涯
師

と
仰
い
だ
。

に
着
岸
し
、
８
日
に
帰
郷
す
る
が
、
そ

の
後
大
宮
司
惟
延
は
病
に
か
か
り
殉
死

し
た
と
い
う
」
と
あ
る
。

　

昔
も
、
今
も
、
海
運
の
無
事
を
祈
り

願
う
心
は
同
じ
で
あ
る
。

　

今
で
は
、
毎
月
10
日
、
青
井
さ
ん
の

神
主
さ
ん
が
参
拝
さ
れ
、
そ
れ
こ
そ
、
春

の
頃
に
は
球
磨
川
下
り
の
船
頭
さ
ん
や

観
光
関
係
者
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
こ
の
道
を

通
っ
て
金
比
羅
宮
へ
向
か
わ
れ
、
一
堂
に

集
ま
り
青
井
さ
ん
の
笛
の
音
を
聞
き
な
が

ら
の
お
祓
い
が
あ
る
。

　

で
き
れ
ば
、
私
の
大
漁
祈
願
も
お
願
い

し
ま
す
。

【
み
や
は
ら
・
の
ぶ
あ
き
／
Ｆ
Ｂ
お
地

蔵
さ
ん
調
査
隊
代
表
・
人
吉
お
お
く
ま

座
の
会
事
務
局
】

　

そ
う
い
え
ば
こ

ん
な
話
も
残
っ
て

い
る
。「
寛
永
18

年
（
１
６
４
１
年
）

47
代
大
宮
司
惟
延
、

７
月
28
日
に
相
良
21

代
頼
寛
が
江
戸
よ
り

帰
郷
の
際
、
豊
前
の

平
戸
沖
で
台
風
に
遭

い
危
機
的
状
態
に
あ

る
こ
と
を
憂
い
、
海

運
の
霊
験
あ
る
当
時

現
在
の
七
日
町
に
鎮

座
し
て
い
た
諏
訪
社

に
一
命
に
か
え
て
無

事
を
祈
っ
た
。
願
い

が
通
じ
、
頼
寛
の

乗
っ
た
船
は
８
月
５

日
に
無
事
佐
敷
の
港

金比羅さんにある江戸時代の石鳥居
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の
禁
止
令
が
廃
止
さ
れ
た
の
は
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
で
、
こ
れ
以
降
に
そ
の
建

設
が
可
能
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
戦
時

中
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
木
造

建
築
統
制
規
制
（
商
工
省
令
六
七
号
）
が

布
か
れ
、
建
設
が
難
し
い
時
期
も
あ
っ
た

が
、
実
質
、
そ
の
建
設
が
認
め
ら
れ
な
く

な
る
の
は
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）

の
建
築
基
準
法
改
正
の
と
き
で
あ
る
。
こ

の
約
九
〇
年
間
に
の
み
、
建
設
が
認
め
ら

れ
た
構
法
な
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
鶴
之
湯
旅
館
は
、
木
造
三
階
建

て
の
構
法
の
最
晩
年
に
建
設
さ
れ
た
も
の

と
言
え
る
。

　

ち
な
み
に
「
土
山
茂
商
店
」
時
代
も
、

建
物
は
木
造
三
階
建
て
だ
っ
た
と
か
。

　

建
物
の
長
手
に
あ
た
る
川
側
、
か
つ
て

の
ダ
ム
湖
側
の
、
そ
の
全
長
に
わ
た
り
、

ま
た
三
階
全
て
の
階
に
わ
た
っ
て
木
製
窓

枠
の
ガ
ラ
ス
の
掃
き
出
し
窓
が
立
て
ら
れ

湯
旅
館
は
桜
が
立
ち
並
ぶ
護
岸
と
肥
薩
線

の
線
路
に
は
さ
ま
れ
て
、
球
磨
川
に
沿
う

よ
う
に
建
つ
。
線
路
は
、
旅
館
の
隣
で
葉

木
ト
ン
ネ
ル
へ
と
吸
い
込
ま
れ
る
。
ト
ン

ネ
ル
は
肥
薩
線
開
通
時
（
明
治
四
一
年
＝

一
九
〇
八
年
）
の
も
の
で
、
坑
口
の
壁
面

は
要
石
に
石
材
を
用
い
る
ほ
か
は
、
レ
ン

ガ
造
で
あ
る
。

　

護
岸
に
は
、
か
つ
て
の
遊
覧
船
の
船
着

き
場
の
階
段
（
写
真
③
）
や
、
は
し
ご
が

残
る
。
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
湧
出
し
て

い
た
温
泉
水
が
川
面
に
流
れ
落
ち
る
様
子

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
川
面
に
は

「
湯
の
瀬
」
が
復
活
し
、「
夫
婦
岩
」
が

現
れ
て
い
る
。
季
節
に
は
鮎
釣
り
の
舟
が

結
ば
れ
る
。
球
磨
川
の
流
れ
と
ダ
ム
湖
の

記
憶
が
重
畳
す
る
痕
跡
が
風
景
を
な
す
。

　

そ
の
建
物
は
木
造
三
階
建
て
で
あ
る
。

木
造
三
階
建
て
が
建
設
可
能
だ
っ
た
時

代
は
限
ら
れ
る
。
木
造
三
階
建
て
住
居

ク
リ
ー
ト
基
礎
（
写
真
②
）
が
現
地
に
露

わ
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
さ
に
鶴
之
湯
旅
館
は
、
荒
瀬
ダ
ム
の

建
設
と
日
本
初
の
ダ
ム
撤
去
と
い
っ
た
歴

史
的
変
遷
の
一
時
代
を
象
徴
す
る
建
築
物

と
言
え
る
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
訪
問
し
よ
う
。
鶴
之写真③ 遊覧船の船着き場の階段

建
築
み
て
あ
る
記 

㉕

鶴
之
湯
旅
館
を
あ
る
く
　

 

森
山　

学

　

八
代
市
坂
本
町
葉
木
の
「
球
磨
川
温
泉 

鶴
之
湯
旅
館
」（
写
真
①
）。
最
寄
り
駅
は

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
の
葉
木
駅
だ
。
か
つ
て
宿
泊

客
は
、
旅
館
の
遊
覧
船
に
乗
っ
て
、
県
営

荒
瀬
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
上
を
駅
か
ら
旅
館
へ

と
送
迎
し
て
も
ら
え
た
ら
し
い
。

　

旅
館
の
創
業
は
昭
和
二
九
年

（
一
九
五
四
）。
荒
瀬
ダ
ム
竣
工
の
年
で
あ

る
。
観
光
地
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
荒
瀬
ダ

ム
と
と
も
に
そ
の
産
声
を
あ
げ
、
観
光
客

の
受
け
皿
と
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
休
館
し

て
い
た
が
、
二
年
前
に
営
業
を
再
開
し
、

そ
の
一
方
で
こ
の
三
月
に
荒
瀬
ダ
ム
の
撤
去

工
事
が
完
工
し
た
。

　

そ
も
そ
も
創
業
前
は
、
い
ま
の
葉
木
橋

の
た
も
と
の
球
磨
川
右
岸
、
葉
木
の
渡
し

場
の
遺
構
が
残
る
地
に
、「
土
山
茂
商
店
」

と
い
う
屋
号
で
魚
介
販
売
や
宿
泊
業
を
営

ん
で
い
た
。
こ
の
土
地
が
荒
瀬
ダ
ム
の
建

設
に
よ
り
水
没
し
た
た
め
、
現
在
地
へ
移

転
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ダ

ム
湖
が
な
く
な
っ
た
い
ま
は
、
当
時
の
コ
ン

写真① 鶴之湯旅館

写真② 葉木の渡しの遺構付近にあるコンクリート基礎
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イ
ン
で
あ
る
。
入
母
屋
屋
根
の
妻
、
一
階
、

二
階
の
千
鳥
破
風
が
三
層
に
折
り
重
な

る
。
二
階
壁
面
に
は
猪い

の

目め

の
文
様
を
し
た

下
地
窓
（
写
真
⑥
）。
猪
目
は
イ
ノ
シ
シ
の

目
の
か
た
ち
を
し
て
厄
除
け
・
火
除
け
の

意
味
を
持
つ
も
の
だ
が
、
ハ
ー
ト
を
ひ
っ
く

り
返
し
た
か
た
ち
だ
か
ら
、
か
わ
い
ら
し

さ
も
あ
る
。
こ
の
閾い

き

を
一
歩
、
踏
み
入
る

と
非
日
常
空
間
が
広
が
る
、
そ
ん
な
期
待

を
抱
か
せ
る
。

　

旅
館
名
が
書
か
れ
た
ガ
ラ
ス
戸
を
開
け

る
と
、
西
洋
の
柱
頭
か
日
本
の
肘
木
に
ヒ

ン
ト
を
得
た
デ
ザ
イ
ン
の
丸
柱
、
そ
の
脇

か
ら
上
る
大
階
段
、
奥
へ
続
く
中
廊
下
、

振
り
子
時
計
が
目
に
つ
く
。
玄
関
も
じ
っ

く
り
見
て
み
れ
ば
、
う
ろ
が
ぽ
っ
か
り
と
口

を
開
く
床
柱
の
床
の
間
、
矢
筈
張
り
（
弓

の
弦
に
引
っ
掛
け
る
矢
の
羽
の
よ
う
に
、
Ｖ

字
型
に
板
を
張
る
）
の
猿
頬
天
井
（
天
井

板
を
受
け
る
竿
縁
の
角
が
大
き
く
面
取
り

さ
れ
て
、
猿
の
顔
に
似
た
六
角
形
断
面
と

な
っ
て
い
る
）、
な
つ
か
し
い
印
象
の
壁
面

収
納
の
下
駄
箱
（
写
真
⑦
）。
お
客
さ
ん

を
お
迎
え
す
る
気
持
ち
が
そ
の
ま
ま
デ
ザ

イ
ン
に
満
ち
て
い
る
。

　

中
廊
下
の
右
手
、

川
側
の
座
敷
は
、
一
階

の
一
番
奥
に
、
床
の
間

と
仏
壇
が
あ
る
「
仏
の

間
」。
二
階
は
鶴
の
背

景
が
描
か
れ
た
舞
台

の
あ
る
「
広
間
」。
三

階
に
は
床
の
間
を
備
え

た
客
室
群
が
あ
る
。

そ
の
欄
間
は
、
各
々
、

蝙こ
う
も
り蝠

形
の
格ご

う

狭ざ

ま間
透

写真⑥ 二階の千鳥破風の下にある猪目の下地窓

写真⑦ 下駄箱

て
い
る
。
そ
の
外
側
に
勾
欄
が
つ
く
。
一

階
と
二
階
に
は
出
桁
が
庇
を
受
け
る
出
庇

が
つ
く
。
出
庇
の
下
に
取
り
付
け
ら
れ
た

緑
色
の
庇
テ
ン
ト
は
、
葉
木
地
区
の
民
家

に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
実
は
こ
れ
、

あ
る
頃
、
こ
の
地
区
を
訪
問
し
た
業
者
か

ら
購
入
し
た
も
の
ら
し
い
。
何
と
言
っ
て

も
、
鶴
之
湯
旅
館
で
も
っ
と
も
印
象
的
な

の
は
、
こ
の
開
放
的
な
外
観
（
写
真
④
）

で
あ
る
。
こ
の
外
観
に
、
緑
色
の
庇
テ
ン

ト
や
、
時
折
勾
欄
に
干
し
て
あ
る
布
団
と

い
っ
た
素
朴
な
生
活
景
も
ま
た
い
い
。

　

こ
の
ガ
ラ
ス
窓
の
内
側
に
は
縁
廊
下
（
写

真
⑤
）。
こ
の
縁
廊
下
か
ら
、
ま
た
は
障

子
を
開
け
放
し
た
座
敷
か
ら
縁
廊
下
越
し

に
、
贅
沢
に
も
瀬
の
流
れ
や
夫
婦
岩
を
眺

め
る
。
か
つ
て
は
合
宿
中
の
ボ
ー
ト
部
の

練
習
を
ダ
ム
湖
面
に
眺
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

一
方
、
建
物
正
面
は
、
旅
館
と
い
う
非

日
常
空
間
へ
の
入
口
と
し
て
重
厚
な
デ
ザ写真⑤ 縁廊下から球磨川を見る

写真④ 川側の外観（窓の上のひさしが出庇。
          手すりのようなものが勾欄）
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も
、
必
死
の
形
相
で
耐
え
る
。
で
も
や
っ

ぱ
り
な
か
な
か
本
命
魚
は
釣
れ
な
い
の
だ
。

　
「
今
日
は
日
曜
日
だ
か
ら
お
魚
さ
ん
も

お
休
み
ば
い
ね
」
と
同
じ
く
ヘ
タ
の
相
棒

と
相
づ
ち
を
う
ち
慰
め
合
う
始
末
。

　

場
所
は
人
吉
か
ら
も
近
い
津
奈
木
町
の

合
串
港
の
湾
内
に
あ
る
イ
カ
ダ

で
の
ダ
ゴ
チ
ン
釣
り
（
エ
サ
を
ダ

ン
ゴ
に
く
る
ん
で
え
さ
取
り
の
猛
襲
を
避

け
て
海
底
へ
落
と
す
釣
り
）。
早
朝
６
時
か

ら
午
後
の
３
時
ま
で
の
暑
さ
と
の
戦
い
の

釣
り
。
一
日
中
お
魚
さ
ん
と
の
知
恵
比
べ

が
続
く
。

　

チ
ヌ
の
手
の
平
級
か
ら
足
の
裏
サ
イ
ズ

を
数
枚
釣
っ
て
、
最
後
は
大
ボ
ラ
の
釣
果

で
終
わ
っ
た
。

　

本
命
チ
ヌ
は
釣
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
懲
り
な
い
釣
り
の
旅
は
続

く
の
で
あ
っ
た
。

【
み
や
は
ら
・
せ
っ
か
ん
／
熊

本
飛
翔
会
会
長
、
人
吉
市
】

　

自
慢
で
は
な
い
が
、
私
は
と
び
っ
き
り
ヘ

タ
な
釣
り
師
で
あ
る
。

　

こ
の
灼
熱
の
太
陽
の
下
で
も
海
の
イ
カ

ダ
の
上
で
釣
り
す
る
。
太
陽
の
殺
人
光
線

を
浴
び
せ
ら
れ
、
下
の
海
面
か
ら
は
ギ
ラ

ギ
ラ
の
反
射
鏡
の
攻
撃
に
も
耐
え
な
が
ら

新
・
日
曜
釣
り
師
心
得 

⑧

大
ボ
ラ
釣
り
師
こ
こ
に
あ
り　
宮
原
赤
竿

新聞紙より大きい大ボラ

とったど〜！

夏のパラソルと村口臥竿

　

玄
関
前
の
地
蔵
、
鶴
の
オ
ブ
ジ
ェ
、
塀

の
温
泉
マ
ー
ク（
写
真
⑨
）も
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
で
す
。

【
も
り
や
ま
・
ま
な
ぶ
／
高
専
教
員
、
一

級
建
築
士
、
八
代
市
】

か
し
（
写
真
⑧
）
と
な
っ

て
い
る
。「
福
」
に
つ
な

が
る
蝙
蝠
は
縁
起
も
の

で
あ
る
。

　

一
方
、
二
階
の
中
廊

下
の
左
手
に
あ
る
客
室

は
、
ガ
ラ
ス
窓
を
は
さ

ん
で
目
の
前
に
葉
木
ト

ン
ネ
ル
が
あ
る
。
Ｓ
Ｌ

人
吉
号
が
ト
ン
ネ
ル
に

入
っ
て
い
く
姿
と
音
を

間
近
に
体
感
で
き
る
と
っ

て
お
き
の
場
所
で
あ
る
。

　

全
体
と
し
て
は
決
し

て
饒
舌
な
数
寄
屋
風
で

は
な
い
。
地
元
・
坂
本

町
の
木
材
を
建
材
に
使

用
し
て
お
り
、
節
度
を

も
っ
た
素
朴
な
意
匠
と

言
え
る
。

写真⑧ 二階の広間。縁廊下側に格狭間透かしの欄間

写真⑨ 塀の温泉マーク
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下
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
た
ま
で
は

良
か
っ
た
が
、
行
け
ど
も
行
け

ど
も
人
気
の
な
い
山
ば
か
り
。

や
っ
と
家
が
見
え
て
来
て
大
口
の

町
を
通
り
過

ぎ
、
ま
た
山

を
上
り
下
り

と
入
り
込
ん
で

い
く
。

　

こ
こ
で
事
故

し
た
り
何
か

あ
っ
た
ら
誰
も

助
け
に
来
て
く
れ
な
い
と
思
う

と
だ
ん
だ
ん
と
恐
く
な
り
運
転

し
な
が
ら
涙
が
出
て
来
た
。
ハ

ン
ド
ル
を
し
っ
か
り
力
を
入
れ
て

持
っ
て
、た
だ
ひ
た
す
ら
走
っ
た
。

　

１
時
間
30
分
か
か
っ
て
や
っ
と

着
い
た
。
我
が
家
の
主
人
の
謙

ち
ゃ
ん
に
電
話
し
た
。

　
「
あ
ん
た
、
本
当
に
水
俣
に

行
っ
た
ん
ね
。
よ
お
～
行
っ
た

ね
。
帰
り
は
い
つ
も
の
ご
と
、
居

眠
り
せ
ん
ご
と
用
心
し
て
帰
っ
て

帰る前に「元気でね」と、おじいちゃ
んとハグ

元気になって喜んでくれた水俣の松本ひろ子さんと93 歳のおじいちゃん

り
で
着
く
」
と
思
っ
て
あ
さ
ぎ
り

町
を
出
発
し
た
。

　

人
吉
か
ら
大
塚
、
そ
し
て
田

野
の
前
田
一
洋
先
生
宅
の
家
の

き
な
い
よ
」
と
謙
ち
ゃ
ん
が
言
っ

た
。

　

彼
女
の
家
に
着
い
た
と
き
、

こ
れ
ま
で
こ
ん
な
遠
い
所
か
ら

来
て
く
れ
て
い
た
ん
だ
と
改
め

て
感
謝
。
私
が
慌
て
て
作
っ
た
ご

ち
そ
う
と
も
い
え
な
い
お
か
ず

を
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
た
。「
も

う
大
丈
夫
よ
、
元
気
に
な
っ
た

よ
」
と
彼
女
は
笑
っ
て
く
れ
た
。

　

帰
り
道
は
何
と
か
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ

し
な
が
ら
も
帰
宅
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

　

私
の
危
な
い
旅
は
、
楽
し
い

旅
へ
と
変
わ
っ
て
い
た
。

【
う
え
す
ぎ
・
よ
し
の
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

観
光
バ
ス
ガ
ー
ル
、
あ
さ
ぎ
り
町
上
】

　

嬉
し
い
時
も
苦
し
い
時
も
電

話
を
か
け
て
来
て
く
れ
話
し
て

く
れ
た
。
私
の
こ
と
を
信
じ
き
っ

て
の
行
動
と
一
生
懸
命
さ
に
私

も
姉
の
よ
う
に
慕
う
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。

　
「
こ
ん
な
人
が
親
友
と
い
う
の

だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
。

　

そ
ん
な
彼
女
が
突
然
電
話
し

て
き
た
。

　
「
芳
野
ち
ゃ
ん
私
、熱
中
症
で
、

４
日
間
入
院
し
て
た
ん
よ
。
ま

だ
頭
が
フ
ラ
フ
ラ
し
て
自
分
じ
ゃ

な
い
み
た
い
。
芳
野
ち
ゃ
ん
の
元

気
な
声
を
聞
い
た
ら
元
気
に
な

れ
る
と
思
っ
て
…
」。

　

彼
女
の
い
つ
も
に
な
い
落
ち
込

ん
だ
声
に
び
っ
く
り
し
た
。

　

何
か
し
て
や
ら
ん
ば
ん
！　

　

私
に
は
、
遠
く
離
れ
た
水
俣

に
人
以
上
の
姉
妹
の
様
な
人
が

い
る
。
私
達
は
二
人
と
も
自
衛

隊
関
係
の
役
員
を
し
て
い
て
何

年
か
前
に
研
修
旅
行
に
行
っ
た

時
、
バ
ス
の
中
で
み
ん
な
を
楽

し
ま
せ
よ
う
と
、
私
の
得
意
な

バ
ス
ガ
ー
ル
や
歌
や
ゲ
ー
ム
を

企
画
し
進
め
て
い
っ
た
。
彼
女
に

と
っ
て
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
よ

う
で
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た
。

　
「
こ
ん
な
に
楽
し
か
っ
た
の
は

初
め
て
」
と
私
の
手
を
取
っ
て
飛

び
上
が
っ
て
喜
ん
で
く
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
以
前
私
が
勤

め
て
い
た
社
協
の
イ
ベ
ン
ト
や

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
に
も
見
に

来
て
く
れ
、
我
が
家
に
も
遊
び

に
来
て
く
れ
た
。

上杉芳野の「あがっ段」㉗

決断、実行と危ない旅へ

何
ば
し
て
や
ろ
う
か
と
考
え
て

浮
か
ん
だ
の
が
食
事
の
こ
と
だ
っ

た
。
毎
日
の
料
理
を
作
る
元
気

も
な
い
は
ず
だ
し
、
お
か
ず
を

作
っ
て
宅
急
便
で
送
り
食
べ
て
も

ら
っ
て
元
気
に
な
っ
て
も
ら
お
う

と
考
え
た
。

　

我
が
家
に
あ
る
材
料
で
何
種

類
も
お
か
ず
を
作
っ
た
。
93
歳

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
食
べ
ら
れ
る

様
な
田
舎
料
理
だ
。

　

い
ざ
、
ク
ー
ル
宅
急
便
で
送

ろ
う
と
思
っ
た
が
「
元
気
付
け

る
に
は
直
接
届
け
る
の
が
一
番
」

と
思
い
急
遽
、
水
俣
に
行
く
事

に
し
た
。

　

昔
、
我
が
家
の
謙
ち
ゃ
ん
が

運
転
し
て
く
れ
て
「
田
野
の
ト

ン
ネ
ル
を
通
っ
て
あ
と
20
分
ば
か
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ジ
ョ
ン
・
エ
ン
ブ
リ
ー
は
著
書
『
須
恵
村
』
に
お
い
て
、
２
箇

所
で
「
三
十
三
観
音
巡
り
」
に
言
及
し
て
い
る
。
長
い
引
用
に
な

る
が
、
エ
ン
ブ
リ
ー
の
認
識
と
し
て
該
当
箇
所
を
紹
介
し
よ
う
。

①
「
秋
の
彼
岸
の
一
週
間
は
、
球
磨
の
三
十
三
観
音
堂
で
、
巡
礼

に
茶
や
豆
の
接
待
を
す
る
。
観
音
堂
の
あ
る
部
落
に
は
組
の
組
織

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
に
部
落
は
七
つ
の
組
に
分
か
れ

て
い
て
、
彼
岸
の
一
日
を
そ
れ
ぞ
れ
の
組
で
接
待
す
る
の
で
あ
る
。

藩
政
時
代
の
相
良
侯
は
、
球
磨
の
あ
ち
こ
ち
に
三
十
三
の
観
音

堂
を
設
立
す
る
よ
う
に
決
め
た
と
い
わ
れ
、
こ
れ
を
巡
礼
が
彼
岸

の
一
週
間
に
一
回
り
す
る
の
で
あ
っ
た
。
一
説
に
は
、
藩
主
が
彼
岸

の
間
に
家
来
を
変
装
さ
せ
て
収
穫
前
の
米
の
状
態
を
視
察
し
て
各

村
が
ど
れ
だ
け
領
収
の
倉
庫
に
降
納
し
う
る
か
を
予
測
す
る
た
め

に
、
こ
の
慣
行
が
採
ら
れ
た
の
に
由
来
す
る
と
も
い
う
。
今
日
で

も
巡
礼
は
彼
岸
の
あ
い
だ
に
女
た
ち
か
ら
米
や
豆
の
接
待
を
受
け

る
。

　

１
９
３
５
年
に
は
須
恵
村
か
ら
巡
礼
に
出
る
者
は
誰
も
い
な

か
っ
た
が
、
以
前
に
は
い
ろ
ん
な
人
が
出
か
け
た
。
一
団
を
な
し

て
行
く
の
が
普
通
だ
が
、
徒
歩
の
ほ
か
に
自
転
車
で
行
く
も
の
も

あ
る
。
堂
に
つ
く
と
観
音
に
額
づ
け
て
賽
銭
を
上
げ
、
御
詠
歌
を

唱
え
る
。
時
に
は
年
老
い
た
職
業
的
巡
礼
は
な
が
な
が
と
説
教
す

る
こ
と
も
あ
る
。
概
し
て
い
え
ば
巡
礼
者
の
数
は
毎
年
減
少
し
て

い
く
。」（
１
０
７
〜
８
頁
）

②
「
黒
肥
地
村
に
は
安
産
に
特
に
霊
験
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
観
音

が
あ
り
、
彼
岸
の
中
日
に
は
付
近
の
村
か
ら
こ
こ
へ
参
拝
に
来
る

者
が
多
い
。
そ
れ
は
薬
師
さ
ん
の
日
に
上
村
の
薬
師
さ
ん
に
参
拝

に
行
く
の
と
同
じ
で
あ
る
。
ど
の
人
も
着
飾
り
、
若
い
人
の
楽
し

み
に
な
っ
て
い
る
。」（
２
４
１
頁
）

　

須
恵
村
に
は
、
二
つ
の
観
音
堂
（
覚
井
観
音
と
上
手
観
音
）

が
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
22
番
札
所
で
御
詠
歌
も
同
一
で
あ
る（
覚

三
十
三
観
音
巡
り

エ
ン
ブ
リ
ー
・
ノ
ー
ト 

③

号
50
頁
以
下
参
照
）。両
者
の
御
詠
歌
は
21
番
札
所
の「
永
峰
観
音
」

（
旧
深
田
村
）
と
同
じ
で
あ
る
。
同
一
の
御
詠
歌
が
３
箇
所
の
観

音
堂
で
詠
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
御
詠
歌
は
、

い
か
な
れ
ば　

鷲
の
み
山
に
、
入
る
月
の　

す
への
よ
か
け
て

猶
て
ら
す
ら
ん　
（
武
親
）

と
き
あ
か
す　

の
り
の
教
への　

末
か
け
て　

く
も
ら
ぬ
影
の

有
明
の
海　
　
　
（
美
辰
）

　

で
、
明
ら
か
に
「
須す

え恵
」
を
意
識
し
て
い
る
。
旧
深
田
村

の
永
峰
観
音
で
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
須
恵
を
対
象
に
し
た

御
詠
歌
が
詠
わ
れ
て
い
る
の
か
は
一
応
問
題
に
な
る
。
そ
の

理
由
に
深
く
立
ち
入
る
余
裕
は
な
い
が
、
永
峰
観
音
は
、
旧

深
田
村
だ
け
で
な
く
、旧
須
恵
村
の
人
も
一
緒
に
な
っ
て
（
共

同
で
）
祀
っ
て
い
た
な
ど
、
須
恵
と
深
田
と
は
、
以
前
に
は
、

現
在
の
行
政
区
域
と
ち
が
う
地
域
区
分
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　

つ
い
で
な
が
ら
24
番
札
所
も
２
箇
所
あ
る
（
生
善
院
観
音

と
龍
泉
寺
観
音
）。
し
た
が
っ
て
、
現
時
点
で
は
「
三
十
三

井
観
音
堂
は
、
エ
ン
ブ
リ
ー
の
時
代
に
は
別
の
場
所
に
あ
っ
た
。

ど
う
し
て
、
そ
う
な
の
か
）。

　

覚
井
観
音
と
上
手
観
音
は
、
両
者
と
も
、
以
前
に
は
、「
三
十
三

観
音
巡
り
」
の
札
所
で
な
く
御
詠
歌
も
な
か
っ
た
と
い
う
（
溝
下

昌
美
「
荒
田
観
音
堂
（
錦
町
木
上
）
の
復
活
を
望
む
」
本
誌
９

覚井観音
エンブリーの時代には別の場所にあった。昭和 52 年の県道拡張工
事にともない、現在地に移動

上手観音
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記
し
て
い
る
。

　

エ
ン
ブ
リ
ー
の
文
章
を
み
る
と
、
接
待
の
内
容
を
「
お
茶
と
豆
」

と
し
、現
在
よ
り
質
素
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。「
豆
」
は
「
煮
豆
」

を
指
す
だ
ろ
う
が
、
豆
の
種
類
は
わ
か
ら
な
い
。
原
文
が
手
元
に

な
い
の
で
「
観
音
に
額
づ
け
」
を
文
字
通
り
に
理
解
し
て
よ
い
か

も
判
断
で
き
な
い
。「
御
詠
歌
を
唱
え
る
」
慣
習
は
現
在
で
は
随

分
に
衰
退
し
て
い
る
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

三
十
三
観
音
巡
り
の
起
源
に
つ
い
て
エ
ン
ブ
リ
ー
は
「
一
説
」

を
紹
介
し
て
い
る
。こ
の
説
は
現
在
で
も
有
力
だ
が
、田
中
一
彦『
忘

れ
ら
れ
た
人
類
学
者
』（
２
０
１
７
年
３
月
１
日
）
は
次
の
補
足

を
加
え
て
い
る
。「
あ
さ
ぎ
り
町
教
委
の
専
門
家
に
よ
る
と
、
相

良
藩
の
浄
土
真
宗
禁
宗
、
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
が
理
由
と
も

い
う
。『
一
向
一
揆
が
怖
く
、
そ
ち
ら
に
走
ら
な
い
よ
う
に
、
地
元

に
昔
か
ら
あ
る
観
音
様
の
よ
う
な
も
の
を
信
仰
し
な
さ
い
、
と
相

良
藩
の
重
鎮
の
井
口
武
親
、
美
辰
が
球
磨
郡
を
回
っ
て
ご
詠
歌
を

作
っ
た
。
真
宗
は
隠
れ
真
宗
に
な
っ
た
が
、
藩
の
家
老
に
も
真
宗

が
い
て
、
村
人
を
密
か
に
集
め
念
仏
を
唱
え
て
い
た
。
だ
か
ら
一

層
信
仰
心
が
厚
い
。
観
音
巡
り
は
、
藩
の
政
治
の
安
泰
を
狙
う
と

と
も
に
人
々
の
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
』
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
い

観
音
巡
り
」
の
札
所
は
33
箇
所
で
な
く
35
箇
所
存
在
す
る
。
ど
の

よ
う
な
理
由
か
ら
、
い
つ
ご
ろ
、
札
所
に
重
複
が
発
生
し
た
の
か

別
に
検
討
す
べ
き
課
題
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
問
題
に
も
立
ち
入
ら

な
い
。

　

問
題
は
エ
ン
ブ
リ
ー
で
あ
る
。
彼
は
、
覚
井
観
音
と
上
手
観

音
の
ど
ち
ら
に
注
目
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
者
を
と
も
に
あ
ろ

う
か
。
永
峰
観
音
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
引
用

文
①
は
三
十
三
音
巡
り
の
接
待
係
を
須
恵
村
の
「
組
」
組
織
の

役
割
の
一
例
と
し
て
解
説
し
、
引
用
文
②
は
四
季
の
行
事
と
し
て

三
十
三
観
音
巡
り
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
上
手
観
音
と
覚
井
観

音
が
い
つ
か
ら
三
十
三
観
音
巡
り
の
札
所
に
な
っ
た
の
か
は
分
か

ら
な
い
と
し
て
も
、
エ
ン
ブ
リ
ー
の
時
代
（
昭
和
10
年
）
に
、
ど

ち
ら
か
（
あ
る
い
は
両
者
）
が
観
音
巡
り
の
札
所
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。
牛
嶌
盛
光
『
写
真
民
族
誌

　

須
恵
村
、
１
９
３
５
年
～
１
９
８
５
年
』（
１
９
８
８
年
12

月
15
日　

日
本
経
済
評
論
社
）
82
頁
掲
載
の
写
真
を
み
る
か
ぎ

り
、
上
手
観
音
が
当
時
す
で
に
札
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
が
、
覚
井
観
音
が
札
所
で
な
か
っ
た
と
ま
で
は
断
言
で
き

な
い
。
つ
い
で
な
が
ら
同
書
は
永
峰
観
音
を
「
石
坂
観
音
」
と
表

う
も
の
で
あ
る
（
３
１
２
頁
）。

　

エ
ン
ブ
リ
ー
の
い
う
「
黒
肥
地
村
の
観
音
」
は
栖
山
観
音
で
あ

る
。
同
観
音
は
エ
ラ
夫
人
が
須
恵
村
の
３
人
の
女
性
と
と
も
に
、

昭
和
11
年
10
月
14
日
に
巡
礼
し
て
い
る
。
同
観
音
は
常
時
開
帳

で
、
そ
の
た
め
そ
の
日
に
巡
礼
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
朝
７
時
頃

に
須
恵
村
覚
井
を
出
発
し
て

か
ら
同
地
に
到
着
す
る
ま
で

の
間
に
交
わ
さ
れ
た
女
た
ち
の

「
噂
話
」、
観
音
堂
で
の
行

動
、
同
地
で
の
酒
宴
、
写
真
撮
影
時
の
騒
動
な
ど
、
エ
ラ
の
記
録

は
詳
細
で
あ
る
。『
須
恵
村
の
女
た
ち
』で
１
３
９
頁
以
下
参
照
。

岐
部
明
廣
『
相
良
三
十
三
観
音
巡
礼
』（
人
吉
中
央
出
版
社　

２
０
１
６
年
５
月
31
日
）
３
３
８
頁
以
下
も
参
照
。

　

エ
ン
ブ
リ
ー
の
い
う
「
上
村
の
薬
師
さ
ん
」
は
「
谷
水
薬
師
」

を
指
す
が
、
同
薬
師
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
須
恵
村
か
ら
約
５
マ
イ
ル
の
上
村
の
薬
師
は
、
球
磨
で
は
有
名

で
あ
る
。
六
月
の
八
日
に
は
郡
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
老
人
が
沢

山
や
っ
て
来
る
。
土
用
の
は
じ
め
の
丑
の
日
に
は
、
若
者
が
こ
こ
一

番
の
晴
衣
を
着
飾
っ
て
参
拝
す
る
大
き
な
お
祭
り
で
、
薬
師
へ
お

参
り
す
る
の
は
若
い
青
年
男
女
の
見
合
い
に
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
っ
て
い
る
。御
賽
銭
は
い
つ
も
一
銭
で
あ
る
。そ
れ
で
当
番
の「
組
」

や
僧
侶
は
、
銅
貨
の
数
に
よ
っ
て
参
拝
者
の
数
を
は
か
り
知
る
こ

と
が
で
き
る
。」（
２
３
１
頁
）。
引
用
文
②
の
「
若
い
人
の
楽
し

み
に
な
っ
て
い
る
」、
上
記
引
用
文
中
の
「
薬
師
へ
お
参
り
す
る
の

は
若
い
青
年
男
女
の
見
合
い
に
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
」

に
注
目
し
よ
う
。
こ
う
い
う
祭
り
は
男
女
が
「
顔
見
知
り
（
み
し

り
」
に
な
る
絶
好
の
機
会
で
、「
ヨ
バ
イ
」（
見
合
い
）
に
つ
な
が

る
場
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
（
春
秋
）

栖山観音

谷水薬師
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絵と文／坂本福治

その ㉙

　

小
学
三
年
の
夏
、平
壌
で
終
戦
を
迎
え
、そ
の
翌
年
の
秋
、

祖
国
に
向
か
っ
て
旅
立
っ
た
。
最
初
の
一
晩
は
ト
ラ
ッ
ク
で
走

り
、
夜
が
明
け
る
と
、
三
十
八
度
線
に
向
か
っ
て
歩
く
こ
と

に
な
っ
た
。
途
中
で
何
度
も
足
止
め
さ
れ
、
荷
物
を
調
べ
ら

れ
て
は
没
収
さ
れ
た
。
そ
ば
に
銀
製
の
道
具
を
持
つ
家
族

が
い
た
。「
あ
な
た
、
医
者
で
し
ょ
う
」
と
係
員
に
言
わ
れ

た
が
、
主
人
は
頑
と
し
て
否
定
し
た
。
医
者
だ
っ
た
ら
引
き

止
め
た
い
の
だ
。
そ
の
手
前
に
私
の
父
が
し
ゃ
が
ん
で
い
た

が
、
後
ろ
手
に
ナ
イ
フ
を
持
っ
て
い
た
。
父
は
振
り
向
き
も

せ
ず
、
何
も
言
わ
な
い
。
私
は
と
っ
さ
に
「
こ
れ
は
お
前
が

持
っ
て
お
け
（
見
ら
れ
た
ら
面
倒
に
な
る
）」
と
父
が
言
っ
て

い
る
の
だ
と
思
い
、そ
っ
と
受
け
取
っ
て
ポ
ケッ
ト
に
入
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
国
境
越
え
、
米
軍
テ
ン
ト
村
、
貨
物
列
車
、

釜
山
か
ら
の
引
揚
船
、
博
多
か
ら
国
鉄
、
母
の
里
天
草
へ

の
ポ
ン
ポ
ン
船
。
父
が
生
ま
れ
た
水
上
村
に
落
ち
つ
く
ま

で
、
ナ
イ
フ
は
一
度
も
使
わ
な
か
っ
た
。
私
が
ナ
イ
フ
を
父

に
見
せ
る
と
、「
ま
だ
持
っ
と
っ
た
ん
か
」
と
目
を
丸
く
し
た
。

共
に
歩
い
た
友
だ
っ
た
の
だ
。

　
　
　

  【
さ
か
も
と
・
ふ
く
じ
／
画
家
、
人
吉
市
】

　
も
の
言
わ
ぬ
友

　

本
誌
の
前
身
で
あ
る
「
週
刊
ひ
と
よ
し
」
は
、
21
年
前
に
創

刊
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
。
発
行
人
の
伊い

せ

と

㔟
戸
明あ

き
らが

何
故
９
月
９

日
の
創
刊
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
。
自
社
の
歴
史
を
取
り
上
げ
る

こ
と
に
は
迷
い
が
あ
っ
た
が
、
か
つ
て
日
刊
紙
・
週
刊
誌
・
月

刊
誌
が
共
存
し
て
い
た
頃
の
人
吉
球
磨
地
域
の
活
字
文
化
の
状

況
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、
地
域
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
こ
だ
わ
っ

た
伊
㔟
戸
明
の
仕
事
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

　

伊
㔟
戸
明
氏
の
略
歴

１
９
３
３
年
（
昭
和
８
）
朝
鮮
ソ
ウ
ル
で
生
ま
れ
る

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
）
大
分
第
一
高
校
卒
業

１
９
５
５
年
（
昭
和
30
）
東
京
教
育
大
（
現
筑
波
大
）
中
退
後
、	

	

　
　

大
分
新
聞
社
入
社

１
９
５
８
年
（
昭
和
33
）
９
月
９
日
、
人
吉
新
聞
創
刊

１
９
６
８
年
（
昭
和
43
）
事
業
法
人
化
で
常
務
取
締
役
報
道
局
長

１
９
９
６
年
（
平
成
８
）
同
社
を
退
職
、
人
吉
中
央
出
版
社
創
設

１
９
９
７
年（
平
成
９
）９
月
９
日
、文
化
情
報
誌「
週
刊
ひ
と
よ
し
」

	

　

  （
毎
週
日
曜
日
）
を
創
刊

２
０
１
０
年
（
平
成
22
）
４
月
13
日
、
77
歳
に
て
永
眠

ジャーナリスト伊㔟戸明特
集

「週刊ひとよし」の創刊を報じた西日本新聞の記事より（1997 年）

９
月
９
日
創
刊
の
意
味
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伊
㔟
戸
は
、
故
石
蔵
正
次
と
と
も
に
、
そ
の
道
に
進
ん
だ
。
伊

㔟
戸
は
大
学
中
退
後
に
大
分
で
新
聞
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
石
蔵

に
請
わ
れ
て
、
人
吉
に
移
り
住
み
、「
日
刊　

人
吉
新
聞
」
を
創
設

し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
石
蔵
が
魅
力
的
存
在
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
石
蔵
を
追
悼
す
る
一
文
を
伊
㔟
戸
は
残
し
て
い
る
が
、
当

時
の
雰
囲
気
と
と
と
も
に
、
石
蔵
に
対
す
る
敬
意
が
そ
こ
に
は
込
め

ら
れ
て
い
る
。
長
文
に
な
る
が
、
そ
れ
を
引
用
し
よ
う
。

　
　『
人
吉
新
聞
』
創
刊
の
夏

　

昨
年
末
逝
去
し
た
今
の
（
日
刊
）『
人
吉
新
聞
』
の
創
始
者
、

石
蔵
正
次
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
初
め
て
人
吉
の
地
を
踏
ん
だ
の
は
、

昭
和
三
十
三
年
七
月
二
十
一
日
の
夕
方
。
ク
レ
ー
ン
越
し
の
強
い

西
日
が
土
ぼ
こ
り
を
介
し
て
原
木
満
載
の
馬
車
と
破
れ
帽
の
漢

を
直
射
し
、
鼻
つ
き
の
バ
ス
が
所
在
な
げ
に
客
待
ち
し
て
い
た
景

の
残
像
が
、
そ
の
夜
の
鉢
い
っ
ぱ
い
の
素
麺
と
た
し
か
に
肉
の
か

た
ま
り
も
あ
っ
た
カ
レ
ー
の
膳
と
と
も
に
あ
る
。
石
蔵
さ
ん
に
誘

わ
れ
た
の
は
、
石
蔵
さ
ん
が
、
あ
る
人
に
要
請
さ
れ
た
新
聞
作

り
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
い
ず
れ
外
注
す
る
こ
と
に
な
る
印
刷

所
に
か
け
あ
う
こ
と
、
あ
わ
せ
て
編
集
の
一
員
と
し
て
手
助
け
す

日
刊　

人
吉
新
聞

　

人
吉
は
人
口
10
万
人
に
満
た
な
い
小
都
市
で
あ
る
。
こ
の
小
さ
な

街
に
日
刊
の
新
聞
が
あ
る
。『
日
刊
人
吉
新
聞
』
で
あ
る
（
最
初
は

週
刊
と
し
て
出
発
）。

　

毎
日
、
新
聞
を
出
す
。
想
像
を
絶
す
る
仕
事
だ
。
事
件
・
事
故
・

行
事
は
か
ぎ
り
な
く
発
生
し
、
夥
し
い
情
報
を
整
理
・
選
択
・
把

握
・
取
材
し
、
直
ぐ
に
、
そ
れ
を
記
事
（
文
章
）
に
ま
と
め
、
記

事
と
し
て
残
す
も
の
の
優
先
順
位
を
決
め
、そ
れ
を
紙
面
に
配
列
し
、

全
体
の
枠
組
を
決
め
印
刷
に
ま
わ
し
、
発
送
・
配
達
す
る
。
そ
れ

が
最
低
限
の
仕
事
に
な
る
。
気
が
遠
く
な
り
そ
う
に
な
る
作
業
で
あ

る
。
苦
労
し
て
発
行
し
て
も
読
者
が
記
事
に
満
足
せ
ず
購
入
し
な

け
れ
ば
、
新
聞
は
た
だ
の
紙
切
れ
に
な
る
。
記
者
・
編
集
者
・
印

刷
職
人
・
配
達
者
も
生
き
た
人
間
で
あ
っ
て
、
新
聞
が
売
れ
な
け
れ

ば
、
す
べ
て
の
苦
労
は
水
泡
に
帰
す
。
販
売
＝
収
入
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
に
と
っ
て
絶
対
的
に
必
要
で
あ
ろ
う
。
金
持
ち
に
な
る
必
要
は

な
い
に
し
て
も
、
新
聞
発
行
は
趣
味
で
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
ま

ち
が
い
な
く
、「
商
売
」
で
あ
る
。

伊
㔟
戸
明
の
仕
事

雲
の
よ
う
な
無
気
力
に
は
切
歯
扼
腕
の
顔
を
歪
め
る
に
違
い
な

い
。
四
十
年
前
の
あ
の
待
機
の
日
の
よ
う
に
。

（
１
９
９
８
年
９
月
６
日
）

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
が
、
肝
心
の
〝
あ
る
人
〟
の
態
度
は
あ
い
ま

い
で
、
何
の
見
通
し
も
な
い
ま
ま
、
井
戸
さ
ら
え
や
庭
掃
除
や

ら
の
下
人
奉
公
よ
ろ
し
く
、
無
駄
に
日
を
送
っ
た
の
だ
か
ら
、
あ

の
夏
は
暑
か
っ
た
。

　

業
を
煮
や
し
た
石
蔵
さ
ん
が
自
費
刊
行
を
決
意
、
そ
の
意
気

に
感
じ
た
若
い
印
刷
社
主
に
ま
み
え
た
の
は
九
月
に
入
っ
て
か

ら
。
週
刊
と
い
う
だ
け
で
「
そ
ん
な
無
謀
な
こ
と
を
」
と
の
反

発
を
買
う
一
方
、
あ
れ
こ
れ
と
編
集
方
針
に
注
文
を
つ
け
る
人
も

出
て
き
て
、
反
応
の
大
き
さ
に
気
を
良
く
し
た
二
人
は
、
青
井

神
社
横
の
営
林
署
長
官
舎
玄
関
前
で
起
き
た
無
理
心
中
事
件
に

と
び
つ
い
た
。

　

新
聞
創
刊
の
予
告
を
刷
り
込
ん
だ
心
中
事
件
の
号
外
を
、
石

蔵
さ
ん
夫
妻
と
手
分
け
し
て
人
吉
市
内
三
つ
の
橋
の
た
も
と
で

配
っ
た
「
九
月
」
か
ら
四
十
年
、
石
蔵
さ
ん
が
め
ざ
し
た
地
域

住
民
の
た
め
の
新
聞
は
近
く
紙
齢
一
万
二
千
を
迎
え
る
。

　

相
手
構
わ
ず
噛
み
つ
く
と
い
う
の
で
「
は
し
か
犬
」
と
罵
ら
れ
、

「
ま
た
、
か
ん
じ
ん
新
聞
か
」
と
蔑
ま
れ
な
が
ら
も
決
し
て
屈

す
る
こ
と
な
く
「
守
旧
」
を
打
破
し
続
け
た
石
蔵
さ
ん
に
、「
地

域
新
聞
の
こ
れ
か
ら
」
を
聞
く
す
べ
は
な
い
が
、
盆
地
を
覆
う
暗

　

引
用
文
で
は
「
９
月
」
だ
け
書
い
て
あ
る
が
、
正
確
に
は
、
同
年

９
月
15
日
に
同
紙
創
刊
号
を
発
行
し
、「
守
旧
」
を
打
破
し
つ
づ
け
、

現
在
で
は
人
吉
球
磨
の
言
論
空
間
を
リ
ー
ド
す
る
ま
で
に
い
た
っ
て

い
る
。
そ
の
旗
印
は
「
進
歩
と
民
主
主
義
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き

伊
㔟
戸
は
25
歳
。
石
蔵
正
次
と
い
う
魅
力
的
人
物
が
い
た
と
い
え
、

新
聞
発
行
の
た
め
に
人
吉
に
移
り
住
み
、
見
ず
知
ら
ず
の
土
地
で

新
聞
を
発
行
す
る
こ
と
は
25
歳
の
若
者
に
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
。

　

平
成
８
年
（
１
９
９
６
年
）
１
月
３
日
に
人
吉
新
聞
社
を
定
年

退
職
す
る
ま
で
の
38
年
あ
ま
り
同
社
で
仕
事
を
し
た
。
そ
の
仕
事
の

軌
跡
を
追
う
余
裕
は
な
い
が
、
記
者
・
編
集
者
・
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
と

し
て
次
第
に
実
力
を
身
に
つ
け
、
人
吉
球
磨
の
言
論
界
の
第
一
者
と

目
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
同
社
を
定
年
退
職
し
た
後

も
出
版
人
と
し
て
の
志
は
強
ま
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
緩
む
こ
と
は
な

く
、退
職
直
後
に
上
村
重
次
『
字
図
で
見
る
球
磨
の
地
名
』
を
発
行
、

翌
年
９
月
９
日
に
は
人
吉
中
央
出
版
社
を
創
設
し
「
週
刊
ひ
と
よ
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し
」
を
発
行
す
る
に
い
た
る
。
そ
の
と
き
伊
㔟
戸
は
64
歳
。
高
齢
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
に
せ
よ
、
週
刊
誌
の
発
行
責
任
者
と
し
て
み
る

と
き
決
し
て
若
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
伊
㔟
戸

は
人
吉
新
聞
時
代
と
同
じ
く
記
事
を
書
き
、コ
ラ
ム
（「
く
ま
春
秋
」）

を
書
き
つ
づ
け
た
。

　

人
吉
新
聞
と
週
刊
ひ
と
よ
し
時
代
に
彼
が
書
い
た
記
事
数
は
あ

ま
り
に
も
膨
大
で
確
認
し
よ
う
も
な
い
が
、
コ
ラ
ム
だ
け
を
と
っ

て
も
、
人
吉
新
聞
の
「
瀬
音
」、
週
刊
ひ
と
よ
し
の
「
く
ま
春
秋
」

の
両
者
を
合
計
す
る
と
８
０
０
０
本
を
超
え
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
伊
㔟
戸
明
の
輪
郭
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
最
低
で
も
、
こ
の

８
０
０
０
本
を
超
え
る
コ
ラ
ム
を
読
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
週
刊　

ひ
と
よ
し
」
創
刊

　

前
記
の
よ
う
に
、

64
歳
の
平
成
９
年
９

月
９
日
に
、
彼
は
「
週

刊
ひ
と
よ
し
」
を
創

刊
し
た
が
、
そ
の
と
き

の
巻
頭
言
に
次
の
よ

う
に
書
い
た
。

　
　
創
　
刊

　
「
本
誌
は
休
刊
で
あ
っ
て
廃
刊
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
人

吉
文
化
研
究
会
の
解
散
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
か
時
を
得
て

文
化
誌
が
芽
を
ふ
く
こ
と
へ
の
窓
は
大
き
く
開
い
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
こ
ん
な
言
葉
を
残
し
て
通
算
十
一
年
間
の
活
動
に
ピ

リ
オ
ド
を
打
っ
た
『
人
吉
文
化
』
の
遺
志
を
も
継
ぐ
べ
く
、
き
ょ

う
こ
こ
に
『
週
刊
ひ
と
よ
し
』
の
旗
を
掲
げ
る
。

　

創
刊
の
日
に
平
成
九
年
九
月
九
日
の
三
つ
並
び
を
選
ん
だ
の

は
、
重
陽
の
賀
に
あ
や
か
る
と
い
う
よ
り
、
三
重
苦
に
も
耐
え
て

み
せ
よ
う
と
の
、
い
さ
さ
か
向
こ
う
見
ず
の
気
負
い
が
あ
っ
て
の

こ
と
。
だ
か
ら
当
分
は
年
甲
斐
も
な
い
武
者
震
い
を
か
く
せ
そ

う
も
な
い
が
、
人
吉
球
磨
総
合
研
究
会
発
足
の
場
に
見
た
同
憂

の
士
の
義
憤
の
た
め
に
も
、
い
っ
と
き
も
早
く
「
こ
と
ば
」
を
文

字
に
し
な
け
れ
ば
と
、精
一
杯
の
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
ん
で
み
た
。

　

そ
こ
で
思
い
出
す
の
は
、「
こ
と
ば
（
文
字
）
に
な
っ
た
と
き

に
は
ウ
ソ
が
あ
る
」
と
の
自
戒
を
掲
げ
て
謙
虚
な
一
生
を
貫
か
れ

た
『
人
吉
文
化
』
の
発
行
責
任
者
、
故
・
種
元
勝
弘
先
生
の
こ

と
だ
。
三
十
年
前
の
文
化
誌
『
人
吉
文
化
』
は
、
人
吉
文
化
研

　
「
人
吉
文
化
」
の
遺
志
を
継
ぐ
と
の
宣
言
の
正
確
な
意
味
を
把
握

す
る
能
力
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
い
う
「
三
重
苦
」
は
明
確
で
あ

る
。
本
人
に
よ
れ
ば
第
一
に
運
営
資
金
の
調
達
、
第
二
に
人
材
（
ス

タ
ッ
フ
）
の
確
保
、
第
三
に
情
報
（
原
稿
）
の
収
集
で
あ
る
。
伊
㔟

戸
は
そ
れ
を
自
覚
し
た
う
え
で
「
週
刊
ひ
と
よ
し
」
の
創
刊
を
決
意

し
、「
９
月
９
日
」
を
あ
え
て
創
刊
日
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
「
９
月
９
日
」
に
は
別
の
こ
だ
わ
り
も
あ
っ
た
。
１
年
前
の
平
成

８
年
９
月
９
日
に
伊
㔟
戸
は
母
を
亡
く
し
て
い
た
。
大
分
か
ら
人

吉
に
居
を
移
す
と
き
に
母
は
息
子
に
し
た
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
人

吉
新
聞
創
刊
前
の
「
号
外
」
発
行
日
が
昭
和
33
年
９
月
９
日
で
あ
っ

た
。

　

問
題
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、「
週
刊
ひ
と
よ
し
」
が
そ
の
創
刊

目
的
を
達
成
さ
れ
た
の
か
に
あ
る
。
そ
の
目
的
は
あ
ま
り
に
も
高
邁

故
に
即
断
す
べ
き
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
同
誌
を
一
瞥
す
る
と
き
、

予
想
以
上
に
濃
密
な
原
稿
に
恵
ま
れ
た
の
は
確
か
だ
ろ
う
。
終
戦

直
後
か
ら
の
人
吉
球
磨
地
方
の
文
化
活
動
を
歴
史
的
に
辿
る
作
業

を
進
め
た
の
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
多
数
の
原
稿
を
掲
載
し
、
人

吉
球
磨
の
人
材
育
成
に
努
め
て
い
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
文
読
む
月

日
』
の
一
節
を
掲
載
し
同
誌
創
刊
の
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
堅
持
し
、

『
ト
ル
ス
ト
イ
短
編
集
』
三
部
作
の
刊
行
と
い
う
地
点
に
至
っ
た
。

「
週
刊
ひ
と
よ
し
」
か
ら
「
月
刊
く
ま
が
わ
春
秋
」
へ

　

意
気
軒
昂
の
伊
㔟
戸
で
あ
っ
た
が
、
人
生
は
非
情
で
あ
る
。
志
半

ば
の
も
と
で
、
彼
は
病
に
倒
れ
、
平
成
10
年
（
平
成
22
年
）
に
こ
の

究
会
の
発
行
で
は
あ
っ
た
が
、
経
営
の
責
任
は
一
切
、
先
生
個
人

に
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
先
生
は
文
化
誌
が
広
告
を
あ
て
に
し
て
は

せ
っ
か
く
の
志
が
堕
落
す
る
と
し
て
、
当
初
は
一
切
の
広
告
を
拒

否
す
る
純
粋
さ
に
徹
し
た
。
そ
ん
な
先
生
の
心
意
気
と
同
好
の

執
筆
陣
の
支
援
で
十
一
年
も
の
奮
闘
が
続
い
た
の
だ
が
、
結
局
は

経
済
の
高
度
成
長
が
仇
と
な
っ
た
。

　

限
ら
れ
た
購
読
料
と
わ
ず
か
の
篤
志
で
は
天
井
知
ら
ず
の
経

費
の
高
騰
に
抗
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
、
さ
ら
に
は
入
手
難
で
雑

誌
の
配
本
集
金
さ
え
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
く
だ
り
は
、

前
述
の
「
休
刊
の
こ
と
ば
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
今
読
ん
で
も

痛
々
し
い
。

　

無
論
、
時
代
は
変
わ
っ
た
。
だ
が
前
車
の
轍
は
貴
重
な
教
訓

で
あ
る
。
気
負
い
も
ほ
ど
ほ
ど
に
、「
く
ま
春
秋
」
の
ペ
ー
ジ
を

開
こ
う
。

（
１
９
９
７
年
９
月
９
日
）
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地
域
に
は
残
っ
て
い
る
。
暗
中
模
索
、
五
里
霧
中
な
が
ら
も
、
こ
れ

か
ら
も
、
し
た
た
か
に
、
泥
臭
く
、
地
域
文
化
を
耕
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

　

川
辺
川
問
題

　

伊
㔟
戸
明
の
業
績
は
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
を
簡
単
に
は
要
約
で

き
な
い
が
、人
吉
中
央
出
版
社
創
立
22
年
で
あ
る
。
彼
の
業
績
に
ま
っ

た
く
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
本
号
で
は
、
伊
㔟
戸
が
殊
に

関
心
を
寄
せ
た
「
川
辺
川
」
問
題
を
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
す
る
と
と

も
に
、「
22
年
」
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
方
針
で
編
集
し
た
。
人
吉

中
央
出
版
社
創
設
「
22
年
」
は
多
く
の
人
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が

あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
一
言
三
言
で
も
語
り
た
い
み
な
さ
ん
が
山
の

よ
う
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
み
な
さ
ん
に
は
、
大

変
申
し
訳
な
い
が
、
す
べ
て
を
重
々
承
知
し
た
う
え
で
、
本
号
で
は
、

執
筆
者
を
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。「
漏
れ
」
が
生
じ
る
の
を
避

け
る
た
め
で
あ
る
。

（
敬
称
は
す
べ
て
省
略
し
た
）

上
村
雄
一
（
編
集
主
幹
）

世
を
去
っ
た
。
享
年
77
歳
。

　

人
吉
中
央
出
版
社
の
社
長
、「
週
刊　

ひ
と
よ
し
」
の
発
行
責
任

者
の
逝
去
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
の
動
揺
は
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と

推
測
す
る
の
だ
が
、ス
タ
ッ
フ
の
心
は
折
れ
る
こ
と
な
く
、そ
の
後
も
、

出
版
活
動
を
つ
づ
け
多
数
の
著
作
を
出
版
し
、「
週
刊
ひ
と
よ
し
」
を

「
月
刊　

く
ま
が
わ
春
秋
」
に
変
更
す
る
調
整
を
図
っ
た
う
え
で
、

地
域
誌
重
視
の
姿
勢
を
堅
持
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
前

田
一
洋
な
ど
の
人
吉
球
磨
総
合
研
究
会
の
協
力
、
松
本
学
を
は
じ
め

と
す
る
同
社
ス
タ
ッ
フ
の
志
の
高
さ
、
そ
れ
を
支
え
た
い
と
す
る
読

者
の
存
在
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
出
版
不
況
は
根
強
く
、
人
吉
中
央
出
版
社
も
そ

の
逆
風
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
伊
㔟
戸
も
意
識
し
て
い

た
。
し
か
し
、
い
ま
や
、
伊
㔟
戸
の
認
識
を
超
え
る
状
況
に
至
っ
て

い
る
。
ネ
ッ
ト
社
会
の
到
来
で
あ
る
。
そ
れ
は
紙
文
化
中
心
の
環
境

を
一
変
さ
せ
た
。
た
と
え
ば
、
こ
の
10
年
で
全
国
の
新
聞
紙
の
販
売

部
数
は
10
分
の
１
に
激
減
し
た
。伊
㔟
戸
は「
三
重
苦
」を
語
っ
た
が
、

現
在
は
、
媒
体
の
変
化
と
労
働
者
の
購
買
力
低
下
を
加
え
た
「
五

重
苦
」
の
時
代
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
で
も
地
方
紙
・
誌
の
存
在
意
義
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。
ネ
ッ

ト
を
媒
体
に
す
る
だ
け
は
伝
え
ら
れ
な
い
、
表
現
で
き
な
い
情
報
が

11 基目の与謝野晶子歌碑の除幕（2010 年 3月1日、
球磨川下り人吉発船場で）

おおくま座のメンバーとして伊㔟戸さんの名も
刻まれた

　

今
か
ら
８
年
前
、
人
吉
お
お
く
ま
座

の
会
は
球
磨
川
下
り
の
発
船
場
に
歌
碑

を
造
る
事
に
し
た
。

　

ど
う
し
て
も
今
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
は
、

ダ
ム
建
設
反
対
の
声
が
大
き
な
力
と
な

り
、
相
良
村
の
徳
田
村
長
、
そ
し
て
人

吉
市
長
で
あ
る
田
中
信
孝
氏
が
ダ
ム
の

白
紙
撤
回
を
表
明
し
た
も
の
の
、
市
民
レ

ベ
ル
で
は
浸
透
に
欠
け
て
い
た
か
ら
だ
。

　

文
化
的
に
歌
碑
を
残
す
こ
と
こ
そ
、

市
民
レ
ベ
ル
ま
て
自
然
を
愛
す
る
力
が
広

ま
る
と
考
え
、
伊
㔟
戸
明
氏
を
含
む
18

名
の
有
志
が
集
ま
っ
た
。
春
の
球
磨
川
下

り
初
下
り
の
日
に
こ
の
歌
碑
は
建
っ
た
。

　

賑
や
か
な
初
下
り
の
場
に
伊
㔟
戸
氏

の
姿
は
な
く
、
残
り
の
者
た
ち
が
華
や
か

に
歌
碑
の
披
露
の
場
に
い
た
。

　

伊
㔟
戸
氏
は
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、

我
々
が
見
送
る
船
に
乗
っ
て
浄
土
に
向
か

わ
れ
た
。

　

我
が
船
に
別
れ
が
た
し
と
水
掛
け
し

　

人
見
ゆ
る
な
り　

な
ほ
水み

な
か
み上
に

与
謝
野
晶
子

【
み
や
は
ら
・
の
ぶ
あ
き
／
人
吉
お
お

く
ま
座
の
会
事
務
局
長
】

球
磨
川
と
短
歌
を
愛
し
た
伊
㔟
戸
さ
ん

　

宮
原
信
晃
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な
か
っ
た
こ
と
。そ
れ
で
も
ユ
リ
カ
さ
ん
は

『
世
界
』
や
『
ミ
セ
ス
』
な
ど
各
方
面

で
の
執
筆
を
通
し
て
現
場
の
声
を
伝
え
続

け
た
。

　
「
な
ぜ
、
彼
ら
が
生
活
し
て
い
る
目
の

前
の
球
磨
川
の
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
ざ
わ

ざ
、
東
京
に
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
ろ
う
か
」
と
ユ
リ
カ
さ
ん
は
本
書
で

述
べ
て
い
る
。
厳
し
い
行
政
と
向
き
合
う

こ
と
で
し
か
な
し
得
な
か
っ
た
「
ダ
ム
反

対
運
動
」
を
、
未
来
に
手
渡
す
べ
き
自

然
を
壊
し
て
い
る
世
代
の
責
任
と
し
て
受

け
止
め
記
録
す
る
こ
と
で
、「
川
辺
川
ダ

ム
」
問
題
を
東
京
か
ら
考
え
続
け
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
本
書
を
読
む
と
、
ユ

リ
カ
さ
ん
が
ど
ん
な
思
い
で
現
場
に
通
っ

て
地
元
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
お

話
を
聞
い
て
い
た
の
か
、
取
材
し
た
こ
と

を
記
録
し
発
表
し
て
き
た
の
か
が
、
よ
く

伝
わ
っ
て
く
る
②
。

　

本
書
が
伊
㔟
戸
明
さ
ん
と
ど
の
よ
う

な
所
縁
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
に
つ
い

て
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
本
書
は
『
週

刊
ひ
と
よ
し
』
に
２
０
０
７
年
５
月
27

日
か
ら
２
０
０
８
年
４
月
27
日
ま
で
43

回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
ダ
ム
取
材

10
年
の
証
言
」
を
ベ
ー
ス
に
編
ま
れ
た
。

『
週
刊
ひ
と
よ
し
』
の
編
集
代
表
だ
っ
た

伊
㔟
戸
明
さ
ん
と
会
話
を
交
わ
し
、
彼

が
「
地
元
の
私
達
に
は
な
い
、
い
く
つ
か

の
『
新
し
い
よ
そ
も
の
の
目
』
を
感
じ

た
」
こ
と
を
き
っ
か
け
に
長
期
連
載
が
始

ま
っ
た
と
い
う
③
。
元
々
単
行
本
化
の
話

は
あ
っ
た
と
い
う
が
、
本
書
の
エ
ピ
ロ
ー

グ
に
は
「（
本
に
な
る
前
の
）
大
事
な
時

期
に
地
元
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
原
稿
発

表
は
幸
い
で
あ
っ
た
」
と
伊
㔟
戸
明
さ
ん
、

松
本
学
さ
ん
の
お
名
前
を
挙
げ
て
謝
意

を
著
し
て
お
ら
れ
た
。
筆
者
は
以
前
、
一

度
だ
け
伊
㔟
戸
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
こ

と
が
あ
る
④
。
川
辺
川
ダ
ム
問
題
を
め
ぐ

る
話
の
中
で
、
人
吉
・
球
磨
に
は
外
部

の
人
た
ち
に
よ
っ
て
変
化
を
も
た
ら
さ
れ

て
い
る
側
面
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

本
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、『
週
刊
ひ
と

　
「
私
は
、
こ
れ
は
川
辺
川
ダ
ム
問

題
の
決
定
版
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

２
０
０
９
年
10
月
３
日
に
九
州
大
学
で

行
わ
れ
た
社
会
技
術
社
会
論
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
現
代
の
安
全
・
環
境
論
争
と
そ

の
科
学
的
位
相
︱
西
日
本
の
大
型
開
発

事
業
を
め
ぐ
っ
て
︱
」
の
主
催
担
当
者
で

あ
っ
た
吉
岡
斉
先
生
①
は
、
登
壇
者
の
お

一
人
だ
っ
た
高
橋
ユ
リ
カ
さ
ん
の
著
書
を

こ
う
評
す
る
こ
と
で
、
彼
女
を
紹
介
し

た
。

　

ユ
リ
カ
さ
ん
が
初
め
て
人
吉
・
球
磨

を
訪
れ
た
の
は
１
９
９
６
年
８
月
。
自

身
の
が
ん
治
療
の
体
験
を
踏
ま
え
て
看
護

専
門
誌
に
医
療
ル
ポ
を
執
筆
す
る
中
で
、

熊
本
県
相
良
村
の
緒
方
俊
一
郎
医
師
と

出
会
う
。
山
中
へ
の
往
診
に
同
行
取
材

し
た
際
、
そ
の
地
域
が
川
辺
川
ダ
ム
建

設
に
よ
り
水
没
す
る
土
地
で
あ
る
こ
と
を

知
る
。
当
時
、
東
京
に
は
川
辺
川
ダ
ム

問
題
に
関
す
る
報
道
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。

　

そ
の
後
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
川
辺
川

ダ
ム
問
題
を
取
材
す
る
な
か
で
、
東
京

出
身
で
あ
る
ユ
リ
カ
さ
ん
は
、
地
方
と

東
京
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
、
地
方
が
国
に
よ
っ

て
抑
圧
さ
れ
て
い
る
現
実
を
目
の
当
た
り

に
し
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
ダ
ム
の
水

は
い
ら
な
い
、
ダ
ム
は
水
害
を
引
き
起
こ

し
鮎
を
不
味
い
魚
に
し
て
し
ま
う
、
と
い

う
人
吉
・
球
磨
の
切
実
な
声
が
東
京
に

ま
で
届
い
て
い
な
い
こ
と
。
さ
ら
に
は
、

東
大
出
身
者
を
は
じ
め
と
す
る
優
秀
な

人
が
課
題
解
決
に
向
け
て
真
摯
な
仕
事

を
す
る
場
所
だ
と
思
っ
て
い
た
永
田
町
・

霞
ヶ
関
で
、
実
際
に
は
そ
う
は
な
っ
て
い

「週刊ひとよし」の
連載から生まれた本

高橋ユリカさん（右）と私

高
橋
ユ
リ
カ
著　
　
　
　
（
岩
波
書
店　

２
０
０
９
）

川
辺
川
ダ
ム
は
い
ら
な
い

︱
「
宝
」
を
守
る
公
共
事
業
へ

高
知
大
学 

助
教　

森 

明
香
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【
注
】

①
九
州
大
学
教
授
。
科
学
史
・
科
学
技
術
政
策
が
専
門
。
２
０
１
８
年
１
月
、
64
歳
で
逝
去
。

②
高
橋
ユ
リ
カ
さ
ん
は
２
０
１
４
年
８
月
20
日
の
早
朝
に
逝
去
し
た
。
八
代
市
の
つ
る
詳
子
さ
ん
に
よ
る

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
へ
の
投
稿
を
通
し
て
知
り
、
ご
連
絡
を
く
だ
さ
っ
た
熊
本
の
方
々
の
分
ま
で
と
の
思

い
で
、
筆
者
は
お
別
れ
に
伺
っ
た
。
少
し
痩
せ
ら
れ
た
ユ
リ
カ
さ
ん
は
ま
る
で
眠
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
会
場
の
一
角
に
は
川
辺
川
ダ
ム
問
題
を
含
む
著
書
や
、
雑
誌
が
数
多
紹
介
さ
れ

て
い
た
。
ご
対
応
く
だ
さ
っ
た
息
子
さ
ん
は
、
ご
自
身
も
一
度
川
辺
川
で
カ
ヌ
ー
を
し
た
こ
と
、
ユ
リ

カ
さ
ん
の
携
帯
ア
ド
レ
ス
が
「
だ
い
す
き
か
わ
べ
が
わ
」
だ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

③
『
週
刊
ひ
と
よ
し
』
２
０
０
８
・
４
・
27
：
19
頁
。

④
２
０
０
６
年
８
月
31
日
、
球
磨
病
院
ロ
ビ
ー
に
て
。

⑤
２
０
０
６
年
８
月
31
日
、
球
磨
病
院
ロ
ビ
ー
に
て
実
施
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
メ
モ
。

よ
し
』、『
く
ま
春
秋
︱
人
吉
・
球
磨
を

見
つ
め
つ
づ
け
て
』
を
読
み
返
し
、フ
ィ
ー

ル
ド
ノ
ー
ト
を
引
っ
張
り
出
し
、
改
め
て

考
え
て
い
た
。「
地
方
か
ら
中
央
を
変
え

る
」「
地
域
の
た
め
の
新
聞
に
し
た
い
。

た
だ
し
各
人
に
よ
り
〝
地
域
〟
の
定
義

が
異
な
る
か
ら
こ
そ
、
個
人
を
主
語
と
し

た
新
聞
を
目
指
し
た
い
」
と
考
え
て
お

ら
れ
た
と
い
う
伊
㔟
戸
さ
ん
⑤
。
五
木
村

の
水
没
予
定
地
に
通
っ
て
筆
者
が
お
話
を

伺
う
中
で
、
伊
㔟
戸
さ
ん
は
熱
心
に
通
っ

て
い
ら
し
た
記
者
さ
ん
の
お
一
人
、
と
の

証
言
に
触
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ご
自
身

も
「
よ
そ
者
」
で
地
域
の
方
々
の
思
い
を

大
切
に
し
な
が
ら
問
題
に
向
き
合
い
続
け

よ
う
と
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
ユ
リ
カ
さ
ん

に
思
い
切
っ
て
依
頼
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

　
【
も
り
・
さ
や
か
／
高
知
市
】

　

確
か
、
人
吉
中
央
出
版
社
の
『
週
刊
ひ
と

よ
し
』
が
創
刊
さ
れ
た
年
の
、一
九
九
七
（
平

成
九
）
年
の
出
来
事
だ
っ
た
。
た
だ
、
何
月

何
日
だ
っ
た
の
か
は
、
控
え
の
習
慣
が
な
い
も

の
だ
か
ら
、
覚
え
は
な
い
。
そ
れ
で
も
察
し

は
つ
く
。
お
そ
ら
く
、
盆
で
帰
省
し
て
い
た

時
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
多
分
、
間
違
い

な
い
が
、
深
入
り
は
せ
ず
に
、
振
出
し
に
戻

そ
う
。

　

妻
あ
い
子
の
父
、
渋
谷
敦
さ
ん
か
ら
、
こ

ん
な
話
を
聞
い
た
の
だ
。

　
「
伊
㔟
戸
明
さ
ん
が
人
吉
新
聞
社
を
退
職

し
な
っ
た
が
、
創
っ
た
人
吉
中
央
出
版
社
か

ら
週
刊
の
情
報
誌
バ
出
す
ち
ゅ
う
て
バ
イ
。

『
週
刊
ひ
と
よ
し
』
…
」

　

そ
れ
が
『
週
刊
ひ
と
よ
し
』
を
初
め
て
聞

い
た
場
面
。
し
か
も
そ
の
中
に
出
て
き
た
伊

㔟
戸
明
と
い
う
名
前
も
、
当
然
知
っ
て
は
い

た
が
、そ
れ
ま
で
面
識
も
あ
ま
り
な
い
お
方
。

お
名
前
の
方
は
、
よ
く
義
父
の
口
か
ら
出
て

く
る
、
馴
染
み
深
い
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ

ま
で
も
、
ま
た
そ
れ
か
ら
も
お
目
に
か
か
る

機
会
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
い
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
そ
う
だ
と
は
い
え
、
お
会
い
す
る
こ
と

も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
中
で
一
番
印
象

深
か
っ
た
の
は
、
株
式
会
社
郷
土
出
版
社
が

二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
九
月
に
発
行
し

た
『
図
説 

人
吉
・
球
磨
の
歴
史
』
の
編
集
会

議
の
席
だ
っ
た
ろ
う
。
球
磨
川
添
い
の
お
店

の
一
室
で
、
そ
こ
に
は
、
監
修
者
の
義
父
と

編
集
顧
問
の
前
田
一
洋
先
生
、
そ
し
て
六
名

の
編
集
委
員
の
面
々
が
揃
っ
て
い
た
。
そ
の
メ

ン
バ
ー
の
中
に
、
伊
㔟
戸
さ
ん
も
い
た
の
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
が
、
御
尊
顔
を
拝
し

た
最
後
の
機
会
で
は
な
か
っ
た
か
。
二
〇
一
〇

（
平
成
二
二
）
年
に
は
伊
㔟
戸
さ
ん
が
逝
き
、

さ
ら
に
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
に
は
義

父
も
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

確
か
に
、
こ
の
二
〇
年
間
に
は
、
私
の
周

り
で
も
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
も
う
少
し

振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　

一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
九
月
は
、
熊

本
県
教
育
庁
か
ら
に
知
事
部
局
出
向
し
て
二

年
目
だ
っ
た
。
熊
本
県
文
化
企
画
課
の
県
立

博
物
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、
日
々
忙

し
く
動
き
回
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
（
平
成

一
二
）
年
二
月
に
は
、
明
治
大
学
か
ら
博
士

（
史
学
）
号
を
取
得
。
そ
の
四
月
に
は
、
古

『
週
刊
ひ
と
よ
し
』
と
私
の
二
〇
年

八
洲
開
発
株
式
会
社 

木
﨑
文
化
財
調
査
室
長　

木
﨑
康
弘

「週刊ひとよし」の
連載から生まれた本②
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巣
の
熊
本
県
文
化
課
に
籍
を
移
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
今
日
ま
で
の
仕
事
場
は
、
実
に
目
ま

ぐ
る
し
い
。
県
文
化
課
（
三
年
間
）、
装
飾

古
墳
館（
三
年
間
）、温
故
創
成
館（
三
年
間
）、

県
文
化
課
（
二
年
間
）、
装
飾
古
墳
館
（
六

年
間
）、
県
文
化
課
（
六
か
月
間
）、
そ
し
て

八
洲
開
発
株
式
会
社
（
一
年
間
）
だ
。
ま
た

二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
に
は
、
群
馬
県

み
ど
り
市
か
ら
第
一
八
回
岩
宿
文
化
賞
も
頂

い
た
し
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
に
は

無
事
定
年
退
職
を
迎
え
た
。
私
の
人
生
の
中

で
、
こ
れ
ほ
ど
変
化
に
富
ん
だ
時
間
を
過
ご

し
た
こ
と
は
後
に
も
先
に
も
最
初
で
最
後
に

な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
に
充
実
し
、
印
象

深
い
二
〇
年
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

　

そ
こ
で
考
古
学
者
の
習
慣
で
も
あ
る
、
こ

の
二
〇
年
間
を
区
切
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ

う
。

　

最
初
の
区
切
り
は
、
二
〇
〇
〇
（
平
成

一
二
）
年
だ
っ
た
。
そ
の
年
、
ド
ク
タ
ー
論
文

『
九
州
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化
の
様
相
』
を
明

治
大
学
に
提
出
。
卒
業
論
文
の
指
導
教
授
で

恩
師
の
戸
沢
充
則
学
長
か
ら
学
位
記
を
頂
い

た
。
そ
の
場
面
は
、
未
だ
に
新
鮮
で
、
忘
れ

る
こ
と
を
忘
れ
る
ほ
ど
だ
。
明
治
大
学
を
卒

業
し
て
、
先
土
器
時
代
研
究
に
取
り
組
み
始

め
て
か
ら
二
〇
年
後
に
訪
れ
た
、
ま
さ
に
晴

れ
が
ま
し
い
瞬
間
だ
っ
た
。

　

次
の
区
切
り
は
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）

年
で
、
肥
後
の
考
古
学
史
研
究
、
平
た
く
言

え
ば
、
肥
後
で
は
原
始
・
古
代
の
歴
史
が
ど

の
よ
う
に
研
究
さ
れ
て
き
た
の
か
、
を
跡
付

け
る
研
究
に
打
ち
込
み
始
め
た
年
だ
っ
た
。

装
飾
古
墳
館
に
赴
任
し
た
、
そ
の
年
の
六
月
、

ア
メ
リ
カ
人
鉱
山
学
者
ラ
イ
マ
ン
に
関
す
る

貴
重
な
文
献
を
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
入
手
し

た
。
そ
れ
が
こ
と
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
呼
び
水
と
な
っ
て
、
坪
井
正
五
郎
や

寺
石
正
路
、
闡
幽
舎
主
人
ら
、
数
多
く
の

学
者
た
ち
を
肥
後
の
考
古
学
史
の
中
に
誘
っ

た
。
そ
の
成
果
の
発
露
は
、
時
に
論
文
で
あ
っ

た
り
、
随
筆
で
あ
っ
た
り
、
講
演
で
あ
っ
た
り
、

新
聞
紙
上
で
あ
っ
た
り
と
様
々
。
そ
の
中
で

も
、
特
に
回
数
が
こ
な
せ
た
の
は
、
前
田
先

生
の
お
声
掛
け
で
始
め
た
「
球
磨
の
考
古
地

誌
」
の
連
載
。
そ
し
て
そ
の
極
み
が
、
昨
年
の

『
肥
後
と
球
磨
、
そ
の
原
史
世
界
に
魅
せ
ら

れ
し
人
々
︱
肥
後
と
球
磨
の
考
古
学
史
︱
』

で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
と
跡
付
け
て
き
た
二
〇
年

で
は
あ
っ
た
が
、
も
う
一
つ
。
そ
ん
な
拙
著
が

本
年
三
月
に
第
三
九
回
熊
日
出
版
文
化
賞
の

栄
誉
に
浴
し
た
こ
と
も
不
思
議
な
縁
で
は
な

い
か
、
と
感
じ
入
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
『
週
刊

ひ
と
よ
し
』
創
刊
二
〇
周
年
に
当
た
る
年
だ

か
ら
だ
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
私
の
二
〇
周
年
も
あ
る

の
で
、
僭
越
な
が
ら
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
こ

う
。
そ
の
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
二
〇
二
〇
年
。

新
た
な
二
〇
年
に
踏
み
出
せ
る
と
。
そ
ん
な

想
い
が
沸
々
と
湧
い
て
き
た
の
で
、
今
暫
く

考
古
学
研
究
を
楽
し
ん
で
み
た
い
と
思
う
。

【
き
ざ
き
・
や
す
ひ
ろ
／
熊
本
市
】

実
に
愉
快
で
あ
る
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
記
念
す
る
企

て
を
模
索
し
始
め
た
。
ド
ク
タ
ー
論
文
の
単

行
本
化
が
そ
れ
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
私
の
先
土

器
時
代
研
究
に
一
つ
の
ピ
リ
オ
ド
が
打
て
る
、

何
あ
ろ
う
、
博
士
号
の
取
得
か
ら
数
え
て

二
〇
年
目
の
年
に
当
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
繰

り
返
し
に
な
る
が
、
先
土
器
時
代
研
究
を
本

格
的
に
始
め
て
、
二
回
目
の
二
〇
周
年
で
も

あ
る
の
だ
。
さ
ら
に
、
二
〇
の
繰
り
返
し
も

「週刊ひとよし」の
連載から生まれた本③
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に
向
か
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
あ
る
日
そ
ん
な
私
の
価
値

観
と
意
識
が
ガ
ラ
っ
と
変
わ
る
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
取
材
で
お
世

話
に
な
っ
た
と
あ
る
集
落
の
ご
高
齢
の
お

母
さ
ん
と
お
話
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
で

す
。「
桃
ち
ゃ
ん
、
あ
ん
た
は
坂
本
の
山

奥
ま
で
行
っ
て
ど
こ
そ
こ
取
材
し
て
く
る

ね
、
私
は
坂
本
に
お
っ
て
今
ま
で
一
回
も

あ
や
ん
と
こ
ろ
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な
か

と
よ
。
運
転
も
し
き
ら
ん
、
今
は
足
も

動
か
ん
、
も
う
ど
こ
も
行
き
ゃ
き
ら
ん
。

ば
っ
て
ん
あ
ん
た
が
代
わ
り
に
行
っ
て
く

れ
る
け
ん
、
テ
レ
ビ
で
み
ら
れ
る
け
ん
よ

か
〜
。
あ
り
が
た
か
〜
。」

　

そ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
私
は
は
っ
と

し
ま
し
た
。
そ
う
か
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
は
坂
本
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
る
に
も
関

に
、
地
方
の
田
舎
へ
や
っ
て
く
る
時
代
で

す
。
彼
ら
は
間
違
い
な
く
、
そ
の
地
域
が

発
信
し
て
い
る
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
紙
媒
体
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手

段
で
隅
々
ま
で
確
認
し
、
自
分
の
理
想
に

合
っ
た
地
域
を
探
し
て
い
る
の
で
す
。
そ

ん
な
時
代
な
の
に
、
う
ち
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
も
し
て
お

ら
ず
、「
は
あ
、な
ん
て
時
代
遅
れ
！
」、「
こ

の
地
域
で
起
こ
っ
た
出
来
事
を
、
こ
の
地

域
の
住
民
へ
発
信
し
て
、そ
ん
な
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。」
と
、
入
社
し

た
頃
は
一
人
悶
々
と
し
た
気
持
ち
で
仕
事

　

地
域
の
話
題
を
い
か
に
外
へ
発
信
す
る

か
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
私
に

と
っ
て
、
そ
も
そ
も
坂
本
町
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
局
で
お
仕
事
を
す
る
こ
と
は
、
私

の
信
念
と
は
ズ
レ
て
い
ま
し
た
。
自
分
が

制
作
し
た
番
組
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
坂
本

町
内
１
５
０
０
世

帯
程
度
の
み
。

　

い
ま
や
都
市
部

か
ら
た
く
さ
ん
の

若
者
が
移
住
や
地

域
お
こ
し
を
目
的

小
さ
な
メ
デ
ィ
ア
の
大
き
な
仕
事

坂
本
桃
子

想
い
、
気
持
ち
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
い
、

そ
れ
を
同
じ
町
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち

に
伝
え
る
こ
と
は
と
っ
て
も
意
義
の
あ
る

こ
と
な
ん
だ
と
、
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
町
が
輝
く
一
番
の
近
道
は
、
住
民

自
身
が
自
分
の
町
の
こ
と
を
知
り
、
興
味

を
持
ち
、
そ
し
て
町
を
愛
し
、
誇
り
を

持
つ
こ
と
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
た
ら
自
ず
と
人
も
集
ま
っ
て

く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
地
域
に
密
着

し
た
う
ち
の
小
さ
な
メ
デ
ィ
ア
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
し
、
や
り
が
い
の
あ
る
深
い
仕
事
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
仕

事
に
め
ぐ
り
あ
え
た
私
は
本
当
に
幸
せ
者

だ
な
あ
〜
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
さ
か
も
と
・
も
も
こ
／
八
代
市
坂
本
町
】

で
文
化
や
方
言
、
考
え
方
も
少
し
違
っ
て

い
た
り
し
ま
す
。
実
は
坂
本
っ
て
い
ろ
ん

な
民
族
が
住
ん
で
い
る
と
い
っ
て
も
間
違

い
で
は
な
い
く
ら
い
、
ま
る
で
宇
宙
の
よ

う
に
ひ
ろ
く
て
無
限
大
な
地
域
だ
っ
た
の

で
す
。
だ
か
ら
同
じ
坂
本
で
も
少
し
離
れ

て
い
る
集
落
の
こ
と
は
別
の
国
の
出
来
事

か
の
よ
う
に
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、

本
当
に
豊
か
で
魅
力
あ
る
祭
り
や
人
材
で

溢
れ
て
い
る
と
取
材
に
行
く
度
に
感
じ
て

い
ま
す
。

　

最
近
は
ど
う
し
て
も
外
へ
の
発
信
が
重

要
視
さ
れ
て
い
て
、
ヨ
ソ
モ
ノ
や
ワ
カ
モ

ノ
や
バ
カ
モ
ノ
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
う
ち

の
町
に
呼
び
込
も
う
！　

イ
ン
ス
タ
映
え

す
る
写
真
を
載
せ
よ
う
！　

だ
な
ん
て
み

ん
な
言
っ
て
い
る
け
ど
、
本
当
は
そ
ん
な

こ
と
よ
り
も
今
実
際
に
こ
こ
で
生
き
て
い

る
人
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
や
故
郷
へ
の

わ
ら
ず
、
行
っ
た
こ
と
の
な
い
場
所
も
た

く
さ
ん
あ
る
の
だ
。
そ
し
て
も
う
随
分
ご

高
齢
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
、
ど
こ
へ
も

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
私
が
深
水

や
鮎
帰
や
中
津
道
の
奥
深
い
集
落
を
散

歩
し
て
い
る
様
子
を
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る

こ
と
で
、
ま
る
で
自
分
が
そ
の
集
落
を
歩

い
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
追
体
験
を
し
て

い
た
ん
だ
。
そ
れ
ま
で
、
外
へ
の
発
信
ば

か
り
に
気
を
と
ら
れ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、

ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
。

　

そ
れ
か
ら
は
考
え
方
が
１
８
０
度
変

わ
り
、
坂
本
の
み
な
さ
ん
に
い
か
に
坂
本

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と

に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

後
か
ら
だ
ん
だ
ん
わ
か
っ
て
き
た
の
で
す

が
、
坂
本
は
元
々
３
つ
の
村
が
合
併
し
て

で
き
た
た
め
、
地
域
ご
と
の
特
色
が
豊
か
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マ
ッ
ク
ス
か
！　

そ
も
そ
も
こ
れ
は
年
間
最
高
勝
率
の
優
勝
チ
ー
ム
決

定
後
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
試
合
が
無
気
力
消
化
試
合
に
な
り
、

観
衆
を
呼
べ
な
い
の
で
こ
れ
を
設
定
し
た
ら
し
い
。
フ
ァ
ン
は
プ
ロ
な
ら

で
は
の
技
を
堪
能
し
た
く
て
球
場
に
来
る
の
だ
。
ひ
い
き
チ
ー
ム
の
応

援
を
し
に
行
く
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
シ
ー
ズ
ン
末
期
に
年
間

打
率
を
下
げ
ぬ
た
め
、
有
力
選
手
を
休
ま
せ
た
り
し
て
、
彼
の
プ
レ
ー

を
フ
ァ
ン
に
見
せ
な
い
の
は
詐
欺
行
為
だ
。
セ
コ
い
の
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
も
の
は
あ
く
ま
で
フ
ェ
ア
・
プ
レ
ー
が
売
り
物
の
は
ず
だ
ろ
う
に
。

　

ア
メ
・
フ
ト
を
発
端
に
レ
ス
リ
ン
グ
・
ボ
ク
シ
ン
グ
・
剣
道
（
居
合
）

な
ど
続
々
と
不
祥
事
が
。
政
界
（
首
相
官
邸
・
一
省
だ
け
じ
ゃ
な
い
）・

大
学
入
試
・
書
道
・
大
相
撲
で
も
似
た
よ
う
な
も
の
。
こ
ち
ら
に
は
も

と
も
と
正
義
の
存
在
な
ど
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
。
…
こ
れ
は
言
い
過

ぎ
た
。こ
こ
の
数
行
は
削
除
。（
簡
単
に
削
除
す
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
か
？

　

あ
ま
り
に
も
言
い
た
い
放
題
な
世
の
中
。
表
現
の
自
由
は
あ
る
が
も

う
少
し
考
え
て
発
言
せ
い
！　

政
治
家
も
あ
な
た
も
）

　

セ
・
リ
ー
グ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
・
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
せ
め
て
ど
ち

ら
か
の
チ
ー
ム
で
も
勝
率
五
割
を
超
え
て
い
て
欲
し
い
。
こ
の
不
名
誉

な
数
字
が
後
世
に
笑
い
草
と
し
て
残
る
の
は
情
け
な
い
。
後
世
の
人
か

ら
「
誰
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
・
シ
リ
ー
ズ
の
こ
と
を
批
判
し
な
か
っ
た
の

か
？
」
と
言
わ
れ
ぬ
よ
う
に
私
が
書
き
残
す
。

【
つ
る
か
み
・
か
ん
じ
／
人
吉
市
】

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
っ
て
何
？　

国
語
字
典
に
は
最
高
潮
、
英
和
辞
典
の

clim
ax

も
最
高
潮
・
絶
項
と
訳
語
が
書
い
て
あ
る
。
日
本
の
プ
ロ
野
球

に
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
・
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。
セ
・
パ
両
リ
ー
グ
と
も
、
年

間
成
績
（
勝
率
）
の
二
位
と
三
位
の
チ
ー
ム
が
戦
い
、
そ
の
勝
者
が
一

位
の
チ
ー
ム
と
争
い
、
そ
れ
に
勝
っ
た
チ
ー
ム
が
日
本
シ
リ
ー
ズ
に
出
場

で
き
る
の
だ
。
そ
れ
な
ら
、
そ
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
こ
そ
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
の
予
選
み
た
い
な
試
合
は
敗
者
復
活
戦
に
過
ぎ
な

い
。下
位
リ
ー
グ
へ
の
格
下
げ
決
定
戦
？　

︱
︱
勝
率
五
割
以
下
の
チ
ー

ム
同
士
の
闘
い
だ
も
の
。「
そ
ん
な
試
合
を
観
て
ど
う
す
る
」
と
言
い
た

い
と
こ
ろ
だ
が
、
勝
負
は
水
物
、
三
位
の
チ
ー
ム
が
勝
ち
上
が
っ
て
日

本
一
に
な
っ
た
り
（
下
剋
上
）
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
面
白
い
。
敗
け

た
チ
ー
ム
は
面
目
ま
る
つ
ぶ
れ
。
戦
犯
を
探
し
出
し
、
見
せ
し
め
に
そ

の
選
手
を
処
分
し
た
く
も
な
ろ
う
。

　

今
年
の
セ
ン
ト
ラ
ル
・
リ
ー
グ
︱
︱
ま
さ
に
年
間
勝
率
五
割
以
下
の

二
チ
ー
ム
が
戦
う
こ
と
に
な
り
そ
う
。
そ
ん
な
も
の
の
ど
こ
が
ク
ラ
イ

こ
れ
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
？

　

 

鶴
上
寛
治

イ
マ
イ
カ
ブ
リ
は
カ
タ
ツ
ム
リ
を
食
べ
る
ら
し
い
が
、
あ
ま
り
お
目
に

か
か
ら
な
い
。

　

昨
秋
、
カ
マ
キ
リ
の
卵
は
鳥
か
ト
カ
ゲ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
と

ご
と
く
食
い
ち
ぎ
ら
れ
て
い
た
の
で
心
配
し
て
い
た
ら
、
何
匹
か
畑
で

見
か
け
た
の
で
生
き
延
び
て
い
た
ら
し
い
。
ア
ブ
ラ
ナ
の
葉
に
は
オ
レ

ン
ジ
色
の
亀
虫
が
つ
き
、
葉
を
吸
い
枯
ら
す
が
、
こ
れ
ら
は
カ
マ
キ
リ

が
退
治
し
て
く
れ
る
。
こ
の
亀
虫
も
繁
殖
が
旺
盛
で
困
っ
た
も
の
だ
。

　

瓜
類
に
は
瓜
虫
が
幼
苗
を
吸
い
枯
ら
す
。
こ
れ
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
保
護
し
て
、
大
き
く
育
て
ば
葉
が
硬
く
な
っ
て
虫
の
方
も
諦
め
て

く
れ
る
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
青
虫
に
負
け
る
の
で
植
え
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
。

　

ど
の
野
菜
に
も
虫
が
つ
く
の
で
、
丁
寧
に
洗
わ
な
い
と
い
け
な
い
の

で
困
っ
た
も
の
だ
。
そ
れ
で
も
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
や
シ
シ
ト
ウ
が
少
し

ず
つ
で
も
収
穫
で
き
る
の
が
楽
し
み
だ
。

　

庭
木
の
松
に
は
松
毛
虫
が
大
量
発
生
し
て
枯
れ
た
よ
う
に
な
り
、

下
に
糞
が
落
ち
て
い
た
の
で
、
主
人
が
三
日
間
木
登
り
し
て
退
治
し

て
く
れ
た
。
松
の
芯
つ
み
な
ら
ぬ
虫
切
り
、
大
き
い
の
は
十
㎝
ほ
ど

に
も
な
る
。
最
近
や
っ
と
緑
が
か
っ
て
見
え
る
。
天
敵
の
い
な
い
虫
を

国
に
入
れ
な
い
こ
と
、
天
敵
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

【
た
け
い
・
き
ょ
う
こ
／
人
吉
市
】

　

夏
に
な
っ
て
野
菜
も
元
気
に
生
長
し
て
い
る
が
、
困
っ
た
こ
と
に
虫

類
も
繁
殖
し
は
じ
め
た
。
ま
ず
ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ
（
薄
皮
蝸
牛
）。

小
さ
な
カ
タ
ツ
ム
リ
で
、
繁
殖
の
様
子
が
す
さ
ま
じ
い
。
ナ
ス
や
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
葉
の
裏
に
五
、六
匹
食
い
つ
い
て
い
る
。
一
匹
で
は
わ
ず

か
な
面
積
し
か
食
べ
な
い
が
、
何
匹
も
い
る
の
で
オ
ク
ラ
の
葉
な
ど

は
ス
カ
ス
カ
に
な
る
ま
で
食
べ
尽
く
す
。
キ
ュ
ウ
リ
の
葉
、
ル
ッ
コ
ラ
、

イ
ン
ゲ
ン
、
ネ
ギ
と
、
あ
ら
ゆ
る
葉
を
食
い
荒
ら
す
。
毎
朝
、
葉
を

め
く
っ
て
虫
を
取
る
が
、
小
さ
い
の
は
指
で
潰
し
て
い
る
。
解
体
に
来

た
お
じ
さ
ん
が
、
カ
タ
ツ
ム
リ
の
中
に
は
病
原
菌
を
持
つ
寄
生
虫
が
い

て
、
や
た
ら
と
手
で
触
っ
た
ら
危
険
だ
と
テ
レ
ビ
で
言
っ
て
い
た
と
聞

き
、
こ
れ
か
ら
は
手
袋
を
し
て
処
理
し
よ
う
と
思
っ
た
。
昔
こ
ん
な

虫
は
い
た
か
し
ら
、
天
敵
は
い
な
い
の
か
。
昔
は
殺
虫
剤
と
か
使
わ

な
か
っ
た
思
う
が
、
確
か
め
る
術
が
な
い
。

　

あ
る
朝
、
カ
エ
ル
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
葉
の
間
に
い
た
の
で
、
虫
を

退
治
し
て
く
れ
な
い
か
と
期
待
し
た
が
ち
ょ
っ
と
臭
い
が
き
つ
い
。
マ

虫
の
世
界

　

 

武
井
京
子
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人
吉
藩
の
大
水
害 

②

　
　

宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年  

前
代
未
聞
の
大
洪
水

　

 

尾
方
保
之

　

前
回
は
、
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
の
大
洪
水
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

こ
の
大
洪
水
で
は
胸
川
と
球
磨
川
が
氾
濫
し
、
城
内
を
は
じ
め
城
下
町

に
濁
流
が
流
入
し
、
青
井
社
楼
門
が
一・
二
ｍ
も
浸
水
し
た
。
城
内
や

人
吉
町
は
舟
で
往
来
し
た
と
い
う
。

　

今
回
は
、
こ
の
大
洪
水
を
超
え
る
〝
前
代
未
聞
の
大
洪
水
〟
と
言
わ

れ
る
〝
宝
暦
五
年
の
大
洪
水
〟
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

球
磨
川
、
常
水
に
五
・
二
ｍ
増
水

　

宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
の
大
洪
水
に
つ
い
て
、『
探
源
記
六
』（
人

吉
市
立
図
書
館
蔵
）
は
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。（
読
み
下
し
文
）

　
「
同
年
五
月
中
旬
比
よ
り
雨
降
り
続
き
日
々
止
ま
ず
、
然
る
に
六
月

八
日
夜
よ
り
甚
雨
雷
鳴
、
翌
九
日
夕
方
に
至
り
漸
く
小
雨
に
相
成
り
、

前
代
未
聞
の
洪
水
也
。
数
日
の
雨
故
土
地
涸
れ
往
古
よ
り
水
付
こ
れ

無
き
所
水
湧
き
、
大
手
御
門
並
び
に
御
城
外
小
路
町
方
舟
に
て
往
行
、

人
を
助
け
る
所
多
し
。
御
城
内
石
垣
岸
崩
れ
、
其
の
外
所
々
に
破
損
所

多
く
、
流
死
人
同
牛
馬
、
且
飢
人
等
こ
れ
有
り
、
御
救
米
出
る
。
…
」

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
五
月
中
旬
頃
か
ら
雨
が
降
り
続
き
、
な
か
な
か
止

ま
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
六
月
八
日
夜
よ
り
激
し
い
雷
雨
と
な
り
、
翌

九
日
、
一
日
中
降
り
続
い
た
雨
は
、
夕
方
に
や
っ
と
小
雨
に
な
っ
た
が
、

前
代
未
聞
の
大
洪
水
が
発
生
し
た
。
数
日
の
雨
の
た
め
、
水
の
な
い
所

に
も
水
が
湧
き
出
て
、
大
手
門
内
を
は
じ
め
、
城
外
の
武
家
屋
敷
の
小

路
や
町
方
で
は
、
舟
で
往
来
し
多
く
の
人
を
助
け
出
し
た
。
城
内
の
石

垣
の
崩
れ
や
各
村
々
の
破
損
が
多
く
、
ま
た
流
死
人
が
多
く
出
た
の
で
、

救
助
米
が
支
給
さ
れ
た
と
い
う
。

　
『
探
源
記
六
』
に
よ
る
と
、
二
十
六
代
頼
峯
（
志
摩
守
）
公
は
八
月

八
日
、
御
用
番
堀
田
相
模
守
へ
御
城
修
理
の
伺
い
書
及
び
御
損
毛
、
御

破
損
所
の
御
届
書
を
提
出
し
た
。

　

私
領
内
肥
後
国
球
麻
郡
五
月
中
旬
よ
り
度
々
雨
降
六
月
八
日
夜
中

よ
り
雷
雨
甚
敷
翌
九
日
洪
水
損
失
覚

一　

水
田　

三
百
八
拾
三
町
七
反
八
畝

　
　
　

内

　
　

一　

百
三
拾
六
町
六
反
三
畝
拾
八
歩　
　
　

永
荒

　
　

一　

弐
百
四
拾
七
町
壱
反
四
畝
拾
弐
歩　
　

當
荒

一　

畠　

拾
五
町
五
反
三
畝
弐
拾
四
歩

　
　
　

内

　
　
　

一　

六
町
九
反
六
畝
拾
五
歩　
　

永
荒

　
　
　

一　

八
町
五
反
七
畝
九
歩　
　
　

當
荒

一　

城
内
曲
輪
岸
崩　
　
　
　

弐
箇
所

一　

同　

外
曲
輪
石
垣
崩　
　

壱
箇
所

一　

流
家　

弐
百
壱
軒　
　
　

郷
町

一　

潰
家　

二
百
八
十
三
間　

郷
町

一　

潰
堂　

七
宇

一　

潰
社　

四
箇
所

一　

潰
寺　

三
箇
所

一　

落
堰　

五
千
弐
百
拾
七
間
程

一　

川
除
崩　

壱
万
百
四
拾
壱
間
程

一　

道
崩　

六
千
三
百
九
拾
七
間
程

一　

溝
土
手
崩　

三
千
三
百
四
拾
六
間
程

一　

堤
崩　

五
箇
所

一　

落
橋　

六
拾
六
箇
所

一　

山
野
崩　

壱
万
弐
千
五
百
弐
拾
五
箇
所

一　

流
木
倒
木　

千
三
百
拾
八
本
程

一　

流
死　

五
拾
四
人　
　

郷
町

　
　
　

内

　
　

一　

男　

三
拾
四
人

　
　

一　

女　

弐
拾
人

一　

流
牛
馬　

拾
六
疋

　
　
　

内

　
　

一　

馬　

拾
弐
疋

　
　

一　

牛　

四
疋

一　

増
水　

常
水
ニ
壱
丈
七
尺

　

右
の
通
り
御
座
候　

御
届
申
上
候　

田
畠
損
毛
高
之
儀
者

　

未
相
知
候
間　

追
而
可
申
上
候　

以
上

　
　

七
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
良
志
摩
守

　

被
害
届
に
よ
れ
ば
、
水
田
三
百
八
十
三
町
歩
余
が
大
き
な
被
害
を

受
け
、
そ
の
三
分
の
一
の
百
三
十
町
歩
余
が
復
旧
不
能
な
永え

い
あ
れ荒
と
な
っ
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水
害
の
被
害
が
如
何
に
大
き
か
っ
た
か
を
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

飢
人
…
八
百
九
十
七
人

　

宝
暦
五
年
六
月
の
大
洪
水
で
家
屋
の
流
失
・
倒
壊
で
食
糧
を
失
っ
た

者
が
多
く
、
彼
ら
は
飢
人
と
な
っ
た
。

　
『
探
源
記
六
』
に
よ
れ
ば
、
藩
の
菱
刈
源
兵
衛
は
八
月
八
日
、
幕
府

に
次
の
よ
う
に
届
け
出
た
。

　
「
肥
後
国
球
麻
郡
六
月
九
日
大
雨
洪
水
に
付
い
て
、
飢
え
に
及
び
候

者
八
百
九
拾
七
人
こ
れ
有
り
候
間
、
早
速
夫
食
下
行
申
し
付
け
置
き

候
段
申
し
来
た
り
候
。
以
上
」（
読
み
下
し
文
）

　

こ
れ
に
よ
り
、
八
百
九
十
七
人
の
飢
人
が
で
た
た
め
、
食
糧
が
与
え

ら
れ
救
助
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

藩
は
、
ま
た
城
内
曲
輪
の
崖
（
岸
）
の
崩
れ
と
石
垣
の
修
理
に
つ
い

て
も
、
修
理
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。

二
ケ
月
後
、
台
風
襲
来

　

こ
の
大
水
害
の
二
ケ
月
後
の
八
月
二
十
四
日
、
台
風
が
襲
来
し
た
。

　

そ
の
被
害
は
、
家
屋
の
倒
壊
（
潰
家
）
八
百
八
十
八
軒
、
寺
社
の
倒

た
。
そ
し
て
残
り
二
百
四
十
町
歩
余
は
、
復
旧
可
能
な
（
当
年
限
り

年
貢
免
除
）
当と

う
あ
れ荒
の
水
田
で
あ
っ
た
。
こ
の
被
害
面
積
は
、
当
時
の
水

田
面
積
（
約
三
千
六
百
町
歩
）
の
約
一
割
に
当
た
る
。
畠
地
の
被
害
は

少
な
か
っ
た
。

　

人
吉
城
内う

ち

曲く
る

輪わ

で
二
ケ
所
の
崖
（
岸
）
崩
れ
が
あ
り
、外そ

と

曲く
る

輪わ

で
は
、

一
ケ
所
石
垣
の
崩
れ
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
大
洪
水
は
常
水
よ
り
一
丈
七
尺
（
五
・一
ｍ
）
も
高
い
増
水
で
あ
っ

た
た
め
、
各
地
で
大
氾
濫
を
起
こ
し
堰
や
川か

わ
よ
け除
（
堤
防
）、
さ
ら
に
道

路
や
橋
を
次
々
に
破
壊
す
る
と
共
に
、
田
畑
や
家
屋
に
浸
水
し
流
失
せ

し
め
た
。
流
家
二
百
軒
ほ
ど
、
倒
壊
二
百
八
十
軒
余
、
落
橋
六
十
六

ケ
所
と
な
っ
て
い
る
。
山
野
の
崩
れ
も
ひ
ど
く
、
一
万
二
千
五
百
ケ
所
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
大
水
害
に
よ
っ
て
五
十
四
人
が
流
死
し
、
牛
馬
十
六
匹
も
流
死

し
た
。
こ
れ
こ
そ
前
代
未
聞
の
大
水
害
で
あ
っ
た
。
人
吉
新
聞
「
60
年

の
出
来
事
」
に
よ
れ
ば
、

昭
和
四
十
年
７
・
３
水
害

の
被
害
と
し
て
、
死
者

二
人
、
二
十
二
戸
流
失
、

浸
水
二
千
二
百
戸
と
記

し
て
い
る
。
宝
暦
五
年
の

現在の人吉城内北側石垣
（高さ3.8ｍ）

介
さ
れ
て
い
る
肥
後
藩
の
「
被
害
届
」
に
よ
れ
ば
、
芦
北
郡
球
磨
川
筋

に
あ
る
瀬
戸
山
の
崩
壊
に
よ
る
萩
原
堤
防
の
決
壊
が
、
そ
の
原
因
で
あ
っ

た
と
い
う
。

　

六
月
九
日
、
瀬
戸
山
が
高
さ
二
百
間
（
約
三
六
〇
ｍ
）
横
百
五
十

間(

約
二
七
〇
ｍ)

崩
れ
落
ち
、
川
迎
え
に
あ
る
山
に
高
さ
二
百
間
、

横
百
間
（
約
一
八
〇
ｍ
）
ほ
ど
突
き
あ
げ
た
た
め
、
こ
の
山
も
崩
れ
落

ち
、
球
磨
川
を
埋
め
て
し
ま
い
、
そ
の
た
め
洪
水
が
逆
流
し
、
水
か
さ

が
三
十
〜
四
十
間
（
約
五
四
～
七
二
ｍ
）
も
高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

や
が
て
せ
き
止
め
た
土
砂
が
水
圧
で
押
し
流
さ
れ
、
濁
流
が
下
流
に
あ

ふ
れ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
下
流
の
堅
固
な
萩
原
堤
防
が
こ
と
ご
と
く

決
壊
し
、
さ
ら
に
濁
流
が
八
代
平
野
に
流
れ
込
ん
だ
の
だ
っ
た
。

　

肥
後
藩
は
、
六
月
一
日
か
ら
九
日
ま
で
の
大
雨
洪
水
と
山
崩
れ
に
よ

る
損
毛
破
損
の
届
を
幕
府
に
対
し
て
具
体
的
に
提
出
し
た
が
、
そ
の
被

害
の
主
な
も
の
だ
け
を
上
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一　

高　

二
十
三
万
五
百
六
十
余
石　

潮
入　

石
砂
入　

洗
剥　

山
崩

　
　
　

此
内　

田　

二
万
千
七
百
五
十
三
町
余

　
　
　
　
　
　

畑　

七
千
六
百
二
十
五
町
余

一　

塩
浜　

九
十
七
町
五
反

一　

塩
塘　

三
千
四
百
十
五
間

壊
十
五
ケ
所
、
倒
木
三
千
八
百
本
、
死
者
三
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

藩
は
、
六
月
の
大
洪
水
、
そ
の
後
の
虫
付
、
そ
し
て
八
月
の
台
風
に

よ
る
被
害
の
届
を
幕
府
に
次
の
よ
う
に
提
出
し
た
。

　
「
領
内
六
月
九
日
洪
水
、
其
の
以
後
水
田
虫
付
、
八
月
廿
四
日
大
風

雨
損
毛
石
高
左
の
通
り

　
　

一　

高
米　

一
万
弐
千
八
拾
四
石
八
升
余　

」

　

こ
の
損
亡
（
毛
）
高
は
、
米
一
万
二
千
八
十
四
石
余
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
主
に
年
貢
米
の
損
失
高
を
示
し
て
い
る
。
当
時
の
年
貢
米
が
約

二
万
四
千
石
だ
っ
た
の
で
、
例
年
の
半
分
ほ
ど
が
減
損
し
た
こ
と
に
な

る
。
享
保
十
七
（
一
七
三
二
）
年
の
大
飢
饉
の
と
き
の
年
貢
米
収
入
は

九
千
石
余
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
次
ぐ
減
損
額
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　

藩
の
年
貢
米
収
入
が
半
分
し
か
な
い
と
、
武
士
の
知
行
米
や
扶
持
米
、

役
人
な
ど
の
扶
助
米
が
十
分
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
藩
に
と
っ

て
も
領
民
に
と
っ
て
も
厳
し
い
年
と
な
っ
た
。

八
代
萩
原
堤
防
決
壊
…
溺で

き

死し

五
百
六
人

　

六
月
九
日
の
球
磨
川
大
洪
水
は
、
下
流
の
肥
後
藩
の
八
代
地
域
に
も

大
被
害
を
残
し
た
。
種
元
勝
弘
氏
が
「
人
吉
文
化
50
～
51
号
」
に
紹
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戸
の
家
屋
が
倒
壊
す
る
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
残
し
た
た
め
、
年
貢
米

な
ど
の
損
亡
高
は
一
万
二
千
石
余
と
な
っ
た
。
例
年
の
年
貢
米
の
半
分

ほ
ど
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
厳
し
い
財
政
の
も
と
で
、
藩
は
災
害
の
復
旧
を
進
め
る
と
共
に
、

生
活
に
苦
し
む
武
士
や
農
民
た
ち
の
救
済
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

　

翌
年
の
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
八
月
、
家
老
た
ち
は
家
中
武
士
を

御み

館た
ち

に
集
め
、
生
活
の
助
成
金
と
し
て
「
手
判
銀
」
の
貸
付
け
を
一
同

に
提
案
し
た
。
多
く
の
武
士
は
希
望
し
た
が
、
一
部
の
上
級
武
士
は
強

く
反
対
し
た
。「
手
判
銀
」
の
貸
付
け
を
め
ぐ
っ
て
、
藩
内
が
二
つ
に
分

裂
し
、
お
家
騒
動
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
「
御
手

判
銀
事
件
」（
金
家
騒
動
）で
あ
る
。
藩
主
を
巻
き
込
ん
だ
お
家
騒
動
は
、

藩
主
の
暗
殺
事
件
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
。

【
お
が
た
・
や
す
ゆ
き
／
求
麻
郷
土
研
究
会
、
球
磨
郡
錦
町
】

※
訂
正
＝
前
回
文
末
の
餓
人
を
〝
飢4

人
〟
に
、
餓
米
は
〝
飢4

米
〟
に

　

そ
れ
ぞ
れ
訂
正
い
た
し
ま
す
。

一　

流
舟　

百
一
艘

一　

流
失　

蜜
柑
二
百
四
十
本
余

一　

流
家　

二
千
百
十
八
軒

一　

溺
死　

五
百
六
人

一　

怪
我
人　

五
十
六
人

一　

溺
死
牛
馬　

五
十
八
疋　

　

約
三
万
町
歩
の
田
畑
が
被
害
を
受
け
、
そ
の
損
亡
高
が

二
十
三
万
五
百
石
余
と
な
っ
て
い
る
。
肥
後
藩
の
朱
印
高
五
十
四
万
石

（
実
高
七
五
万
石
）
の
約
半
分
の
損
害
で
あ
る
。
二
千
戸
以
上
の
家
屋

が
流
失
し
、
五
百
六
人
が
溺
死
し
た
。
肥
後
藩
に
と
っ
て
も
、
宝
暦
の

大
洪
水
は
、
人
吉
藩
以
上
の
大
災
害
で
、
こ
れ
こ
そ
前
代
未
聞
の
大
水

害
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

貸
付
金
「
手
判
銀
」
を
め
ぐ
る
お
家
騒
動
へ

　

宝
暦
五
年
の
六
月
九
日
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
、
約
五
百
戸
の
家
屋
が

流
失
・
倒
壊
し
、
約
四
百
町
歩
の
田
畑
が
被
災
し
た
。
さ
ら
に
五
十
四

人
の
犠
牲
者
が
出
る
と
共
に
、
約
九
百
人
の
飢
人
を
生
む
と
い
う
前
代

未
聞
の
大
災
害
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
二
ヶ
月
後
の
台
風
に
依よ

っ
て
約
九
百

八
月
忌
遠
い
記
憶
を
ふ
り
か
え
る
灼
熱
の
中
玉
音
聞
き
し
を

吾
こ
こ
に
五
十
路
届
か
ず
逝
く
な
れ
ど
香
り
て
咲
け
よ
子
供
た
ち

守
永　

和
久

飲
み
過
ぎ
て
眠
れ
ぬ
夜
に
又
ビ
ー
ル
意
志
の
弱
さ　

自
嘲
し
つ
つ
も

八
月
の
十
五
日
に
は
手
を
合
は
す
大い

く
さ戦
の
元
凶
伝
へ
る
べ
き
と

河
内　

徹
夫

冥
福
と
平
和
を
願
い
梵か

ね鐘
を
撞
く
各
地
に
起
こ
る
災
害
思
い

心
地
よ
く
寝
入
る
夫
居
て
願
ふ
な
り
心
静
か
に
厨
に
立
て
る
を

中
村
美
喜
子

終
戦
は
国
民
学
校
二
年
生
辛
苦
な
め
た
る
わ
が
身
を
想
ふ

終
戦
の
ト
ラ
ウ
マ
抱
え
辛
き
目
を
今
と
な
り
に
て
は
自
己
分
析
す

西　
　

武
喜

初
盆
の
亡
夫
を
待
ち
居
る
わ
た
く
し
に
子
孫
集
り
話
が
は
づ
む

玄
関
先
草
取
り
せ
ず
に
を
い
た
花
お
盆
に
咲
い
て
亡
夫
を
迎
へ
る

釜
田　
　

操

友
と
逢
い
昔
話
に
花
が
咲
き
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
に

久
し
ぶ
り
雨
に
恵
ま
れ
安
眠
す
肌
に
感
じ
る
自
然
の
恵
み

中
原　

康
子

遠
い
日
に
幼
子
連
れ
て
行
き
し
河か

わ原
今
は
居
間
に
て
花
火
の
音
聞
く

久
し
振
り
畑は

た
け

に
出
れ
は
雑
草
は
強
く
根
を
張
り
悪
戦
苦
闘

三
原　

光
代

老
い
深
く
わ
が
身
近
く
に
精
霊
船
仏
陀
の
説
き
し
輪
廻
の
夢
を

納
涼
の
花
火
と
共
に
夏
が
ゆ
く
わ
が
終
活
も
そ
ろ
そ
ろ
幕
か

橋
詰　

了
一

無
事
な
れ
と
ひ
と
匙
ひ
と
さ
じ
食
べ
さ
せ
る
妻
の
笑
顔
に
助
け
ら
れ
つ
つ

亡
き
妻
に
ひ
と
夜
ふ
た
夜
と
添
い
寝
し
つ
遠
き
想
ひ
出
語
り
掛
け
た
り

堀
田　

英
雄

鶺せ

き

れ

い鴒
短
歌
会
　
　
　
八
月
詠
草
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き
な
方
に
差
し
上
げ
て
く
だ
さ
い
と
お
願

い
し
て
お
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
津
軽
の
地

に
も
郷
土
最
大
の
英
傑
・
相
良
清
兵
衛
殿

に
対
す
る
正
し
い
理
解
が
深
ま
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
清
兵
衛
殿
に
対
す
る
敬
愛
の
念

が
根
づ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　

津
軽
鉄
道
で
は
冬
季
に
運
行
さ
れ
る
ス

ト
ー
ブ
列
車
が
有
名
で
す
。
国
内
だ
け
で

な
く
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
多
く
、
中
に

は
毎
年
参
加
す
る
、
津
軽
の
冬
に
魅
せ
ら

れ
た
人
も
い
る
そ
う
で
す
。
五
所
川
原
の

駅
舎
に
は
、
冬
季
に
使
用
さ
れ

た
石
炭
ス
ト
ー
ブ
が
仕
舞
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
沿
線
に
は
太

宰
治
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
あ
り
、

ま
た
吉
幾
三
の
出
生
地
も
見
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
吉
幾
三

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
全
く

津軽鉄道五所川原駅舎風景
（2018, 原田）

関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彼
の
顔

が
典
型
的
な
津
軽
顔
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

一
挙
に
親
し
み
が
生
じ
ま
し
た
。

　

津
軽
鉄
道
の
乗
車
時
間
は
、
小
枝
さ
ん

と
の
出
会
い
が
あ
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
去
り
、
終
点
中
里
駅
に
到
着
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
お
互
い
に
手
を
振
り
合
い
な

が
ら
お
別
れ
し
ま
し
た
。
中
里
駅
で
は
今

別
行
き
の
バ
ス
の
出
発
時
間
ま
で
二
時
間

近
く
の
待
ち
時
間
が
あ
り
、
駅
前
の
展
示

館
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
奥
津
軽

の
文
物
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
数
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

に
よ
っ
て
、
土
産
物
と
独
り
暮
ら
し
の
老

人
た
ち
の
為
の
日
用
品
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
土
産
物
を
物
色
し
て
い
た
ら
、

私
の
年
齢
を
二
回
り
ほ
ど
見
間
違
え
た
ら

し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
、
す
で
に
孫
が

い
る
娘
に
、「
津
軽
で
嫁
っ
子
に
行
っ
た
ら

時
間
や
到
着
時
間
な
ど
の
必
要
事
項
の
一

切
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

偶
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
親

切
な
方
に
お
会
い
で
き
た
の
は
非
常
に
有

り
難
い
こ
と
で
し
た
。
話
を
し
て
い
た
ら

小
枝
さ
ん
が
大
変
な
歴
史
好
き
だ
と
分
か

り
、
弘
前
で
は
持
参
し
た
拙
著
を
渡
す
相

手
が
見
つ
か
ら
ず
弱
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

こ
れ
で
拙
著
も
面
目
を
失
わ
ず
に
す
み
ま

し
た
。
二
冊
の
中
の
一
冊
に
署
名
し
て
お

渡
し
し
、
一
冊
は
お
友
達
の
中
の
歴
史
好

自
由
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
改
札
口
か
ら
跨こ

線せ
ん

橋き
ょ
うを
渡
っ
て

Ｊ
Ｒ
の
線
路
を
越
え
た
向
こ
う
側
に
津
軽

鉄
道
の
小
さ
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
あ
り
、

二
両
連
結
の
黄
色
い
列
車
が
待
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
時
の
乗
客
は
わ
ず
か
で
あ
り
、

立
派
な
体
格
の
若
い
案
内
係
の
女
性
が
、

私
た
ち
を
よ
そ
者
と
見
た
の
で
し
ょ
う
、

満
面
の
笑
み
を
た
た
え
て
近
づ
い
て
来
ら

れ
ま
し
た
。
頂
い
た
名
刺
に
は
小
枝
美
智

子
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
日
中
に
倉

敷
に
帰
る
と
言
う
私
た
ち
の
計
画
を
見
た

小
枝
さ
ん
は
、
竜
飛
岬
行
き
は
時
間
的
に

無
理
で
す
と
お
っ
し
ゃ
り
、
東
北
新
幹
線

の
始
発
駅
で
あ
り
、
同
時
に
北
海
道
新
幹

線
の
終
着
駅
で
も
あ
る
奥
津
軽
の
今い

ま
べ
つ別

駅

を
目
指
す
新
た
な
計
画
書
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
こ
の
計
画
書
に
は
帰
路
に

つ
い
て
も
使
用
交
通
機
関
と
、
そ
の
始
発

カ
陽
気
で
暖
か
く
、
快
適
な
気
候
で
し

た
。
土
手
に
は
真
っ
白
な
房
状
の
花
を
つ

け
た
ア
カ
シ
ア
の
枝
が
た
れ
下
が
り
、
ほ

の
か
に
匂
う
甘
い
香
り
を
漂
わ
せ
て
い
ま

し
た
。
道
端
に
見
ら
れ
る
フ
キ
や
イ
タ
ド

リ
は
、
西
日
本
の
も
の
よ
り
か
な
り
大
き

く
、
別
種
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
私

た
ち
の
土
地
で
は
山
地
で
し
か
見
る
こ
と

の
な
い
フ
キ
や
イ
タ
ド
リ
が
、
住
宅
地
に

も
分
布
自
生
し
て
い
る
姿
は
、〝
所
変
わ

れ
ば
品
変
わ
る
〟
そ
の
も
の
で
あ
り
、
全

く
予
定
外
で
あ
っ
た
こ
の
散
策
の
価
値
を

更
に
高
め
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

五
所
川
原
駅
で
は
Ｊ
Ｒ
五
能
線
と
津
軽

鉄
道
の
駅
舎
が
並
べ
て
建
て
ら
れ
て
い
て
、

津
軽
紀
行  

㈢

　

次
の
日
、即
ち
六
月
九
日
（
日
）
に
は
、

本
州
最
北
東
端
の
竜た

っ

飛ぴ

岬み
さ
きを
目
指
す
こ

と
と
し
ま
し
た
。
先
ず
弘
前
駅
か
ら
バ
ス

で
津
軽
半
島
を
北
上
し
、
私
鉄
津
軽
鉄

道
の
始
発
駅
が
あ
る
五ご

所し
ょ

川が

原わ
ら

に
向
か
い

ま
し
た
。
津
軽
鉄
道
は
昔
、
森
林
鉄
道

と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
五
所
川
原

と
終
点
中な

か
ざ
と里
駅
と
の
区
間
、
二
〇
・
七
㎞

を
四
十
五
分
で
走
る
ロ
ー
カ
ル
線
で
す
。

　

出
発
ま
で
約
五
十
分
の
時
間
が
あ
っ
た

の
で
、
線
路
を
越
え
て
駅
周
辺
の
小
道
を

歩
き
ま
し
た
。
北
国
と
い
う
の
に
ポ
カ
ポ

倉
敷
便
り   

㉑ 　

  

絵
と
文
／
原
田 

正
史
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な
り
ま
す
。
プ
ロ
ペ
ラ
機
は
津
軽
半
島
を

少
し
北
上
し
た
後
、
反
転
し
て
高
度
を
上

げ
、
往
路
と
少
し
違
う
内
陸
部
を
進
み
ま

す
。
そ
の
時
で
し
た
。
一
面
に
広
が
る
下

層
雲
を
突
き
破
っ
た
状
態
で
岩
木
山
の
上

半
部
が
薄
青
色
に
輝
き
な
が
ら
出
現
し
ま

し
た
。
実
に
見
事
な
光
景
で
あ
り
、
私
に

は
岩
木
山
が
「
ま
た
来
い
よ
」
と
言
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
長
野
県
上
空

に
入
っ
た
時
、
雲
が
消
え
、
夕
日
を
受
け

た
御
嶽
山
が
白
煙
を
た
な
び
か
せ
て
い
る

の
が
は
っ
き
り
見
え
ま
し
た
。
知
多
半
島

に
達
し
た
と
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
ペ
ラ
機
は
進
行

方
向
を
西
に
転
じ
、
奈
良
盆
地
を
越
え
て

大
阪
伊
丹
空
港
に
着
陸
し
ま
し
た
。
大
阪

か
ら
は
新
幹
線
で
倉
敷
に
向
か
い
、
自
宅

に
到
着
し
た
の
は
、午
後
九
時
半
で
し
た
。

【
は
ら
だ
・
ま
さ
ふ
み
／
元
人
吉
市

文
化
財
保
護
委
員
、
倉
敷
市
】

入
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
走
っ
た
後
、
東
北

新
幹
線
と
並
走
す
る
道
路
に
入
り
、
北

上
し
ま
す
。
段
丘
を
抜
け
て
平
地
に
入

る
と
、
今
別
地
域
と
な
り
、
や
っ
と
人
家

が
点
在
す
る
風
景
と
な
り
ま
し
た
。
間

も
な
く
バ
ス
は
目
的
地
で
あ
る
今
別
駅
前

に
到
着
で
す
。
バ
ス
を
降
り
る
と
気
温
は

15
℃
に
低
下
し
て
お
り
、
シ
ャ
ツ
一
枚
の

薄
着
で
あ
る
私
は
思
わ
ず
身
震
い
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
襲
っ
て
く
る
寒
気
を
防
ぐ

術
は
な
く
、
目
の
前
に
そ
そ
り
立
つ
四
階

建
て
の
駅
舎
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。
内
部

は
暖
房
さ
れ
て
い
て
一
息
つ
き
ま
し
た
。

大
型
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
最
上
階
の
乗
り

場
へ
出
た
ら
、
乗
客
は
私
た
ち
二
人
の

ほ
か
に
、
若
い
男
性
が
一
人
い
る
だ
け
で

し
た
。
今
別
駅
か
ら
青
森
駅
に
向
か
い
、

電
車
で
青
森
空
港
に
入
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
往
路
と
同
じ
く
機
上
の
人
と

良
か
ん
べ
さ
」
と
言
わ
れ
、
大
喜
び
し
て

い
ま
し
た
。
も
と
も
と
九
州
の
山
里
育
ち

で
あ
る
娘
と
、
奥
津
軽
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
は
遠
隔
の
土
地
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

気
心
が
通
じ
合
う
も
の
が
あ
る
ら
し
く
、

す
ぐ
打
ち
解
け
て
仲
良
し
と
な
り
、
話
が

は
ず
み
ま
し
た
。
別
れ
に
際
し
て
「
待
っ

て
お
っ
か
ら
ヨ
、
ま
た
津
軽
さ
来
て
く
ん

ろ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
今
別
行
き
の
バ

ス
に
乗
る
と
展
示
館
の
窓
越
し
に
涙
顔
で

手
を
振
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
見
え
ま

し
た
。

　

中
里
を
出
た
バ
ス
は
、
段
丘
崖
下
に

延
び
る
道
路
を
北
上
し
ま
す
。
左
手
は

海
岸
近
く
ま
で
広
が
る
人
家
の
な
い
水

田
地
帯
で
す
。
集
落
は
、
海
岸
近
く
と

バ
ス
の
走
る
道
路
沿
い
に
し
か
存
在
し
ま

せ
ん
。
や
が
て
バ
ス
は
進
路
を
東
北
東
に

転
じ
、
段
丘
上
に
広
が
る
森
林
地
帯
に

　
「
口
」
が
四
つ
も
あ

る
。「
口
」
三
つ
の
「
品
」

が
口
部
な
ら
ば
、
当
然

こ
の
字
は
【
口
部
】
で

し
か
な
い
。
訓
読
み
は

ウ
ツ
ワ
。
ゴ
キ
（
御
器
）
は
木
で
作
っ
た
う
つ

わ
（
器
）
で
、木
地
師
た
ち
が
こ
の
技
術
を
持
っ

て
全
国
を
移
動
し
て
回
っ
た
ら
し
い
。
器
械
体

操
を
機
械
体
操
と
は
書
か
な
い
。
な
ん
だ
か

動
力
を
使
っ
て
の
体
操
に
見
え
て
し
ま
う
。
器

用
︱
︱
生
身
の
人
間
の
手
の
器
用
さ
。
便
器

︱
︱
便
機
だ
と
中
の
物
が
機
械
で
吸
い
取
ら

れ
る
よ
う
な
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
る
。

　

射
撃
と
い
う
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
種
目
に

も
な
っ
て
い
る
銃
に
よ
る
も
の
が
頭
に
浮
か
ぶ
が
、

弓
に
よ
る「
射
」の
方
が
先
だ
っ
た
は
ず
。
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
は
世
界
的
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
弓

道
の
方
が
歴
史
も
古
く
、
技
術
も
難
し
そ
う
。
馬

を
走
ら
せ
な
が
ら
馬
上
か
ら
的
を
射
る
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
な
ん
て
芸
術
だ
。
射
的
場

に
も
そ
れ
に
近
い
も
の
が
あ
る
が
、
競
馬
・
競
輪
・
競
艇
・
宝
く
じ
︱
︱

な
ど
を
、
射し

ゃ
こ
う
し
ん

倖
心
と
よ
ん
で
い
る
が
、い
さ
さ
か
批
判
的
な
語
調
で
い
う
。

ま
じ
め
に
働
い
て
…
を
避
け
て
一
攫
千
金
を
も
く
ろ
む
〈
怠
け
者
〉
と
言
っ

て
い
る
み
た
い
。
株
の
取
り
引
き
も
そ
れ
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
（
自
分

は
労
働
し
な
く
て
、
濡
れ
手
に
粟
で
、
利
を
つ
か
む
か
ら
）。
写
生
大
会

と
書
い
た
つ
も
り
が
漢
字
変
換
ミ
ス
で
射
精
大
会
と
な
っ
て
い
る
の
に
気
づ

き
、
大
慌
て
で
書
き
直
し
た
が
、
変
換
ミ
ス
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
。

　
〈
な
く
〉
に
も
、
泣
・
啼
・
哭
・

鳴　

い
ろ
い
ろ
あ
り
、
文
学
者
・
詩

人
ば
か
り
で
な
く
、
動
物
学
者
・
新

聞
雑
誌
記
者
も
、
ど
の
漢
字
を
用
い

る
か
を
選
択
す
る
の
に
苦
労
す
る
。

い
や
楽
し
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「
鳴
」
は
〈
お
ん
ど

り
が
と
き
を
告
げ
る
姿
〉
の
象
形
で
《
①
鳥
獣
が
声
を
出
す
》

だ
が
、
動
物
以
外
で
も
《
②
な
る
（
雷
鳴
）
③
な
ら
す
（
鳴

子
・
悲
鳴
・
鳴
笛
）》
と
広
く
使
わ
れ
る
。
オ
ナ
ラ
は
？　

こ
れ
は
女
房
こ
と
ば
で
、語
源
は
〈
鳴
る
〉
か
ら
だ
が
、ひ
る
・

へ
る
・
す
か
す　

い
ろ
い
ろ
あ
る
。
音
が
聞
こ
え
、
匂
い
が
漂
っ

て
き
ま
し
た
か
？　

も
し
そ
う
な
っ
た
ら
こ
れ
は
名
文
だ
。

【
つ
る
か
み
・
か
ん
じ
／
人
吉
市
】

漢和字典は面白い 13

器

射

鳴

鶴上寛治

漢字遊び　時には気分転換！
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ぬ
と
言
う
と
、
あ
あ
た
方
の
い
わ
っ
し
ゃ

る
事
も
分
か
い
ま
っ
せ
ん
と
言
っ
た
。
婆

さ
ん
子
供
が
あ
る
か
い
。
あ
り
ま
す
と

も
。
幾
つ
だ
い
。
幾
つ
だ
っ
て
大
勢
居
る

さ
あ
。
爺じ

い

さ
ん
は
居
る
の
か
。
爺お

や
じ

さ
ん
か

ね
、
爺
さ
ん
居お

ら
っ
さ
ん
ば
、
一ち

ょ
っ
と寸

ん
楽

し
み
も
な
か
と
で
御
座
い
ま
す
た
い
。
と

や
っ
た
の
で
皆
吹
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。

歯
抜
け
婆
さ
ん
の
愛
嬌
の
あ
る
こ
と
よ
。

︱
略
︱

　
【
筆
者
注
記
】

　

五
人
の
大
江
村
へ
の
歩
き
旅
は
続
く
。

当
時
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
大
変
で
あ
る
。

そ
の
途
中
、
大
き
な
蛇
が
蟇
を
呑
み
込

も
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
く
わ
し
て

都
会
連
中
は
び
っ
く
り
仰
天
す
る
。
し
か

し
一
人
が
弱
き
を
た
す
け
る
義
侠
心
を
出

し
、
蛇
に
め
が
け
て
石
を
何
回
も
投
げ
つ

け
て
蟇
を
助
け
る
。
し
か
し
石
投
げ
Ｉ

生
を
除
い
て
他
の
四
人
は
く
わ
ば
ら

4

4

4

4

〳
〵

と
遠
方
に
逃
げ
て
見
守
っ
て
い
る
。
若
者

は
腰
抜
け
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら

な
い
。                                   （
つ
づ
く
）

　
【
と
み
な
が
・
か
ず
の
ぶ
／
山
口
市
】

　
　
　
（
十
一
）
蛇
と

蟇
ひ
き
が
え
る

　

富
岡
よ
り
八
里
の
道
を
大
江
に
向

う
。
難
道
だ
と
聞
い
た
。
︱
略
︱

　

三
里
か
四
里
は
来
た
ろ
う
。
茶
屋
の

婆ば
ば
あに

婆
さ
ん
の
言
葉
は
ち
っ
と
も
分
か
ら

五人づれ 著『五足の靴』（2007 年、岩波文庫）

　
　

甲か
ふ
ら良

に
刻
む
、
人
の
面お

も

、

　
　

無
念
の
お
も
ひ
、
平
家
蟹
。』

　

︱
略
︱

　
　

源
氏
の
末
よ
、
人
間
よ
、

　
　

わ
が
一
族
ぞ
海
に
生
く

　
　

今
こ
そ
し
の
べ
、
平
家
蟹
。』

　
　

海
に
し
あ
れ
ば
、
人
の
世
の

　
　

つ
り
か
は
り
を
知
ら
ず
し
て
、

　
　

ひ
た
す
ら
怒
る
平
家
蟹
。』

　
　

ひ
と
た
び
立
て
ば
天あ

め

が
下

　
　

清
盛
の
世
に
か
へ
す
べ
き

　
　

未
来
を
想
ふ
、
平
家
蟹
。』

　
【
筆
者
注
記
】

　

赤
間
が
関
は
現
在
の
下
関
で
、
関
門

海
峡
を
往
来
す
る
大
小
様
々
な
船
を
目

の
前
に
望
み
な
が
ら
も
そ
の
昔
、
海
峡
に

散
っ
た
平
家
一
族
を
偲
び
つ
つ
五
人
は
目

的
の
九
州
入
り
を
前
に
想
い
を
馳
せ
た
。

天
草
の
「
五
足
の
靴
」

　

︱
「
パ
ア
テ
ル
さ
ん
」と「
茂
助
」は
何
処
に
居お

る 

⑤

冨
永
和
信

　

こ
の
稿
で
は
『
五
足
の
靴
』
の
原
文
か

ら
特
別
な
部
分
（
前
稿
で
説
明
）
を
抜

粋
し
た
も
の
に
筆
者
の
私
的
愚
考
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
二
）
赤
間
が
関

　

︱
略
︱　

帆ほ

前ま
え
せ
ん船

は
都
会
の
女
の
如

く
、
和
船
は
田
舎
の
百
姓
の
如
く
に
往

来
す
る
。『
船
は
皆
活い

き
て
い
る
ね
。』
と

一
人
が
い
う
、『
う
む
船
に
比
べ
る
と
人

は
ま
る
で
虫
だ
』。『
見
た
所
船
ば
か
り

じ
ゃ
な
い
、
万
物
は
皆
活
き
よ
活
き
よ
と

叫
ん
で
る
じ
ゃ
な
い
か
』。『
こ
こ
は
歴
史

的
の
地
で
あ
り
な
が
ら
全
く
歴
史
を
撥は

つ

無む

し
て
現
在
の
活
動
の
み
が
あ
る
。』
な

ど
と
語
る
。
茶
店
の
女
が
跣は

だ
し足
の
ま
ま
で

酌
ん
で
出
す
番
茶
が
な
か
な
か
う
ま
い
。

　

壇
の
浦
町
を
過
ぎ
て
平へ

い

家け

蟹が
に

を
見

た
。
Ｂ
生
は
歩
き
な
が
ら
一
詩
を
作
る
。

　
　

う
し
な
は
れ
た
る
そ
の
か
み
の

　
　

栄
華
や
如
何
に
。
い
た
づ
ら
に

　
　

歯
を
く
ひ
し
ば
る
平
家
蟹
』。

　
　

腕か
ひ
な

の
鋏は

さ
み刀

、
色
じ
ろ
の
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「
相
良
殿
、
相
良
頼
房
殿
」

　

秀
吉
の
居
る
八
代
屋
敷
は
急
普
請
で
誂
え
た
ら
し
く
、
ま
だ
木
の
匂

い
が
漂
い
真
新
し
い
柱
や
廊
下
が
目
に
付
い
た
。
案
内
の
小
姓
に
続
い

て
そ
こ
を
渡
り
奥
へ
と
進
む
と
、
廊
下
の
両
袖
に
は
お
目
通
り
を
願
う

各
地
の
武
将
達
で
一
杯
で
あ
っ
た
。
尊
敬
の
ま
な
ざ
し
で
見
ら
れ
な
が
ら

更
に
奥
の
広
間
に
着
く
と
、
そ
の
さ
ら
に
高
い
位
置
に
関
白
殿
下
秀
吉

公
が
き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
ま
と
い
座
し
て
い
た
。
一
行
は
殿
下
の
座

る
間
の
手
前
で
ひ
れ
伏
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　
「
お
お
相
良
、
早
速
わ
し
の
と
こ
ろ
へ
参
る
と
は
誠
に
神
妙
、
そ
の
う

え
今
日
は
島
津
衆
の
首
を
持
参
し
た
そ
う
じ
ゃ
の
う
。
ご
苦
労
な
事
で

あ
っ
た
。
先
日
申
し
付
け
た
通
り
球
磨
の
領
地
は
安
堵
い
た
す
ゆ
え
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
秀
吉
の
た
め
に
励
め
よ
」

　
「
早
速
御
尊
顔
賜
り
、
誠
に
恐
悦
至
極
に
ご
ざ
り
ま
す
る
。
こ
の
度

は
我
が
相
良
家
領
地
を
安
堵
賜
り
有
り
難
き
幸
せ
、
頼
房
、
関
白
殿

下
さ
ま
に
更
な
る
忠
勤
を
お
誓
い
申
し
あ
げ
ま
す
」

　
「
う
ん
、
若
く
し
て
な
か
な
か
忠
義
、
さ
す
が
は
南
籐
相
良
家
の
世

継
ぎ
じ
ゃ
。
わ
し
ら
と
は
出
が
違
う
か
ら
な
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

頼
む
ぞ
」

　

秀
吉
は
そ
の
場
で
立
ち
上
が
っ
て
、
着
て
い
た
派
手
な
絹
の
陣
羽
織

を
脱
ぎ
な
が
ら
頼
房
公
の
前
ま
で
行
き
、
そ
の
羽
織
を
自
ら
頼
房
公
に

着
せ
、
さ
ら
に
挿
し
て
い
た
懐
刀
を
与
え
た
。
あ
ま
り
の
出
来
ご
と
に

周
り
に
い
た
豊
臣
の
家
臣
も
相
良
の
一
行
も
あ
ぜ
ん
と
し
た
。
す
で
に

島
津
も
和
睦
を
申
し
込
ん
で
お
り
、
こ
れ
で
九
州
は
す
べ
て
制
圧
し
た

と
い
う
喜
び
か
ら
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
島
津
義
久
は
筆
頭
家
老
の

伊
集
院
忠
棟
や
実
弟
の
義
弘
ほ
か
二
十
数
人
の
人
質
を
差
し
出
す
申
し

出
を
し
て
い
た
の
だ
。

　

す
る
と
そ
の
ま
ま
秀
吉
は
後
ろ
の
列
で
ひ
れ
伏
し
て
い
た
軍
七
の
前

に
行
き
、

【
前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
】
父
休
矣
の
後
を
継
い
だ
清
兵
衛
は
、
藩
内

の
本
格
的
な
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
時
々
思
い
返
す
の

は
か
つ
て
の
朝
鮮
出
兵
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

山
口 

啓
二

生誕 450 年
記 念
書き下ろし

小
説
・
相
良
清
兵
衛   

⑨

か
な
い
ま
す
や
ら
」

　

こ
こ
球
磨
の
秋
は
陽
が
沈
む
と
急
に
風
が
冷
た
く
感
じ
る
。
辺
り
は

う
っ
す
ら
と
夕
闇
に
包
ま
れ
、
相
良
清
兵
衛
屋
敷
の
庭
か
ら
は
名
残
り

の
虫
の
声
が
聞
こ
え
は
じ
め
て
い
た
。

　
「
と
こ
ろ
で
御
家
老
、
今
日
は
誠
に
珍
し
き
物
を
持
参
い
た
し
ま
し
て

ご
ざ
る
。
我
が
家
の
庭
先
で
採
れ
た
野
菜
、
あ
あ
、
こ
れ
は
別
段
珍
し

く
も
ご
ざ
ら
ぬ
が
鍋
の
支
度
を
し
て
戴
け
ま
せ
ぬ
か
。
家
内
の
実
家
よ

り
届
き
ま
し
た
物
で
し
て
」

　
「
な
に
、
天
草
の
加
奈
殿
の
ご
実
家
か
ら
と
な
。
そ
れ
な
ら
海
の
物

だ
と
は
思
う
が
、
は
て
な
ん
で
ご
ざ
ろ
う
」

　

清
兵
衛
の
屋
敷
を
訪
ね
て
い
た
丸
目
入
道
鉄
斎
は
、
家
中
の
者
に
具

材
を
渡
し
鍋
の
支
度
を
頼
む
と
、
ま
た
深
水
宗
芳
の
昔
話
を
始
め
た
。

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
二
十
年
も
前
の
事
で
あ
る
。

　

天
正
十
五
（
一
五
八
七
）
年
五
月
九
日
、
や
っ
と
の
思
い
で
相
良
家

の
家
督
を
秀
吉
か
ら
安
堵
さ
れ
た
家
老
深
水
宗
芳
は
薩さ

つ

摩ま

川せ
ん
だ
い内

の
泰た

い

平へ
い

寺じ

を
訪
れ
、
秀
吉
に
連
歌
を
請
わ
れ
面
談
す
る
事
と
な
っ
た
。
だ
が

数
日
前
八
代
で
の
お
目
通
り
と
は
異
な
り
、
浅
野
長
政
が
門
で
出
迎
え

て
先
導
し
、
秀
吉
が
自
ら
玄
関
で
迎
え
る
ほ
ど
の
待
遇
で
あ
っ
た
。
そ

の
あ
と
秀
吉
み
ず
か
ら
右
奥
の
座
敷
に
案
内
し
た
。
家
臣
一
同
、
秀
吉

　
「
そ
ち
が
治
部
の
馬
の
前
で
直
訴
し
た
と
い
う
若
者
か
。
で
、
名
は
何

と
言
う
」

　
「
は
は
っ
、
相
良
家
家
臣
犬
童
軍
七
に
ご
ざ
い
ま
す
る
。
父
は
こ
こ
に

居
り
ま
す
休
矣
に
ご
ざ
い
ま
す
」

　
「
そ
う
か
そ
う
か
、
そ
ち
の
行
い
な
か
な
か
忠
義
、
そ
れ
で
こ
そ
家
臣

よ
。
こ
れ
か
ら
も
御
家
の
た
め
、
国
の
た
め
に
尽
く
せ
よ
。
お
お
、
深

水
も
一
緒
で
あ
っ
た
な
。
そ
れ
は
そ
う
と
深
水
は
連
歌
が
上
手
い
の
だ

そ
う
だ
な
。
い
ず
れ
に
せ
よ
相
良
は
名
君
に
し
て
良
き
家
臣
を
持
ち
神

妙
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
が
楽
し
み
な
事
じ
ゃ
」

　
「
は
は
っ
、
恐
れ
多
き
お
言
葉
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
忠
臣
を
お
約
束
い

た
し
ま
す
る
」

　
「
頼
房
、
家
臣
あ
っ
て
の
も
の
だ
ね
、
大
事
に

な
さ
れ
よ
。
し
て
深
水
、
わ
し
は
こ
の
あ
と
島
津

義
久
と
和
議
の
話
し
合
い
を
す
る
が
、
薩
摩
か
ら

の
帰
り
に
は
是
非
歌
で
も
詠
ん
で
く
れ
ん
か
。
わ

し
も
連
歌
が
大
好
き
な
故
、
楽
し
み
に
し
て
お
る

か
ら
の
う
」

　
「
か
し
こ
ま
り
ま
し
て
ご
ざ
い
ま
す
る
。
し
か

し
私
も
下
手
の
横
好
き
、
さ
て
殿
下
の
お
眼
鏡
に

　■主な登場人物
相良清兵衛（犬童頼兄）＝相良家 家老
相良頼房（長毎）＝相良家 第 20 代当主
深水宗芳＝相良家 筆頭家老
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が
出
迎
え
て
挨
拶
し
先
導
す
る
な
ど
聞
い
た
事
も
な
か
っ
た
の
で
驚
い

た
。
そ
の
う
え
宗
芳
を
ま
さ
か
の
『
殿
』
付
け
で
呼
ん
だ
。

　
「
さ
あ
さ
深
水
殿
、
近
う
寄
ら
れ
い
。
そ
う
言
え
ば
深
水
殿
、
お
主

西
国
で
は
屈
指
の
連
歌
の
名
士
だ
そ
う
だ
な
。
い
や
い
や
侮
っ
て
お
っ
た

わ
。
森
か
ら
聞
い
て
こ
れ
は
異
な
こ
と
に
な
っ
た
と
三
成
や
長
政
と
話
し

て
お
っ
た
と
こ
ろ
じ
ゃ
っ
た
。
今
日
は
お
手
柔
ら
か
に
頼
む
ぞ
」

　
「
本
日
は
お
招
き
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
る
。
し
か

し
森
殿
、
殿
下
、
西
国
屈
指
と
は
ま
た
話
が
い
さ
さ
か
太
う
な
り
ま
し

た
な
」

　
「
い
や
い
や
、
他
の
連
中
も
そ
う
申
し
て
お
っ
た
ぞ
。
と
こ
ろ
で
昨
日

は
島
津
が
供
を
召
し
連
れ
て
訪
ね
て
き
た
が
、
あ
奴
め
既
に
頭
を
丸
め

て
出
家
し
て
お
っ
た
。
こ
こ
に
来
る
前
に
慌
て
て
ど
こ
ぞ
で
丸
め
た
の
で

あ
ろ
う
よ
。
ま
だ
そ
の
恰
好
が
少
し
も
似
合
う
て
お
ら
な
ん
だ
。
そ
の

う
え
先
だ
っ
て
の
豊
後
攻
め
の
言
い
訳
を
ぐ
だ
ぐ
だ
と
し
お
っ
て
。
そ

こ
の
庭
先
で
平
伏
し
て
命
乞
い
を
し
て
、
二
十
人
ば
か
し
の
人
質
を
送

る
と
約
束
し
よ
っ
た
わ
。
そ
う
言
え
ば
豊
後
攻
め
に
は
相
良
も
島
津
に

翻ほ
ん
ろ
う弄

さ
れ
て
か
な
り
の
手
傷
を
負
わ
さ
れ
た
そ
う
じ
ゃ
の
う
。
痛
み
入

る
事
じ
ゃ
。
さ
て
、
島
津
の
名
は
何
と
申
し
た
か
の
う
、
治
部
」

　
「
側そ

ば
よ
う
に
ん

用
人
が
た
し
か
、
龍

り
ゅ
う

伯は
く

と
か
申
し
て
お
り
ま
し
た
が
」

　
「
そ
う
じ
ゃ
そ
う
じ
ゃ
、
龍
伯
と
は
た
い
そ
う
な
名
前
を
付
け
お
っ

い
ま
す
る
」

　
「
そ
う
言
わ
ず
と
も
、森
の
言
う
通
り
儂
と
一
緒
に
大
坂
へ
参
ろ
う
ぞ
」

　
「
殿
下
、
お
誘
い
誠
に
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
が
、
拙
者
は
こ
こ
川

内
よ
り
更
に
十
五
里
ほ
ど
東
に
在
る
山
の
中
の
球
磨
に
生
ま
れ
育
ち
、

朝
廷
頼
朝
公
よ
り
拝
領
賜
っ
た
か
の
地
を
す
で
に
四
百
年
も
の
長
き
に

亘
り
治
め
て
ま
い
っ
た
相
良
の
地
が
愛
お
し
く
て
な
り
ま
せ
ぬ
。
特
に
、

秋
か
ら
春
に
か
け
て
の
晴
れ
た
朝
に
は
毎
日
深
い
霧
が
出
て
、
周
り
の

も
の
全
て
が
霞
ん
で
見
え
ま
す
る
が
、
こ
の
朝
霧
が
明
け
る
頃
の
景
色

が
な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ぬ
。
霧
の
深
い
日
は
、
と
う
に
昼
を
過
ぎ
た
頃

に
よ
う
や
く
青
い
空
が
一
面
に
広
が
り
ま
す
。
こ
の
深
水
宗
芳
、
先
程

申
し
た
通
り
出
来
得
る
事
な
ら
ば
泰
平
の
世
に
そ
の
朝
霧
の
中
で
歌
で

も
詠
ん
で
、
ゆ
る
り
と
余
生
を
過
ご
し
と
う
ご
ざ
い
ま
す
る
」

　
「
ほ
う
ほ
う
、
朝
霧
と
は
ま
た
風
情
が
あ
っ
て
よ
ろ
し
か
ろ
う
の
う
。

儂
が
生
ま
れ
た
三
河
で
も
、
伏
見
で
も
大
坂
で
も
朝
霧
を
見
る
事
は
殆

ど
な
か
っ
た
故
、
そ
の
朝
霧
と
や
ら
、
是
非
と
も
見
て
み
た
い
も
の
よ
」

　
「
な
ら
ば
是
非
一
度
お
越
し
を
。
こ
の
霧
、
球
磨
は
周
り
を
す
べ
て
山

に
囲
ま
れ
、
そ
の
真
ん
中
に
大
き
な
球
磨
川
が
流
れ
て
い
る
か
ら
か
と
」

　
「
な
る
ほ
ど
。
次
に
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
寄
り
た
い
も
の
じ
ゃ
。
そ
う

じ
ゃ
深
水
殿
、そ
ち
を
我
が
連
歌
の
師
に
致
し
た
い
と
思
う
が
如
何
か
。

そ
れ
に
そ
う
じ
ゃ
、
こ
こ
川
内
は
島
津
義
久
に
く
れ
て
や
っ
た
が
、
佐
敷

下
の
句
を
頂
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
る
」

　
「
な
ん
と
そ
う
来
お
っ
た
か
。
松
は
わ
し
の
幼
少
の
名
の
由
来
。
さ
あ

て
、
ど
う
切
り
替
え
そ
う
ぞ
」

　
「
殿
下
、
詠よ

み
は
戦
の
ご
と
く
難
し
く
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
た
だ
心
に

う
つ
っ
た
言
葉
を
書
き
准

な
ぞ
ら
え
れ
ば
よ
ろ
し
い
の
で
す
」

　

し
ば
ら
く
思
案
し
て
の
ち
秀
吉
の
口
か
ら
こ
う
放
た
れ
た
。

　
「
成
る
ほ
ど
…
…
で
は
、『
雲
間
よ
り
来
る
月
の
さ
や
け
き
』
と
す
れ

ば
い
か
が
じ
ゃ
？
」

　
「
何
と
も
良
き
句
に
。
そ
う
言
え
ば
今
宵
は
良
い
月
夜
で
ご
ざ
り
ま

す
る
。
由
巴
殿
も
一
句
い
か
が
か
と
」

　
「
あ
い
や
、
少
し
時
を
下
さ
れ
、
い
つ
も
殿
下
の
お
相
手
ゆ
え
、
実
は

か
な
り
手
を
抜
い
て
お
り
ま
し
た
。さ
て
、ど
う
お
返
し
し
ま
し
ょ
う
ぞ
。

『
さ
へ
行
く
月
の
影
は
雲
ら
じ
』
な
ぞ
は
い
か
が
か
と
」

　
「
お
お
、
こ
ち
ら
も
な
か
な
か
良
き
句
に
ご
ざ
い
ま
す
る
。
さ
す
が
に

森
由
巴
殿
で
す
な
」

　
「
か
た
じ
け
の
う
ご
ざ
る
。
ど
う
じ
ゃ
深
水
殿
、
そ
な
た
こ
の
ま
ま
大

坂
に
同
行
な
さ
れ
、
関
白
殿
下
と
と
も
に
連
歌
を
楽
し
も
う
で
は
ご
ざ

ら
ぬ
か
」

　
「
い
や
森
殿
、
殿
下
、
御
承
知
の
と
お
り
我
が
主
君
は
ま
だ
若
輩
、

拙
者
の
今
の
心
境
は
『
若
竹
も　

げ
に
直
き
世
の
始
め
か
な
』
で
ご
ざ

て
。
ま
、
儂
の
よ
う
な
田
舎
百
姓
の
出
で
は
な
く
、
鎌
倉
以
来
相
良
家

と
も
同
格
の
家
柄
で
在
る
か
ら
の
う
。
此
度
の
事
は
誠
に
も
っ
て
実
に

苦
々
し
い
が
、

　

今
後
は
豊
臣
家
の
た
め
に
働
く
と
明
言
し
た
の
で
、
相
良
家
同
様
一

度
は
願
い
を
聞
い
て
や
る
こ
と
に
し
た
わ
。
と
き
に
深
水
殿
に
尋
ね
る

が
、
あ
と
し
ば
ら
く
で
日
の
本
は
天
下
泰
平
の
世
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
そ
の
先
に
は
何
が
見
え
る
で
あ
ろ
う
よ
の
う
」

　

深
水
宗
芳
は
し
ば
し
目
を
閉
じ
、
そ
こ
で
一
首
詠
ん
だ
。

　
「
殿
下
、
さ
し
ず
め
、

　
『
草
も
木
も　

靡な
び

き
従
ふ
五さ

み
だ
れ

月
雨
の
、
天あ

ま

の
恵
み
は
高こ

ま麗
百く

だ
ら済
ま
で
』

と
言
う
と
こ
ろ
に
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
な
」

　
「
お
う
、皆
の
者
聞
き
入
っ
た
か
！
。
深
水
殿
は
我
が
心
を
も
読
み
取
っ

て
お
る
ぞ
。
さ
す
が
西
国
一
の
歌
人
、
こ
の
う
え
は
相
良
の
土
地
全
て

を
お
主
に
任
せ
た
い
く
ら
い
じ
ゃ
が
」

　
「
有
り
難
き
お
言
葉
誠
に
恐
れ
入
り
ま
す
。
な
れ
ど
、
や
は
り
唐
攻

め
を
な
さ
い
ま
す
る
か
。
実
は
も
う
戦
は
こ
り
ご
り
に
ご
ざ
い
ま
す
る
。

こ
の
先
は
歌
で
も
詠よ

み
耽ふ

け
っ
て
余
生
を
楽
し
み
と
う
ご
ざ
い
ま
す
る
」

　
「
お
主
や
は
り
そ
う
く
る
か
。
と
こ
ろ
で
ど
う
じ
ゃ
、
さ
ら
に
句
を
所

望
し
た
い
が
」

　
「
で
は
殿
下
、　
『
夏
山
の　

梢
や
下
枝
峯
の
松
』
と
い
き
ま
す
か
。
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「
老
い
ら
ん
」
道
中 

⑥　

　
　
︱
︱
元
気
に
暮
ら
す
読
者
の〝
秘
術
〟

首
だ
け
を
あ
っ
ち
こ
っ
ち

ス
ト
レ
ッ
チ

石
田
藤
幸

　

一
日
の
生
活
リ
ズ
ム
の
中
で
、
寝
室
・

ベ
ッ
ド
・
風
呂
の
三
ヶ
所
は
、
あ
ま
り
動

く
こ
と
の
な
い
場
所
だ
が
、
体
調
を
知
る

大
切
な
所
で
も
あ
り
、
常
に
自
分
流
の
運

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
朝
の
起
床
前
、
ベ
ッ
ド
の
上

で
仰
向
け
に
な
り
、
手
首
足
首
の
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
を
二
、三
分
お
こ
な
う
。
二

つ
目
は
ト
イ
レ
の
中
、
便
座
に
座
り
な
が

ら
頭
を
ゆ
っ
く
り
右
回
り
、
左
回
り
と
首

を
回
す
ス
ト
レ
ッ
チ
。
そ
し
て
三
つ
目
は

風
呂
の
中
、
体
を
温
め
な
が
ら
足
を
伸

ば
し
て
、
お
尻
か
ら
足
の
か
か
と
ま
で
を

浴
槽
の
底
に
密
着
さ
せ
、
足
首
を
前
後

に
屈
伸
さ
せ
ま
す
。
伸
ば
し
た
膝
の
裏
側

は
な
か
な
か
浴
槽
に
着
き
に
く
い
の
で
す

が
、
膝
の
曲
が
り
を
伸
ば
す
た
め
に
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　

ベ
ッ
ド
・
ト
イ
レ
・
風
呂
で
の
ス
ト
レ
ッ

チ
を
続
け
て
体
の
ネ
ッ
ク
（
首
）
の
部
分

を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
後
期

高
齢
者
の
肩
書
き
を
い
た
だ
き
な
が
ら

も
好
き
な
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。

　

目
標
は
「
元
気
に
終
活
、
ピ
ン
ピ
ン
コ

ロ
リ
」。

【
い
し
だ
・
ふ
じ
ゆ
き
／
名
古
屋
市
名
東
区
】

笑
い
と
幸
福
感

益
田
啓
三

　
「
迎
え
に
来
な
っ
た
ば
ー
い
」

　
「
お
っ
、
す
ぐ
行
く
で
ー
」

　

私
は
他
人
を
待
た
せ
る
の
が
嫌
い
な
性

分
で
あ
る
。
よ
っ
て
仏
の
お
迎
え
に
も
す

ぐ
つ
い
て
行
く
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
こ

で
お
迎
え
が
来
た
時
に
は
ル
ー
ズ
に
待
た

せ
て
お
け
ば
「
あ
の
世
」
に
行
く
の
も
少

し
は
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
「
殿
下
、
私
ご
と
き
に
振
ら
ず
と
も
」

　
「
あ
は
は
、
お
主
に
も
無
理
が
あ
る
か
、
深
水
殿
、
さ
す
が
は
西
国
一

と
言
わ
れ
た
歌
人
じ
ゃ
の
う
。
な
ん
と
も
愉
快
愉
快
」

　

そ
れ
か
ら
数
日
経
ち
、
島
津
は
家
久
、
忠
元
、
伊
集
院
三
河
忠
棟

な
ど
側
近
二
十
人
余
り
の
質
を
差
し
出
し
、
相
良
家
も
ま
た
宗
芳
の
甥

佐
馬
助
、
休
矣
の
娘
で
軍
七
の
妹
鶴
満
女
、
そ
れ
に
二
十
代
頼
房
公
の

弟
・
長
誠
君
の
三
人
を
質
と
し
て
大
坂
へ
と
送
っ
た
。

　
「
鶴
満
、
長
旅
に
な
る
が
身
体
に
は
十
分
気
を
付
け
る
の
だ
ぞ
。
そ

れ
と
、
同
道
さ
れ
る
佐
馬
助
殿
に
も
な
」

　
「
兄
上
も
ど
う
か
お
達
者
で
お
暮
し
下
さ
り
ま
せ
。
そ
れ
に
私
に
は

中
間
の
弥
兵
衛
が
供
を
し
ま
す
の
で
ご
心
配
に
は
及
び
ま
せ
ぬ
。
そ
れ

よ
り
父
上
と
母
上
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
頼
み
し
ま
す
。
で
は
行
っ
て

参
り
ま
す
」

　

更
に
数
日
経
っ
た
六
月
初
旬
、
宗
芳
に
佐
敷
と
津
奈
木
及
び
水
俣
を

所
領
と
定
め
た
正
式
な
朱
印
状
が
秀
吉
の
名
で
届
き
、
ま
た
同
時
に
、

球
磨
の
全
領
地
を
相
良
頼
房
に
与
え
る
朱
印
状
も
送
ら
れ
て
来
た
。

　

そ
の
深
水
宗
芳
も
秀
吉
が
唐
入
り
を
命
じ
る
前
に
こ
の
世
を
去
っ

た
。
そ
の
後
秀
吉
は
朝
鮮
に
幾
万
の
兵
を
送
り
、
さ
ら
に
明
を
も
治
め

ん
と
す
る
無
謀
な
画
策
を
し
て
し
ま
っ
た
。　
　
　
　
　

       （
つ
づ
く
）

【
や
ま
ぐ
ち
・
け
い
じ
／
人
吉
市
】

と
水
俣
、
津
奈
木
は
そ
ち
の
好
き
に
す
る
が
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
惜
し

い
家
来
を
取
り
逃
が
し
た
と
い
う
べ
き
か
、
相
良
が
是
ほ
ど
い
い
家
臣

を
育
て
上
げ
た
と
言
う
べ
き
か
」

　

秀
吉
は
そ
の
場
で
佐
敷
・
水
俣
の
代
官
に
宗
芳
を
当
て
る
と
し
た
朱

印
状
を
書
き
直
に
手
渡
し
た
。
そ
れ
は
全
く
異
例
の
事
で
あ
っ
た
。

　
「
あ
り
が
た
き
幸
せ
に
存
じ
ま
す
る
。
で
は
今
宵
の
月
を
目
出
て
各
々

句
を
詠
み
ま
し
ょ
う
ぞ
。
浅
野
殿
も
石
田
殿
も
皆
さ
ま
お
加
わ
り
く
だ

さ
れ
」

　
「
お
お
愉
快
じ
ゃ
愉
快
じ
ゃ
、
今
宵
は
皆
で
夜
が
更
け
る
ま
で
歌
い
を

楽
し
も
う
ぞ
。
そ
う
か
そ
う
か
、
森
の
言
う
と
お
り
深
水
を
大
坂
に
連

れ
帰
り
、
連
歌
で
逢
瀬
を
楽
し
む
の
も
一
考
か
と
思
っ
た
の
じ
ゃ
っ
た
が

の
う
。
深
水
殿
、
も
う
一
度
訪
ね
る
が
儂
と
一
緒
に
大
坂
へ
来
て
は
く
れ

ま
い
か
」

　
「
殿
下
、
誠
に
有
り
難
き
お
言
葉
な
れ
ど
、
拙
者
今
か
の
地
を
離
れ

る
訳
に
は
参
り
ま
す
ま
い
。
さ
し
ず
め
、

　
『
空う

つ
せ
み蝉
の
、
羽
根
よ
り
軽
き
身
を
持
ち
て
、
筑ち

く

紫し

良
し
と
は
如い

か
が何
い

ふ
べ
き
』

　

の
心
持
ち
に
ご
ざ
い
ま
す
る
」

　
「
な
ん
と
、
こ
ん
ど
は
そ
う
来
た
か
。
そ
ち
は
ま
ぎ
れ
も
無
き
筑
紫

人
じ
ゃ
。
で
、
由
巴
、
そ
ち
は
な
ん
と
返
す
」
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で
す
。

　
「
二
才
（
ひ
し
ゃ
ー
・
下
男
）
共
は
六
七

人
連
れ
て
田
ァ
行
た
て
み
れ
ば
、
一
面
に
菜

種
が
へ
ー
て
あ
る
を
見
て
、
イ
サ
ぎ
な
も
ん

な
あ
。
さ
あ
さ
あ
女
ご
ど
も
、
持
っ
て
来
ぇ

持
っ
て
来
ぇ
と
言
う
て
、
男
は
み
ん
な
力
限

り
に
揉
む
う
ち
に
、
誰
か
オ
イ
こ
ら
こ
ら
、

こ
の
種
ち
っ
と
づ
つ
酒
代
（
さ
か
て
）
ぇ
し

ち
ゃ
ど
う
じ
ゃ
ろ
う
か
と
言
う
に
、
み
ん

な
よ
か
ろ
う
ば
い
と
、
皆
同
じ
心
に
な
り
、

さ
あ
み
ん
な
包
め
包
め
と
面
々
の
肌
着
を

に
ィ
で
み
ん
な
包
む
。こ
ら
こ
ら
女
ご
ど
も
、

わ
れ
共
も
包
め
包
め
と
言
う
に
、
女
ご
共

は
肌
着
は
持
た
ん
と
言
え
ば
、
わ
れ
共
ァ
へ

け
ー
（
ヘ
コ
・
腰
巻
き
に
）
ひ
っ
包
め
と
言

う
。
ゆ
え
に
み
ん
な
ヘ
コ
を
と
き
て
、
こ
れ

に
包
ん
で
、
み
ん
な
仕
舞
う
て
お
る
と
こ

ろ
に
、
わ
れ
共
だ
ん
な
殿
が
来
や
る
ぞ
う
、

早
う
隠
そ
う
や
隠
そ
う
や
と
、
種
が
ら
の

下
に
み
ん
な
入
れ
て
隠
し
て
、
物
食
わ
ん

顔
で
種
揉
う
で
お
る
と
こ
ろ
に
、
龍
右
衛

門
来
た
り
て
」

　

さ
て
さ
て
、
如
何
な
る
事
に
な
り
に
け
る

か
や
？

　
「
お
お
、
今
年
の
種
ァ
ゆ
う
で
け
た
な

あ
。
種
が
ら
も
多
か
、
こ
ら
ァ
田
に
踏
ん
込

う
で
も
、
ハ
シ
ャ
っ
と
し
て
出
て
い
け
ん
な

あ
。
今
年
な
焼
き
し
ィ
で
田
に
振
り
ち
ら
か

そ
う
や
。
ど
ら
ど
ら
俺
が
焼
く
ち
ゅ
う
て
、

火
を
打
っ
て
種
が
ら
に
火
を
着
く
れ
ば
、
お

と
こ
お
な
ご
共
は
、
今
包
う
で
隠
し
た
肌

着
と
ヘ
コ
の
焼
く
る
を
見
て
、
泣
か
ん
ば
か

り
の
つ
ら
し
て
途
方
に
く
れ
て
見
る
う
ち
に

ヒ
ャ
ー
（
灰
）
と
煙
に
な
っ
て
、
下
し
風
に

従
う
て
西
方
極
楽
浄
土
の
仏
様
の
よ
う
に

な
っ
て
、
四
月
八
日
の
お
シ
ャ
カ
様
の
ご
と
、

丸
は
だ
か
と
な
り
た
り
」と
ス
ッ
ポ
ン
ポ
ン
。

　
「
何
の
因
果
で
こ
の
難
儀
と
は
な
り
た
る

も
の
か
と
思
う
う
ち
に
、
も
う
昼
は
過
ぎ

た
も
う
戻
ろ
う
や
と
言
う
て
、
み
ん
な
ち
ぇ

ぬ
う
で
家
に
戻
れ
ば
、
龍
右
衛
門
後
返
り

見
て
、
わ
れ
達
ァ
こ
の
冷
や
か
て
裸
ゃ
お
る

が
、
肌
着
は
ど
う
し
た
き
ゃ
ー
と
言
わ
れ
、

み
ん
な
迷
惑
づ
ら
し
て
お
る
と
こ
ろ
に
、
か

し
ら
二
才
は
ジ
ダ
に
両
手
を
つ
い
て
、
今
日

は
斯
様
斯
様
の
わ
け
で
実
は
か
く
の
如
し

と
有
り
の
儘
を
述
ぶ
れ
ば
龍
右
衛
門
聞
い

て
、
そ
れ
は
気
の
毒
な
事
を
し
た
。
女
ご

共
が
ヘ
コ
ま
で
焼
き
し
ィ
じ
ゃ
、
こ
ら
ァ
み

ん
な
迷
惑
迷
惑
。
こ
ら
こ
ら
カ
カ
ァ
あ
れ

共
が
肌
着
と
ヘ
コ
を
持
っ
て
来
ぇ
と
言
う
う

ち
に
、
カ
カ
は
新
ィ
か
肌
着
と
ヘ
コ
を
持
っ

て
出
て
数
惣
に
渡
す
。
男
女
共
は
ガ
ら
れ

て
ど
う
な
る
事
か
と
心
配
し
て
お
れ
ど
も
、

種
盗
み
の
事
は
一
口
も
言
わ
れ
ず
と
な
り
」。

【
ま
え
だ
・
か
ず
ひ
ろ
／
人
吉
市
】

み
ん
な
早
よ
仕
舞
う
て
、
行
た
て
揉
み
お

れ
。
お
ら
ー
一
寸
町
ィ
行
た
て
く
る
で
ー
、

が
ま
ん
出
や
て
揉
み
お
れ
や
ー
と
言
う
て
、

分
か
れ
て
行
き
や
っ
た
」

　

和
か
な
初
夏
の
こ
ろ
、
菜
の
花
も
咲
き

終
わ
り
、
菜
種
の
収
穫
時
に
な
り
ま
し
た
。

柳
瀬
龍
右
衛
門
ち
ゅ
う
人
は
、
川
辺
川
柳

瀬
の
大
曲
り
、
つ
ま
り
「
十
四
人
淵
」
の

近
く
に
あ
る
豊
原
さ
ん
宅
の
ご
先
祖
。
そ

の
人
と
な
り
を
紹
介
す
る
書
出
し
の
部
分

事
ァ
な
か
人
で
、
何
事
も
堪
忍
堪
忍
す
る

人
で
あ
っ
た
げ
な
が
、
あ
る
日
、
今
日
は
天

気
も
よ
し
菜
種
を
揉
も
う
や
。
ぬ
し
共
ァ

　
「
む
か
し
柳
瀬
龍
右
衛
門
ち
ゅ
う
人
が
お

り
な
し
た
げ
な
。
こ
の
人
ァ
妙
な
人
じ
ゃ
っ

た
げ
な
が
、
腹
か
く
の
人
を
ガ
る
の
と
い
う

方
言
を
味
わ
う
㉖

稲
留
三
郎
の
世
界 
⑤

︱
『
熊
つ
れ
づ
れ
咄
』
巻
四
よ
り
︱

前
田
一
洋

仏
さ
ま
も
待
ち
く
た
び
れ
て
素
手
振
り

で
帰
っ
て
い
く
か
も
知
れ
ぬ
。
た
だ
し
、

そ
の
後
は
地
獄
へ
…
と
も
限
ら
な
い
。

　

正
月
、
青
井
阿
蘇
神
社
は
初
詣
の
長

い
行
列
が
蓮
池
の
周
り
を
囲
ん
だ
。
私

は
そ
れ
を
横
目
に
神
社
の
向
か
い
に
あ
る

「
高
野
寺
」
へ
。
そ
こ
で
味
岡
住
職
に
よ

る
護
摩
祈
祷
を
見
た
。
護
摩
木
が
勢
い

よ
く
燃
え
上
が
り
、
堂
内
は
煙
に
け
む
っ

た
。
住
職
の
お
経
と
鈴
が
響
き
、
い
っ

そ
う
幽
玄
の
世
界
で
あ
る
。
手
を
合
わ

せ
た
が
頭
の
中
は
そ
れ
こ
そ
カ
ン
ボ
ス
上

の
空
。
そ
れ
よ
り
祈
祷
の
所
作
に
興
味

津
々
。
こ
ん
な
所
に
信
心
の
無
さ
が
分
か

る
。
バ
チ
か
ぶ
り
者
で
あ
る
。
自
力
で
浄

土
に
行
く
し
か
あ
る
ま
い
。

　

最
近
は
持
病
の
ギ
ッ
ク
リ
腰
も
暴
れ
る

こ
と
も
な
く
お
と
な
し
い
。
老
眼
と
薄
毛

は
仕
方
が
な
い
と
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
他

に
悪
い
と
こ
ろ
は
無
い
。
こ
れ
か
ら
願
う

は
や
っ
ぱ
Ｋ
Ｋ
Ｋ（
コ
ソ
コ
ソ
こ
ろ
り
）か
、

倣
慢
政
治
家
に
よ
る
日
本
の
行
く
末
か
。

【
ま
す
だ
・
け
い
ぞ
う
／
人
吉
市
】
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問５　次の写真の名前を書け（ヒント：本誌 29 号）

	 ① （　　　　　　　　）	 　　　　　　　　② （　　　　　　　　）

※答え合わせは次号でおこないます。前回の答え合わせは84頁で。

く
ま
が
わ
春
秋
歌
壇

い
も
ご
短
歌
会 

「
美
し
い
国
」
と
唱
え
し
安
倍
総
理
い
ま
目
の
前
に
恥
ず
べ
き
国
が

心
あ
る
大
統
領
が
い
し
ド
イ
ツ
日
本
に
い
る
は
心
な
き
ア
ベ

（
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
大
統
領
）　　

  

柳
原　

三
男

灼
熱
の
青
空
の
も
と
百サ

ル
ス
ベ
リ

日
紅
花
房
や
さ
し
く
垂
れ
て
揺
れ
お
り

柿
の
実
の
色
づ
き
は
じ
め
ち
ら
ほ
ら
と
葉
陰
に
ゆ
れ
て
顔
を
出
し
お
り

坂
本　

ケ
イ

ゆ
っ
く
り
と
治
し
て
い
こ
う
と
夫つ

ま

の
言げ

ん　

か
な
わ
ぬ
左
手
つ
ね
り
つ
つ
聞
く

欠
席
の
欄
に
小
さ
く
マ
ル
を
つ
け
同
級
会
の
返
事
を
出
し
ぬ

上
田　

廸
子

初
盆
の
空
に
広
が
る
大
花
火
見
事
さ
儚
さ
亡
き
母
と
見
る

残
暑
に
て
帰
れ
な
い
の
か
精
霊
蜻
蛉
き
な
臭
い
世
を
案
じ
て
い
る
や

宮
川
し
の
ぶ

被
爆
者
の
無
念
と
怒
り
が
惻そ

く
そ
く々

と
胸
に
沁
み
く
る
「
平
和
の
誓
い
」

核
兵
器
禁
止
条
約
に
触
れ
も
せ
で
毎
年
同
じ
首
相
挨
拶

上
田　

精
一

問１　山頭火の句を 10 句書け　（例 : 焼き捨てて日記の灰のこれだけか）
① （　　　　　　　　　　　　　　　）
② （　　　　　　　　　　　　　　　）
③ （　　　　　　　　　　　　　　　）
④ （　　　　　　　　　　　　　　　）
⑤ （　　　　　　　　　　　　　　　）
⑥ （　　　　　　　　　　　　　　　）
⑦ （　　　　　　　　　　　　　　　）
⑧ （　　　　　　　　　　　　　　　）
⑨ （　　　　　　　　　　　　　　　）
⑩ （　　　　　　　　　　　　　　　）

問２　弊社（人吉中央出版社）発行の著作を５冊あげよ（例：伊㔟戸明『くま春秋』）
① （　　　　　　　　）
② （　　　　　　　　）
③ （　　　　　　　　）
④ （　　　　　　　　）
⑤ （　　　　　　　　）

問３　相良 33 観音巡礼の観音像堂を５例あげよ（例：覚井観音）
① （　　　　　　　　）
② （　　　　　　　　）
③ （　　　　　　　　）
④ （　　　　　　　　）
⑤ （　　　　　　　　）

問４　七夕綱が残っている地域を３地区あげよ　（例：木々子）
① （　　　　　　　　）
② （　　　　　　　　）
③ （　　　　　　　　）

問５　エンブリー夫妻についての以下の記述は正しいか。正しいときには○を
                間違いのときには×をつけよ　（例：夫妻は須恵村を調査した ○）

① 夫妻はその後離婚した
② 夫妻には子どもがいなかった
③ エラ夫人は 33 観音を巡礼したことがある
④ 夫妻は八代駅を利用したことがない
⑤ 夫妻はドイツ人の研究者である。そのため昭和 10 年に日本の農村を研究できた

くまがわ学習塾　㉑
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─ ジャカルタ　アジア大会の競泳女子で６冠 ─
　なんと池江りか子選手（18）が偉業のＭＶＰを獲得！。この力を
2020 年のオリンピックでも発揮してほしい。期待の星、これからも
頑張ってほしい。

※道具類
　「coffee set（セット）、道具一式」「coffee cup（カップ）」「coffee spoon（スプーン）」
「coffee saucer（ソーサー）、皿」「coffee pot（ポット）、コーヒー入れ・沸かし器」
「coffee maker（メーカー）、コーヒー沸かし器・コーヒーを入れる人・コーヒー
商人」「coffee strainer（ストレーナー）、コーヒー漉し器」「coffee grinder（グラ
インダー）、コーヒー挽き器」
※飲み方
　「black coffee（ブラック）、ミルクやクリームを入れないコーヒー」「hot coffee（ホッ
ト）、熱湯で入れたコーヒー」「ice coffee（アイス）、氷で冷やしたコーヒー」「coffee 
sugar（シュガー）、通例褐色の破片状の氷砂糖」「coffee cream（クリーム）、脂
肪分を抑えた植物性のクリーム」「coffee float（フロート）、冷やしたコーヒーに生
クリーム・アイスクリーム・シャーベットなどを浮かべたもの」「coffee essence（エッ
センス）、風味を出すための粉末。通例チコリの根の粉末」※ミルクコーヒー（milk 
coffee）は和製英語

外来語から学ぶ英単語 （30）…… 藤原　宏

コーヒー　coffee　関連語

（397）

その❹

さ
で
小
み
ん
か
っ
た
ば
っ
て
ん
ゴ
マ
の

ず
び
ゃ
ひ
ゃ
っ
と
っ
て
甘
か
っ
た
い
ど

ん
、
種
は
、
あ
た
ん
み
ゃ
（
あ
た
り

ま
え
）ひ
ゃ
っ
と
っ
た
で
食
う
所
ら
ち
っ

と
じ
ゃ
っ
た
。

　

そ
っ
か
ら
キ
ャ
ァ
ラ
、
こ
ん
柿
き
ゃ

は
じ
め
ん
こ
ら
渋
か
っ
た
い
ど
ん
熟
る

れ
ば
、
ゴ
マ
ん
入
っ
て
甘
も
ぅ
な
っ
お
っ

た
ば
っ
て
ん
が
、
一
時
す
れ
ば
渋
ん

戻
っ
て
云
い
お
い
や
い
た
で
、
こ
ん
柿

は
っ
か
り
ゃ
食
う
て
見
ら
ん
ば
甘
か
っ

じ
ゃ
り
ろ
渋
か
っ
じ
ゃ
り
ろ
分
か
ら
ん

じ
ゃ
っ
た
ば
っ
て
ん
、
ゴ
マ
の
入
っ
と
る

甘
か
と
の
ぬ
さ
っ
た
と
き
に
ゃ
、
ほ
か

ん
柿
よ
ま
ん
ま
か
っ
た
。

　

そ
ん
次
ぎ
ゃ
シ
ョ
ゥ
ゴ
ネ
と
フ
ユ
ガ

キ
じ
ゃ
っ
た
い
ど
ん
、
こ
ん
柿
き
ゃ
い
っ

ぺ
ん
な
っ
と
霜
に
あ
た
ら
ん
ば
ん
も
ぅ

は
無
か
っ
た
。

　

渋
柿
に
ゃ
実
の
長
が
か
チ
ン
ポ
ガ

キ
・
ベ
ン
チ
ジ
ュ
ゥ
・
ア
カ
ダ
カ
セ
・

ア
オ
ダ
カ
セ
て
あ
っ
て
、
こ
ん
渋
柿

じ
ゃ
ア
オ
シ
ガ
キ
て
ろ
ん
つ
る
し
柿
ば

作
っ
お
い
や
い
た
。

【
ま
つ
ふ
ね
・
ひ
ろ
み
つ
／
青
井
阿
蘇

神
社
・
文
化
苑
「
童
遊
館
」】

ず
ぐ
っ
し
ょ
と
つ
る
し
柿

　

夏
休
み
も
き
ゃ
し
ま
え
て
、
あ
す

び
だ
れ
し
と
っ
た
所
け
ぇ
「
ズ
ク
ッ

シ
ョ
・
ズ
グ
ッ
シ
ョ
」
鳴
き
が
ゃ
う
っ

た
て
ば
、
だ
れ
て
ど
ま
お
ら
れ
ん
め
ぇ

ひ
な
っ
た
。

　

ず
ぐ
っ
し
ょ
（
ツ
ク
ツ
ク
ホ
ウ
シ
）

て
云
い
お
っ
た
蝉
で
お
ど
め
「
柿
の
食

い
ぎ
ゃ
な
っ
た
ぞ
、
熟
れ
す
ぎ
て
ず

ぐ
っ
し
ょ
ん
な
っ
て
つ
こ
く
っ
ぞ
」
て

い
っ
か
せ
ぎ
ゃ
ズ
グ
ッ
シ
ョ
・
ズ
グ
ッ

シ
ョ
て
、
鳴
く
と
ん
ご
て
聞
こ
え
お
っ

た
で
、
柿
の
木
ん
ほ
ぅ
ど
る
蝉
ん
云

う
こ
っ
じ
ゃ
っ
で
、
ほ
ん
な
こ
っ
じ
ゃ
ろ

う
て
柿
ち
ぎ
り
ん
始
ま
っ
た
。

　

一
番
に
食
わ
る
っ
げ
ひ
な
っ
た
と
が

ボ
ン
ガ
キ
で
ヒ
ン
ポ
ン
玉
ぐ
り
ゃ
ん
太

絵と文／松舟博満
おっとわっとあすび その⓴
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問１　これまでにサッカー・ワールドカップ（W 杯）が開催されたことのある
　　　都市をあげよ　（例 : 東京）

① モンテビデオ（ウルグアイ）
② ローマ（イタリア）
③ リオデジャネイロ（ブラジル）
④ チューリッヒ（スイス）
⑤ ソルナ（スウェーデン）
⑥ サンティアゴ（チリ）
⑦バーミンガム （イングランド）
⑧メキシコシティ （メキシコ）
⑨ ドルトムント（西ドイツ）※ドイツ連邦共和国の略称。同国は 1949 年 5 月 23

日〜 1990 年 10 月 2 日まで存在した
⑩ ブエノスアイレス（アルゼンチン）

問２　芥川賞受賞作家を５人あげよ（例：絲山秋子）
① （　高橋弘希　（『送り火』）　）
② （　石井遊佳　（『百年泥』）　）
③ （　若竹知佐子　（『おらおらでひとりいくも』）　）
④ （　沼田真佑　（『影裏』）　）
⑤ （　山下澄人　（『しんせかい』）　）

問３　球磨川の支流を５河川あげよ　（例：川辺川）
① （　万江川　）
② （　山田川　）
③ （　駒川　）
④ （　芋川　）
⑤ （　百済来川　）

問４　幕末の志士の名前を５人あげよ　（例：西郷隆盛）
① （　大久保利通（薩摩）　）
② （　桂小五郎（長州）　）
③ （　坂本龍馬（土佐）　）
④ （　江藤新平（肥前）　）
⑤ （　宮部鼎蔵（肥後）　）

問５　次の写真の名前を書け（ヒント：本誌 28 号）

① （　霊台橋　）　　　　　　　② （　八代神社　）

前号【くまがわ学習塾⑳の答え】

https://www.facebook.com/groups/1805562046390300/

永田満徳選評・向瀬美音訳

このコーナーは、「二行書きに
よる〈切れ〉と〈取り合わせ〉
を取り入れたHaiku」を提案し
ている『俳句大学』facebook
ページからの転載です。

【ながた・みつのり／俳人協会会員、熊本市】

俳句大学
Haiku University

今月の秀句
Selected Haiku of this Month

Haiku Column⓳

Pascale Dehoux
●
Départ du fils ~
Les pales du ventilateur tournent sans fin
〔Commentaire de Mitsunori NAGATA〕
Son fils est parti en laissant le ventilateur 
t o u r n e r.  E l l e  d é c r i t  p r é c i s e m e n t 
l’indépendance de son fils. Du côté de sa 
mère, inquiétude et espoir. 

パスカル ドウウ
●
息子の出発
絶えず回る扇風機の羽
〔永田満徳評〕
息子の旅立ったあと、「扇風機」が息
子の部屋に取り残されている情景であ
る。子の自立への期待と不安という永
遠のテーマを的確に描いている。

Agus Maulana Sunjaya
●
rainy season 
dusting haiku book on the shelf
〔Commented by Mitsunori NAGATA〕
This is a good example of toriawase of kigo.
Because of the rainy season, he cannot go 
out to get inspiration of haiku

アグス マウラナ スンジャヤ
●
梅雨
本棚の埃をかぶった俳句手帳
〔永田満徳評〕
埃を被った「俳句手帳」とは俳句を
作るために吟行しようにも「梅雨」の
長雨で外出できないことを意味してい
る。季語との「取り合わせ」の見本の
句である。

Isni Heryanto
●
Dad's last testimony
deep autumn
[Commented by Mitsunori Nagata]
She has a testimony of her father which is 
more precious than any proverb and she 
feels the deepness of autumn. It is a good 
example to trust her feelings in kigo.

イス二 ヘルヤント
●
父の最後の遺書
秋深し
〔永田満徳評〕
どんな格言よりも心に沁みる父親からの
「遺言」を手にして、秋の深まりをつ
くづく感じているのである。作者の気
持ちを季語に託した句である。
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情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

絵
画
制
作
に
勤い

そ

し
む
人
た
ち
で

組
織
す
る
「
人
吉
・
球
磨
美
術
（
絵

画
）
連
盟
」（
宮
村
宏
代
表
）
の
作

品
展
が
９
月
21
日
か
ら
24
日
ま
で

の
４
日
間
、
多
良
木
町
の
町
民
総

合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
。
本
誌

な
ど
後
援
。

　

同
連
盟
は
２
０
１
５
年
の
11
月
、

絵
筆
を
握
る
愛
好
者
が
一
堂
に
会
し

発
足
、
今
年
は
４
回
目
の
作
品
展

と
な
る
。

好
き
、
大
集
合
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
舞
台
演
出
な
ど
も
手
が

け
る
作
家
の
小
田
豊
二
さ
ん
を
招

き
、
様
々
な
演
芸
の
世
界
を
楽
し

む
。

　

27
日
の
夜
に
は
芳
野
旅
館
に
て

「
お
人
吉
裏
芸
大
会
」、
28
日
に
は

演
芸
に
関
す
る
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開

催
す
る
予
定
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
松
本
歯
科
医
院

（
☎
０
９
６
６
・
22
・
２
９
２
８
）

ま
で
。

　

人
吉
市
で
ユ
ニ
ー
ク
な
市
民
講

座
を
開
催
し
て
い
る
球
磨
川
ア
カ
デ

ミ
ア
運
営
委
員
会
（
主
宰
松
本
晉

一
）
で
は
、「
芸
を
演
じ
る
！　

演

芸
の
面
白
さ
・
楽
し
さ
」
と
題
す

る
講
座
を
10
月
27
日
と
28
日
の
両

日
、
球
磨
郡
相
良
村
の
十
島
神
社

横
に
あ
る
十
島
文
庫
で
開
催
す
る
。

　

今
回
は
「
見
た
い
人
、
や
り
た

い
人
、
憶
え
た
い
人　

モ
ノ
ま
ね
大

21
日
か
ら
作
品
展

人
吉
・
球
磨
美
術
連
盟

演
芸
の
面
白
さ
・
楽
し
さ

第
11
回
球
磨
川
ア
カ
デ
ミ
ア

　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

開
催
中

▽
企
画
展
「
や
ま
え
の
ほ
と
け
展
２
０
１
８
」（
〜
11
月
25
日
、
山
江
村

民
俗
資
料
館
）

９
月
16
日
（
日
）

▽
第
24
回
全
球
磨
少
年
柔
道
大
会
（
多
良
木
町
体
育
館
）

９
月
20
日
（
木
）

▽
相
良
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
秋
の一斉
開
帳
（
〜
26
日
、
人
吉
球
磨
観
音

35
札
所
）

９
月
21
日
（
金
）

▽
秋
の
交
通
安
全
運
動
（
〜
30
日
）

▽
第
４
回
人
吉
・
球
磨
美
術
（
絵
画
）
連
盟
作
品
展
（
〜
24
日
、
多
良

木
町
町
民
体
育
館
）

９
月
22
日
（
土
）

▽
動
物
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
（
人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
石
野
公
園
お
祭
り
広
場
）

９
月
23
日
（
日
）

▽
第
14
回
や
ま
え
栗
ま
つ
り
（
山
江
村
体
育
館
）

▽
第
11
回
人
吉
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
同
セ
ン
タ
ー
）

９
月
29
日
（
土
）

▽
く
ま
鉄
ま
る
ご
と
マ
ル
シ
ェ
（
〜
30
日
、
人
吉
駅
前
通
り
）

▽
人
吉
市
東
西
コ
ミ
セ
ン
短
期
講
座
「
健
康
体
操
」（
同
・
２
階
会
議
室
」

▽
八
代
市
立
博
物
館　

特
別
講
演
会
「
西
南
戦
争
と
八
代
︱
視
点
を
変

え
れ
ば
見
え
て
く
る
！
」
講
師
：
三
澤
純
氏
（
熊
本
大
学
文
学
部

准
教
授
）

10
月
９
日
（
火
）

▽
青
井
阿
蘇
神
社
お
く
ん
ち
祭
り
神
幸
行
列
（
人
吉
市
内
）
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「
地
震
雷
火
事
親
父
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

は
、
最
近
の
親
父
の
権
威
の
失
墜
で
死
語
に

な
る
か
と
思
っ
て
い
た
が
、「
山
嵐
（
や
ま
じ
）

＝
台
風
」
が
い
つ
の
ま
に
か
「
親
父
（
お
や
じ
）」
に
転
訛
し
た
と
い
う
説

も
あ
り
、
こ
れ
に
雨
が
加
わ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
現
役
だ
と
思
わ
せ
る
言
葉
で

あ
る
。
今
季
の
相
次
ぐ
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
思
え
ば
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
言
葉
で
あ
ろ
う
。
★
９
月
９
日
は
本
誌
の
前
身
で
あ
る
「
週
刊
ひ
と
よ

し
」
の
創
刊
日
、
今
年
が
20
年
周
年
だ
と
思
い
、
伊
勢
戸
氏
の
こ
と
を
含
め

て
記
録
す
る
企
画
を
立
て
た
が
、
改
め
て
計
算
し
て
み
た
ら
21
年
目
で
あ
っ

た
。
一
部
の
方
の
原
稿
依
頼
に
誤
っ
た
数
字
を
提
示
し
て
い
た
が
、
た
く
さ

ん
の
原
稿
が
集
ま
っ
た
。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
今
回
掲
載
で
き
な
か
っ
た
分

は
来
月
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
わ
せ
て
小
社
の
歴
史
を
紹
介
す
る
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
が
、
お
付
き
合
い
願
い
た
い
と
思
う
。
★
さ
て
猛
暑
の
夏

も
過
ぎ
秋
の
行
事
が
楽
し
み
に
な
っ
て
き
た
。
坂
本
町
で
は
「
国
際
児
童
画

展
」
も
始
ま
り
（
３
頁
）、
人
吉
・
球
磨
で
は
相
良
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
、

青
井
阿
蘇
神
社
の
お
く
ん
ち
祭
り
も
始
ま
る
。
思
い
切
り
、
秋
の
到
来
を

感
じ
て
み
た
い
、
と
思
わ
せ
る
夏
の
終
わ
り
で
あ
る
。（
ま
）

　
編
集
後
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１
５

熊
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１
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の
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号

人
吉
中
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版
社
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く
ま
が
わ
春
秋
」
編
集
部

info@
hitoyoshi.co.jp

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス 

０
９
６
６
・
23
・
３
７
５
９

本 誌 の
取扱店舗

■清藤書店■ブックスミスミ■明屋書店（錦店・免田店・多良木駅店）
■道の駅さかもと■ TSUTAYA 八代松江店


